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例

上　本書は“萬徳寺再建に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書，，である。

2。本書の編集は木村哲朗が担当し，木村◎安西が分担執筆した。文責は，第I章。第1節～第5節

（1土器，第Ⅱ章。第Ⅲ畳　第1節P－1～4◎6◎7◎10～12，第2鼠　B－1～4⑳6～15，

第3節，第4乱　F◎C－1～17◎21◎22，第5◎6鼠　第Ⅳ章。第1鼠　第Ⅴ章は木村が第I章。

第5節（2　石鼠　第Ⅲ畳　第1節P－2◎5⑳6，第2節B－5，第4節F◎C－19◎20，第Ⅳ

章。第2節が安西がおこなった。

3。フローテーション水洗についてはエーテック環境科学研究所に依頼した。またフローテーション水

洗⑳選別については泊村教育委員会へロカルウス遺跡発掘調査事務所の小柳リラコ氏に様々な助言⑳

指導をいただいた。

4。遺物の写真撮影は“スタジオCREEK”の佐藤雅彦氏に委託し，一部木村がおこなった。現場の

写真撮影は木村と安西がおこなった。

5。骨片集中範囲出土の動物遺存体の分析っいては，国立人類学博物館の西本豊弘氏に，炭化種子につ

いては札幌国際大学の吉崎昌一氏および北海道大学埋蔵文化財研究室の椿坂恭代氏に鑑定をお願い

し，椿坂氏については，原稿を頂いた。

6．整理作業の分担は以下の通りである。

土器復元：天内千秋，大埼恵美子，工藤竹美，近藤美佐子

土器実測：木村哲朗，トレース：近藤美佐子，

土器拓本：天内千秋，土器断面実測：工藤竹美

石器実測，トレース：大橋敏子，柳谷とし子

石器計測：大橋敏子，柳谷とし子，高田和孝

フローテーション選別：石見優子

8。調査を進めるにあたり，下記の機関，人々よりご指導，ご助言　ご協力を頂いた。

北海道教育坑　大沼忠春，田才雅彦，種市幸生言自村教育委員会　小柳リラコ，高山誠，田部淳

国立人類学博物館　西本豊弘，札幌国際大学　吉崎昌一，北海道大学埋蔵文化財研究室　椿坂恭代

北海道開拓記念館，右代啓視，野村崇。北海道電力（株）吉田玄一。



二

上　本書の略語は以下のように用いた。

（1）遺構

土壌：P，　骨片集中範囲：B，　焼土：F，　炭化物集中範囲：C。

フレイクチップ集中範匪上FC，　石組遺構：S，　小ピット：SP。

（2）遺物

土器：P，　剥片類：F，　礫類：S。

（3）地層

渡島大島火山灰：Os－a，　白頭山一苫小牧火山灰：B－Tm．

2。本書の挿図の縮尺は原則として以下のように示したが9　これ以外のものはスケールを参照されたい。

図Ⅲ－1：1／25000，図Ⅲ－2：1／2000，遺構図：1／40，復元土器：1／4，

拓本土器◎礫石器：1／3，剥片石器：1／2。

3。本書の一覧表等の計測単位記載を以下のように統一した。

遺構平面図，土層断面図：m，遺物：cm，g．

4。遺跡分布図や遺構分布図，遺構平面図などの向きは方位で記す。

5。焼土及び，石器のアスファルト⑳タール付着部はスクリーントーンを貼って示す。
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第量章　調査の概要

瀾節　調査要項

事業名

原因者

調査者

遺跡名

所在地

調査面積

調査期間

萬徳寺再建に伴う埋蔵文化財発掘調査

九鬼　恵隆

奥尻町教育委員会

青苗B遺跡　北海道教育委員会登載番号（C－07－07）

奥尻郡奥尻町字音苗299

815Iが

平成9年5月6日～平成10年3月31日（現場期間，平成9年7月4日まで）

2第　調聾体制

奥尻町教育委員会 教育長　　　　　　加藤　堅寿

課　長　　　　　　高田　延三（平成9年度）　山下　育三（同10年度）

係　長　　　　　　泉沢　克尚

学芸員（調査員）　木村　哲朗

調査補助員　　　　安西　雅希（平成9年度）

3節　調査の経緯

平成5年7月12日に発生した，北海道南西沖地震による津波の襲来により，奥尻島は大きな打撃を被っ

た。中でも青苗地区は地区の大半を津波とその後の火災で失った。萬徳寺も例外でなく，津波により流

された。その後，萬徳寺門徒22人から，寺院再建の要望があり，平成9年度建設の計画を立てた。しか

し，以前から青苗B遺跡として登載されている地点であったため，平成8年5月13日，北海道教育委員

会の立会を行い，その結鼠　寺の敷地内全体が包含層である事が判明した。町との協議の結果，平成9

年度において発掘調査をすることになった。しかし，寺院建設に多額の費用がかかるなど，自力では発

掘調査費は捻出できず，国からの補助を受けて調査することとなり，体制を固めた。調査を進めるにつ

れ，遺物量が思いのほか多い結果となり，文化庁の検査官の立ち会いのもとに協議し，その結果，平成

10年度においても整理を続行することとなり，新たな体制を固めることとなった。

率ご節　発掘匿の設定匿調査元」法

ダリットの設定は復興後あらたに区画整理された道路に付帯する歩道と調査区との境界線を基軸にⅩ

軸，それに直交して調査区と南側の民地との境界線を基軸にY軸を設定した。

ダリットは大グリットと小グリットを設定し，大グリットは5mX5mとした。グリットの呼称はⅩ

軸に大文字のアルファベット，Y軸にはアラビア数字を用いた。Ⅹ軸は南からA～F，Y軸は東から1

～7とし，東南端の杭をグリットの呼称とした。大グリットは遺構の計測や小グリットの設定の時の基

準となる。小グリットは大グリットを1mメッシュで25分割したもので，包含層出土の遺物の取り上げ

J



のときの基準となる。この小ダリットの呼称

はⅩ軸に小文字のアルファベット，Y軸にア

ラビア数字を用いた。

発掘作業は層位毎に掘り下げる分層発掘を

基本とし，層の厚い地点は幾度かに分けて掘

り進めた。

A ・2 B －2

「 ‾
e －5

d －4

l

l
Cp3l

l il
b ・2

a ■t

A －1 B ・1

図I－1　小グリット模式図
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D －4

C －3

B －2

A －1

I

A B C D E F

図I－2　グリット配置図

包含層の遺物の取り上げは層位毎かつ小ダ

リット毎でとりあげた。

また。遺構出土遺物は，一括でまとまって出土している場合を除いて1点ずつ出土地点，標高を測っ

て取り上げた。また，撹乱となっているところは大ダリット毎で取り上げた。

5節　遺物の鎗類

本遺跡からは当初の予想を遥かに上回る66794点にのぼる数多くの遺物が出土した。遺物は土器が24823

点，石器類がフレイク◎チップを含め41971点である。

（瑠）土　器

I群土器　縄文時代中期のもの

Ⅱ群土器　縄文時代後期のもの

a類　　後期前葉，入江式などに相当するもの

b類　　後期中葉，手稲式◎ホッケマ式などに相当するもの

C類　　後期後葉，堂林式◎御殿山式などに相当するもの

Ⅲ群土器　縄文時代晩期のもの

a類　　晩期前葉に相当するもの。

b類　　晩期後葉に相当するもの。

Ⅳ群土器　続縄文時代初頭～前葉のもの

a類　　青苗B式◎兜野式◎大狩部式◎東歌別式などに相当するもの

b類　　砂沢式や南川Ⅲ群◎南川Ⅳ群に相当するもの

Ⅴ群土器　　擦文時代のもの

2



（2）石　器

石器は剥片石器と礫石器に大別し，剥片石器類は石器9種類と石核，フレイク◎チップに，礫石器類

は石器7種類と礫に分類した。以下，特徴的な遺物について記す。

鉄人石器

矢柄研摩器等として利用されたと考えられるもので，剥片の縁辺に決りを持ち，使用頻度によって決

りがっぶれているもの。

楔形石器

骨や木を断ち割る等に使用したと考えられるもので，楔形もしくは凸レンズ状の断面を持ち，その上

端，下端，あるいは両側縁に階段状の剥離がみられるもの。

掻器

皮なめし等に利用したと考えられるもの。刃部の形艶　あるいは部位によってラウンドスクレイパー，

エンドスクレイパー，サイドスクレイパー，その他に分けられる。なお，背面が全面加工され，爪形に

調整されたものも掻器とした。

Rフレイク

剥片の一部に二次加工を施したもの。器種の特定できないもの。

∪フレイク

刃こぼれ状の使用痕をもっ剥片。

たたき石

礫の端瓢　面弧　側線に叩いた痕跡をもっもの。くぼみ石とよばれるものも含めた。

石皿

使用面の凹んでいる礫

台石

使用面の平坦な大型の礫。
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享二享　莫三善ニー享三二三三三

瀾節　奥尻島の遺跡

奥尻島は北海道南西部の日本海に浮かぶ，風光銘嶋な島である。外観は皿を伏せたようななだらか形

状である。これは島自体が鳥海火山帯の上に位置し，幾度かの隆起と沈降を繰り返してきたため，海成

段丘を形成してきたためである。海成段丘は瀬川秀良により幾っかの面に分類されているが，そのうち

寺屋敷面（60～50m）は，数多くの遺跡が分布し，奥尻島に分布する遺跡のうち，その大半がこの面に

立地する。寺屋敷面に立地する遺跡は現在知られているとこで，北から，仏沢遺跡，長浜2遺跡，長浜

遺跡「松江遺跡，松江2遺眺　ワサビ谷地川左岸遺跡9　同右岸遺眺　青苗遺眺　米岡19　29　3，4遺

跡，千畳遺跡夕　石見牧場遺跡，赤川2遺跡が分布する。時期的には，米岡2◎3遺跡に恵山期の土器が，

奥尻空港遺跡に須恵器の破片が出土している例もあるが，寺屋敷面に位置する遺跡の多くが時期的に縄

文時代早期～中期にかけての遺跡である。一方，島内には寺屋敷面よりずっと標高の低い遺跡が幾っか

ある。本遺跡を始めとする砂丘遺跡である。砂丘遺跡は現在知られているところでは，青苗B遺跡，青

苗砂丘遺眺　米岡5遺跡，赤川遺跡があげられる。時期は青苗B遺跡が縄文時代後期～擦文時代，米岡

5遺跡，赤川遺跡が擦文時代，青苗砂丘遺跡がオホーツク文化期（十和田式）である。上記の遺跡の状

況を見る限り，当遺跡を始め，縄文時代後期以降の遺跡で占めているのが特徴である。なお，独立砂丘

を形成している青苗砂丘遺跡，米岡5遺跡，赤川遺跡は擦文時代，オホーツク文化期など7～8世紀以

降の遺跡で占める。

2節　位置匿環境

青苗B遺跡は奥尻島の南隠　青苗地区の海成段丘の東側斜面下の砂丘上に位置し，一部斜面崖地にも

及ぶ。青苗地区の東海岸側は，強い北西風の風下であり，このため，現在でも奥尻髄一の漁港があり，

それを取り巻くように市街地が広がっている。また，強風や波涛の影響が少ないせいか，砂丘の発達も

西海岸に較べると顕著である。

当遺跡の後背部に位置する海成段丘の張り出しは，北側を員塚台地，南側を山本台地といい，貝塚台

地には擦文時代の貝塚が，山本台地には大型の勾玉が出土した墳墓等が検出されているなど，擦文時代

を代表する大遺跡（青苗遺跡）となっている。

青苗B遺跡は青苗遺跡の位置する海成段丘下に形成された砂丘遺跡で，特徴的なことは，段丘の斜面

をすぐ後背地に控えていることである。また、他の砂丘遺跡よりも砂丘の形成は早かったと考えられ，

出土する遺物も縄文時代後期など，比較的古いものも認められる。それと同時に本遺跡には各時期にわ

たる生活の跡が認められている。このことは，海退が進んだ更に後であっても生活の場として好条件で

あったことを物語る。

本遺跡の後背地となっている山本，貝塚両台地の問は沢により別れており，その両台地の問から本遺

跡を縦断するかたちで，沢水が流れていたものと考えられ，その地形も発掘区内において認められてい

る（図Ⅱ－3）。縄文時代晩期，続縄文時代における作業場的な状況は，こうした沢水の存在と無関係

ではなかったものと言えよう。
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1．青苗B遺跡

2．青苗遺跡

3．ワサビ谷池川右岸遺跡

4．ワサビ谷地川左岸遺跡

5．青苗砂丘遺跡

6．赤川遺跡

7．赤川Z遺跡

8．米岡遺跡

9．米同神社遺跡

、、ラー奥1尻一空ノ塔

V
ヽ

！

Q＼

10．人寺屋敷遺跡

11．石見牧場遺跡

12．米岡5遺跡

13．米岡チャシ跡

14．米岡3遺跡

15．千畳遺跡

16．米周2遺跡

17．米岡4遺跡

18．奥尻空港遺跡

図Ⅱ－1　青苗周辺の遺跡分布図

4
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図Ⅱ－2　青苗B遺跡とその周辺
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図Ⅲ－3　青苗周辺の遺跡分布図

3節　基本層序

本遺跡は砂丘上に立地するため，包含層は厚い。また，撹乱や流れ込みが深く及んでいるため，極め

て分かりずらくなっているところがあった。しかし全体として見ると，砂層であるⅡ層，Ⅳ層，Ⅵ層と，

礫を多量に含むⅢ層，Ⅴ層とに分けることができる。砂層は海岸からの砂が風の栄為によりもたらされ

たのに対し礫層は沢戸段丘斜面からもたらされたものが主体となっていると考えられる。なお，場所に

よってⅣ層が削り取られて無くなっていたり，反対にⅢ◎Ⅴ層の堆積が認められない場所もあった。こ

れは沢水の力による侵食等も関係しているのかも知れない。従って堆積状況は極めて複雑な様相を呈す

る。

土層断面は，Ⅹ軸は4ライン，Y軸はEラインを記録した。
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I層：撹乱層

近代～現代に掘りこまれた層。一部重機に

より取り除く。

Os－a層

渡島大島火山灰の堆積した層。乳白色を呈

する。一部重機により取り除く。

Ⅱ層：黒色砂層

粘質を持ち，若干の炭化物を含む。問層に

B－Tm層，Ⅱ，層を挟む。なお，B－Tm

層の上層は擦文時代，下層は続縄文時代初頭

～前葉の包含層であるが，B－Tm層の挟ま

ない部分における分層が困難であったため，

1層にまとめた。下層からは続縄文時代初頭

～前葉のフレイク◎チップ集中範囲や骨片集

中範囲が検出されている。

B一丁m層

白頭山火山灰の堆積した層。明褐色を呈す

A B C D E F

図Ⅱ－4　土層断面位置図

る。

Ⅲ9　層：黒灰色砂層

Ⅲ層：褐色砂礫層

粗砂や礫を多く含む。また，リモナイトが多く存在しているのも特徴である。遺物は縄文時代晩期の

ものが中心であるが，続縄文時代の遺物も混ざる。

Ⅳ層：褐色砂層

若干粘質を持っ層。遺物は縄文時代晩期が中心であるが，一部後期の遺物を含む。また骨片を多く含

む層が存在するなど縄文時代晩期の生活面が検出されている。なお，C－4～D－射こかけてのライン

におけるⅣ層はとくに粘質にとみ，調査中は認識できなかったものの，沢あとであった可能性が考えら

れる。

Ⅴ層：褐色砂礫層

粗砂や礫，粘土塊等を含む。また，リモナイトも多く含まれている。問層として，砂層を含むことが

あるが，これは，Ⅱ，Ⅳ層と同様の砂層，考えて良いかもしれない。遺物は縄文時代後期が中心である

が，晩期のものもかなり出土している。

Ⅵ層：灰褐色砂層

混ざり気のない純粋な砂層。

β
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図Ⅱ－5　土層断面図
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三二享　享 構

1節　土　　　塊

P－1

（頂）遺　構

Eラインにおいて土層確認のためのトレンチを開けることにより，E－5グリットにおいて発見され

た。

尚，土壌の東側の壁は，水道管敷設のための撹乱によりなくなっているが，他の遺存する壁面や墳底

面の形状から，長軸を北西一南東を向く楕円形と考えられる。土壌はⅡ層より掘り込まれていること，

出土遺物がⅣ群b類土器を伴っていることなどから恵山期の土壌と考えられる。墳底面は赤色を呈して

いるが，ベンガラではなく，リモナイトに近いものと考えられ9　人為的なものであるかば明らかではな

い。堆積状態は自然堆積と考えられる。また，墳底面出土の遺物は少ない。土墳の性格は不明であるが，

周辺の遺構や遺物の出土状況から，何らかの作業施設であった可能性がある。

（2）遺　物

1はⅣ群b類土器で頚部の破片である。墳底面より出土した。

P－2

（1）遺　構

D－1グリットの調査中，C－1グリット側に黒褐色の落ち込みを検出し，P－2とした。なお，当

遺構の北側がD－1グリット掘り下げ時に消失したため長径は不明である。短径は0．48恥　確認面から

の深さは0．22mである。遺物は土器が1点，チップが2点出土している。

P－3

（1）遺　構

発掘区のほぼ中丸　D－4グリット周辺にに僅かに残る，Ⅲ層上面に分布する炭化物層を精査中に，

灰色砂混じりの層の落ち込みを発見　土壌とした。形状は長軸を北北西一南南東に向けた不規則な楕円

形を呈し，規模は長径が0．70m，短径が0。51m，確認面からの深さ0。06mである。時期は，Ⅲ層上層出

土であること，擦文土器片が出土していることから，擦文時代の土壌と考えられる。擦文時代の遺構と

考えられるものはこの1基のみである。出土遺物は，土器片の他　礫が出土しているのみであり，その

性格は不明である。

（2）遺　物

2はⅤ群土器で目線部の破片である。器面には刷毛臼状擦痕が認められ，沈線がめぐる。

P－4

（瑠）遺　構

発掘区の北側，F－4区のⅡ層を調査中に黒色土の落ち込みを検出，P－4とした。形状は長軸を南

北に向いた楕円形で，長径は0．47恥　短径が0．30m，確認面からの深さ0．08mである。出土土器の細片

は晩期のものであるが，確認面がⅡ層であることから続縄文時代前半期の遺構と考えられる。本土壌に

伴うと考えられるものは礫1点である。遺構の性格は不明である。

JO
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図Ⅲ－1　遺構分布図
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土層注記

1暗褐色砂層

2　黒褐色砂層
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図Ⅲ－2　遺構図（1）

戊
土層注記

1　黄褐色砂層

2　黒褐色砂層

土層注記

1時灰色砂層

土層注記

1　黒灰色砂層

妻‡二＿

く

土層注記

1　茶褐色砂層

2　黄褐色抄層
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B－3

土層注記

1黒褐色砂層

540M6

車

5．30MB

ぺ撃－

05°86M

㊤

土層注記

1灰色砂層

2　赤褐色砂層

図Ⅲ－3　遺構図（2）
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：ン）達　顛

3はⅢ群土器で覆土中より出土した。胴部の破片で斜行縄文が施されている。

P－5

（瑠）遺　構

メインセクションのD－4グリット部分に層の落ち込みを確認，土壌と判断した。覆土は粘性をもっ

灰褐色土粒を多く含む灰色砂であり，墳底及び覆土より多義のフレイクチップや土器，礫が出土してい

る○メインセクション部分のみの残存のため本来のプランは不明であるが，掘り込み8cm程度の浅い竪

穴様の土壌と推察される。掘り込み面は覆土上面にⅢ層が堆積し，また，墳底がⅣ層を僅かに掘り込ん

でいることからⅢ層に対応する時期のものと考えられる。フレイクチップは貢岩のものが多く彗　その分

布は土壌周縁部分に多い傾向が見られる。フレイクチップは長さ3cm前後のものが多く，フレイクチッ

プ集中範囲出土のものと較べ小さいものが主体となっている。

なお，土器も墳底出土のものはⅢ群であり，層位の状況と時期的に一致する。

（2）遺　物

4～8はⅢ群土器9　9～12はⅣ群土器である。射ま爪形文の施されたものでⅢ群a類に属する。5～

7は斜行縄文の施されているものである。9ほ目線部の破片で実感文の施されているもの，10は肩部の

破片で沈線が巡る。12は帯縄文の施されているものである。13は石錐である。

P－6

B－4ダリットより検出。遺構確認面はⅥ層であるが，，墳底に堆積する覆土がⅢ層と考えられる窯

灰色砂であるため掘り込み面はⅢ層と考えられ，時期は続縄文時代初頭と考えられる。平面形は長径72

cmで，長軸を北北東一南南西を向けた最楕円形を呈していると考えられる。覆土は骨片を多く含み，僅

かながら炭化物も検出された。

P－7

（の　遺　構

発掘区の北胤　F－4ブリットのⅤ層を調査中に黒褐色土の落ち込みを発見　P－7とした。形状は

長軸を北北東一南南西に向けた楕円形で，長径1。26m，短径0．61恥確認面からの深さは0。10mである。

墳底はしっかりしている。時期は出土土器が大渦系の特徴を持っことから晩期と考えられる。形状は墓

境に似る。遺物は覆土に土器片やフレイク◎チップが散在しているのみである。なお，当土壌から3m

南側に，太洞系の小型の精製土器が出土（図Ⅲ－13⑳232）している。何らかの関わりがあるのかもし

れない。

（2）羞　廟

14は目線部の破片で斜行縄文が施されている。15は沈線文のみのものでともに墳底面から出土した。

共にⅢ群a類土器である。

P－10ell

A－2グリットを調査軋　A－3グリット側に黒褐色の落ち込みを検出∴調査するうちに，2つのピッ

トが重複していることが分かり，ともにP－10◎11とした。確認面からの深さは10が0。22m，11が0。13

mである。時期は埋土がⅢ層のものであることから続縄文時代初頭～前葉と考えられる。ともに遺物は

出土していない。
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P－12

（頂）遺　構

発掘区の南胤A－3ダリットの骨片集中－13を除去後，Ⅴ層上面に灰色砂の落ち込みを検札　P－

12とした。形状は円形で，直径が0・41m，確認面からの深さ0。15mである。出土遺物は礫3点であり，

2は台石として利用された可能性がある。時期は続縄文時代の骨片集中地点より下層であることから続

縄文時代以前と考えられる。遺構の性格は明らかでないが，灰色砂を埋めていることなどから何らかの

作業に関わる施設の可能性がある。

2節　骨片集噛範囲

B－1

（頂）遺　構

発掘区北寄りのE－2ダリットでⅣ層を調査中に発見された○範囲は長径1．40恥短径0．79mの楕円

形で厚さは0・05mある。下層はⅤ層であり9上面は赤褐色を呈するが鉄分の染みの影響か焼土によるも

のかは明らかにすることはできなかった。中央部にはリモナイトの塊が検出されている。出土土器から

縄文時代晩期前葉の遺構と考えられる。このほか9周辺からは安山岩製の削器が1点検出されている。

骨片は，烏骨の小さな破片が多い。海獣骨片も少量認められた。

（2）遺　物

16は爪形文の施されたものでⅢ群a類土器である017はⅢ群土器で胴部の破片である。18は削器で安

山岩製である。

B－2

（瑠）遺　構

発掘区南寄りのD－1グリットでⅣ層を調査中に発見された○範囲は長径1．25m，短径0．97恥厚さ

0・05mである。B－1同様下層はⅤ層である。焼土は確認できなかった。

種の同定できた骨片では，ウグイ椎骨1息　アイナメ椎骨1点である。

（2）遺　物

19はⅢ群a類土器で爪形文と沈線が施されている。

B－3

（頂）遺　構

発掘区の北胤　E－4グリットでⅢ層を調査中に発見された○範囲は長径2．10m，短径1．61m，厚さ

0・05mである。骨片の分布範囲は広いがB－1◎2に較べると密度は薄く，流れている可能性がある。

また，南側には礫が4点検出されており，そのうち2点は被熱している。出土土器は縄文時代晩期のも

のが中心であるが，骨片の層がⅡ層下位であることから続縄文時代初頭～前葉の時期の遺構と考えられ

る。遺物は礫のほか，土器片，フレイク◎チップが出土している。

骨片は魚骨◎海獣骨が多量に検出。魚骨はカサゴ類（ソイ類）の椎骨3点と種不明魚類椎骨10点が出

土した。この10点は焼けて縮小，変形していたが，おそらくカサゴ類と考えられる。海獣類は小さな破

片であるが，おそらくアシカ科のトド，アシカ，オットセイなのであろう。

（2）遺　物

20はⅢ群a類1種土器，21は同2種土器である○共に沈線による文様が施されている。22は石錐であ

る。
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B－4

発掘区の北胤　E－4グリットでⅡ層を調査中に発見された。範囲は長径0・67m9短径0・51mである。

B－3に較べ厚く堆積しているが，覆土は流れ込んだ状況であり，B－3の層が自然地形に流れ込み，

堆積した可能性が考えられる。

小骨片のみで種は同定できるものはなかった。

B－5

発掘区のほぼ中丸　D－2グリットでⅣ層下面を調査中に発見された。範囲はD－2◎3グリットに

またがり，直径約1，10mのほぼ円形に分布する。中央部はほぼ赤褐色を呈し，焼土と考えられる。なお，

範囲の北側には焼けた礫が出土したが，取り上げの時点でぼろぼろに砕けた。時期はⅣ層下面の出土で

あること，Ⅲ群a類土器が出土していること等から，縄文時代晩期前葉と考えられる。

骨片は種不明魚類椎骨3点，鳥骨片1息　アシカ科海獣指骨1息　その他海獣骨片多数が出土した。

B－6

（頂）遺　構

発掘区の北西寄り，D－5ブリットのⅣ層を調査中に発見された。範囲は長径1・17恥　短径0・97恥

厚さ0．10mである。骨片は密に分布している。出土遺物は，Ⅲ群a類1種土器が多く出土しているほか，

大型の安山岩の礫が出土している。礎は割れ、熱を受けている○なお，一括土器と礫の下位における骨

片の遺存状態は特によい。当遺構の北側には焼土（F－5）がある。層位がⅣ層下位であること9Ⅲ群

a類土器が出土していることから，時期は縄文時代晩期前葉と考えられる○

骨片は鳥骨片少鼠　アシカ科の海獣骨片が多量に出土した。

（2）遣　物

23◎24はⅢ群a類1種土器で爪形文が施されているものである。25～27も同類であるがこちらには沈

線文が描かれている。28は地文のみのものでともにⅢ群土器である。30はRフレイクで一側線の腹面の

みの加工である。29は安山岩製の削器で両側縁及び先端を加工している。

B－7

発掘区の北寄り，D－4ダリットのⅣ層下面を調査中に発見された。範囲は長径は1・39m，短径が0・

50m，厚さ0。07mで他の骨片集中地点より厚く堆積し，平面形も不規則な広がりを呈する。本集中地点

の北側と南側に焼けた礎が出土し，本遺構の付属施設として機能していたと考えられる。時期は9Ⅳ層

下位であること，Ⅲ群a類1種土器が出土していることから，縄文時代晩期前葉と考えられる。

骨片はホッケ？椎骨約20息　アシカ科の海獣骨片小片が多量に出土した。

B－8

発掘区の南胤　A－4グリットの一直線状に分布する焼けた礫群を調査軋礫群の下位，Ⅱ層下面か

ら検出された。範囲は長径が0。43m，短径は0・19mと狭い○また，礫群にそって1m程北側には獣の骨

が1本出土している。骨片層は疎群の下層に存在し，礫群が骨片集中に伴うものであるかば明らかでは

ない。礫，骨片ともに溝状の凹みに流れ込んだ可能性も考えられる。時期はⅢ層下面から検出されてい

ることから，続縄文時代初頭かと思われる。

骨片は，種不明魚類椎骨2息　アシカ科の海獣小片約20点出土した。
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B－10

（頂）遺　構

発掘区の南東胤　B－1ダリットのⅢ層から石紐を発見　精査しているうちⅢ層下位より検出した。

範囲は長径1。72mタ　短径0．79m，厚さ0。05mであり，骨片の分布は石紐内及び石組の東側に大きく広が

る。石紐の礫は熱を受けており，また9　骨片集中の下位からは石組の形状に沿って焼土が検出されてい

ることから石組炉と考えられ，本骨片集中に伴う関連施設と考えられる。なお，骨片は石組炉外の方に

厚く堆積しているが9　これは流れ出したためと思われる。時期は，Ⅲ層下位に検出されたことヲ　付近の

間一層からⅣ群土器が出土していることなどから，続縄文時代初頭～前葉と考えられる。なお，ここか

らほ栽培種と考えられるヒエ種子1点が出土している。

骨片は，石線内からは，サケ緻骨上島　カレイ椎骨1点ほか種不明魚骨片多鼠　石線外からは，アイ

ナメ椎骨10点以上　ヒラメ椎骨数点9　ヒラメの歯1点が出土した。

（ジ）遺　物

31はⅣ群土器9　32は削器で貢岩製である。

B－11

招　遺　構

発掘区の南東隠　A－1グリットのⅢ層を調査中に発見された。範囲は長軸2．併m　短軸0。90mで不

規則な形状を呈し撃　厚さは私用mである。当集中下位には長径0。60mタ　短径0．49mラ　厚さ鋸Omの焼土

が検出され，本集中範囲に伴うものと考えられる。なおラ　南西側には炭化物がまとまって出土している。

時期はⅣ群土器が出土すること督　層位などから，続縄文時代初頭～前葉と考えられる。

骨片は，カサゴ類椎骨1点9　カレイ類椎骨20点以上　種不明魚類椎骨20点以上（大部分はカレイ類）9

烏骨片少量その他の魚骨ラ　アシカ科の海獣骨が多量に出土した。

（ジ）遣　物

33は貢岩製のRフレイクである。

B－13

銅　遺　構

発掘区の南胤　A－3ダリットのⅢ層を調査中に発見された。範囲は長軸上68恥　短軸用2m，厚さ

0朋mで不規則な形状に分布する。当集中下位には長径0。75m，短径0。70m，厚さ0。13mの焼土が検出

されタ　本集中範囲に伴う遺構と考えられる。時期はⅣ群a類土器が出土していること9　骨片層がⅢ層下

位であること，骨片層下位に焼土を伴うなどの特徴がB－10◎Hに共通していることなどから，それら

と同様，続縄文時代初頭～前葉と考えられる。

骨片は，カサゴ類椎骨3息　ヒラメ椎骨1息　カレイ類椎骨40点以上　種不明魚類椎骨30点以上（大

部分は，カレイ類？），その他の魚骨タ　アシカ科の海獣骨が多量に出土している。

（2）遺　物

34◎35はともにⅣ群a類土器の胴部破片である。
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B－14

（二、差　違

B－13の東側，韮層を調査中に発見された。範囲は長径0。94m　短径。鮮m　厚さ0，05mである。

Ⅳ群a類と考えられる土器が出土していること撃　B－13と同一層位であることから続縄文時代初頭～

前葉と考えられる。

骨片はアシカ科の海獣骨片主点，小骨片が少量出土している。

帽　遺　物

36はⅣ群a類土器と考えられるもの。

B－15

B一拍の東側　Ⅲ層を調査中に発見された。範囲は長径0。55m，短径0。32mと狭い。時期は層位など

からB＋柑◎摘同様夕　続縄文時代初頭～前葉と考えられる。遺物は出土していない。

骨片はタ　カサゴ類椎骨3点9　種不明椎骨3点き　アシカ科海獣骨小片が少量出土している。

’一；：ごこ　こ：罰二　　　、I

F－1

B－3ダリットのⅢ層を調査中赤褐色の広がりを検出9　S－1とした。範囲は長径が鋸首恥∴短径が

。鮮mである。時期はⅢ層より検出されていることから続縄文時代初頭～前葉と考えられる。

F－5

発掘区の北寄軋　り－5ダリットのⅣ層を調査中に発見された。範囲はラ　長軸用0恥∴短軸鋸数恥

深さ0。08mの不規則な形状を呈し撃　特に強く熱を受けた場所が2ヶ所認められる。焼土の下位には礫が

2点検出されているが熱を受け9　赤紫色に変色している。うち1点は脆く9　取り上げの時点で砕けた。

B－6と同一層位であり9　近接していることから9　B－6に関連する施設の可能性がある。時期はB－

6同様，縄文時代晩期前葉と考えられる。

F－6

発掘区の北側9　亙「－4区のⅤ層下面を調査中に発見された。範囲は長径0。50m，短径0。31m，深さ0カ7

mである。周辺には9　F一㌢やC＋㍉』＋ホッケマ式の一括土器や台石が出土普　骨片や炭化物が散在する。

焼士の北側には棒状の礫が出土しているが9　当遺構に伴うものであるかどうかば明らかではない。時期

はⅤ層下面であること9　同一生活面からホッケマ式土器が出土していることなどから縄文時代後期中葉

と考えられる。

F－7

発掘区の北側ラ　F－4ダリットのⅤ層下面を調査中に発見された。範囲は長径0。63m，短径甘39mタ

厚さ0。05mである。北西隣にはF－6があり，それと同一時期の焼土と考えられる。
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磯節　謬沙碓夕◎襲撃謬集中範囲

F・C－1

発掘区の北東胤　E－1ダリットのⅣ層を調査中に検出された。範囲はE－2グリットにも広がる。

範囲は長径1朋汀㍉　短径0．57mである。時期はⅣ層下面に検出されていることから縄文時代晩期頃かと

考えられる。

37はⅢ群と考えられる小破片である。38はRフレイクである。

F・C－2

発掘区の北東隈　E－1ダリットのⅤ層を調査中に検出された。範囲は長径0．35m，短径0。25mの狭

い範囲である。

F・C－3

発掘区の北私　E－4グリットのⅡ層を調査中に発見された。チップはその殆どが細かい細片であり，

石質は貢岩と黒曜石が半々ぐらいである。範囲は長径が0。78m，短径は0．47mである。時期はⅢ層より

検出されたことⅣ群b類土器が出土したことから続縄文時代前葉と考えられる。

39は胴部破片で縄文が施されている。

F・C－4

E－4グリットのⅢ層を調査軋　F◎C－3　の東隣に発見された。範囲は長径0．40m，短径0．36mで

ある。フレイクは大きい破片が多く石質は全てが貢岩である。なお，南隣にはB－3があるが，層位的

にはF◎C－3◎4の方が若干高く，時期的に後になるものと考えられ，F◎C－3　同様，続縄文時

代前葉と考えられる。

40は削器，41◎42はRフレイクでともに貢岩製である。

F・C－5

D－4ダリットのⅡ層を調査中に発見された。範囲は長径0．72恥　短径0．46mで，西端で特に集中し

ている。フレイク◎チップは比較的小さいものが多い。石質は殆どが貢岩である。当地点はⅢb層出土

であり，同一層位で0．30m程東側にⅣ群b類土器が検出されていることから，時期は続縄文時代前葉と

考えられる。

43◎44は貢岩製のRフレイクである。

F・C－6

D－4グリットのⅢ層下面～Ⅲ層上面を調査中に発見された。範囲は長軸0．83m，短軸0．48mで不規

則な形状を呈するが，密集範囲は大きく2ヶ所に分かれる。フレイク◎チップは中ぐらい程の大きさで

あるが，他の集中地点に較べ量は多い。石質は全て貢岩である。検出された層位から続縄文時代初頭～

前葉と考えられる。

45は石鉱，46はRフレイクである。

21



F・C－7

D－4グリットのⅢ層下面～Ⅲ層上面を調査中に発見された。範囲は長径0．64m，短径0．42mである。

フレイクは大型のものが多い。また，フレイクは原石面を残すものが多く，その幾っかば接合した。当

地点の西側には炭化材が見っかっており，何らかの施設があった可能性がある。時期は検出された層位

からF⑳C－6　同様，続縄文時代初頭～前葉と考えられる。

F・C－8

C－4グリットのⅡ層を調査中に発見された。範囲は長径0．30m，短径0。12mの極めて狭い範囲であ

る。フレイク◎チップは小さいものが殆どで数は少ない。この集中地点には炭化物が半ば覆い被さるよ

うに伴出しており，何らかの関わりが考えられる。また，周辺には，同一生活面上から，無柄の石鉢や

台石として利用された小型の板状礫，Ⅳ群b類土器と考えられる土器底部，棒状の炭化材，削器，熱を

受けて割れた礫などが検出されている。なんらかの作業施設内におけるフレイク⑳チップ集中であり，

簡単な加工を施した場所であろう。時期は検出層位や遺物等から続縄文時代初頭と考えられる。

F・C－9

D－5グリットのⅢ層を調査中に発見された。範囲は長径0．52m，短径0．37mである。上位には大型

のフレイク，下位には細かいチップ等が認められた。

47はⅣ群b類土器の口綾部である。

F・C－12

B－4ダリットのⅡ層を調査中に発見された。分布は長径0．18m，短径0．15mのごく狭い範囲である。

フレイクは比較的大きめで同じ位の大きさのものばかりであり，選んで持ち込まれたものと考えられる。

石質は全て貢岩である。時期は出土層位から続縄文時代初頭～前葉と考えられる。

F・C－13

C－3ダリットのⅡ層を調査中に発見された。範囲はB－3グリットにも広がり，長径0．63m，短径

0．57mである。3点の礫を伴う。

F・C－14

F－4ダリットⅡ層より検出。フレイクは貢岩が殆どである。層位などから続縄文時代初頭～前葉と

考えられる。範囲は長径上30m，短径0．79mである。

48は地文のみのもの，49は無文の土器でともにⅢ群a類土器，50はⅣ群b類である。51は削器である。

F・C－15

D－4ダリットのⅡ層を調査中に発見された。範囲は長径0．51m，短径は0．32mである。フレイク◎

チップは比較的小型のものが多い。時期は南側の同一層位からⅣ群b類土器が出土していることから，

続縄文時代前葉と考えられる。
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F・C－16

D－4グリットのⅢ層を調査中に発見された。範囲は長径0．50期短径0．32mである。フレイクは大

型のものが多く，南側には焼礫やⅣ群b類土器の破片が出土している。時期は出土土器や検出層位から

続縄文時代前葉と考えられる。

F・C－17

F－4グリットのⅤ層の落ち込みを調査中に発見された。範囲は長軸0．57恥短軸0．35mの不規則な

形状を呈する。フレイク◎チップは比較的細かいものが多い。そ、－の多くは流れ込みと考えられ，明解な

伴；土器も認められないことから，時期を特定することはできなかった。

F・C－19

A－4ダリットのⅢ層を調査中に発見された。範囲は長径0。27m，短径0。16恥　フレイク◎チップは

比較的小さなものが散在する程度である。なお，同一生活面上には小規模ながら骨片集中範囲や赤褐色

の粘土塊9Ⅳ群a類の土器片が認められ9それらが分布する範囲全体に赤い小礫が分布する、年ど特異な

状況といえる。それらを全て含め，何らかの作業場であったと考えられる。時期は検出層位や出土遺物

等から続縄文時代初頭～前葉と考えられる。

F・C－20

B－6グリットⅣ層より検出。フレイクとともに土器片が多く検出された。範囲は長径1。30恥　短径

0・79mである。山本台地の縁辺の斜面に位置しており，原位置から大きく移動していると考えられる。

分布域の東端から花崗閃緑岩の焼礫が検出されている○フレイクは貢岩が主体である。土器は主にⅢ群

a類が出土している。

56は石鑑　57◎58◎60は削器，59◎61⑳62はRフレイクである。57は靴形を呈する。削器◎Rフレイ

クともに貢岩製である。

F・C－21

B－3グリットのⅢ層を調査中に発見された。範囲は長径が0．42恥短径は0。38mである。出土層位

から続縄文時代初頭～前葉と考えられる。

F・C－22

A－3グリットのⅢ層より検出。フレイクとともにⅣ群a類土器が出土復元された。範囲は長径が

1．17恥　短径は0．57mである。隣接してB－13がある。

63は胴部から口綾部にむけすんなりと立ち上がる深鉢形土器である。底部は欠損している。口唇の断

面形状は三角である。文様は目線部に突瘡文と3条の沈線文，胴部には縦走縄文が施されている。色調

は外面は茶褐色　内面は黒褐色である。64◎65もⅣ群a類である。
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図Ⅲ－9　遺構出土遺物（3）

β64

5節　その他の遺構

S－1

B－4ダリット，Ⅱ層下面～Ⅲ層上面を調査中に発見された。石組の範囲は長径0．47m，短径0．39m

で，上位からは取り上げ可能な礫が5個，下位には茶褐色化し，脆くなった礫が2個検出された。石組

内には炭化物が出土しているが，焼土は検出されず，礫は熱を受けた痕跡は見られないため．用途は不

明である。遺物は出土していないが，時期は出土層位から続縄文時代初頭～前葉と考えられる。

C－1

F－4グリット，Ⅴ層上面を調査中に発見された。範囲は長径0．47m，短径0．36mである。炭化物は

細かい破片として散在している。F－6・7と同一層位であることから縄文時代後期中葉と考えられる。

遺物は出土していない。

小ピット（SP－1～14）

全部で12基検出されている。時期を特定できる遺物が出土していないが，その多くは近世～近代の所

産と考えられる。
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表Ⅲ－1　土壌一覧表

遺構名 tグリット 確認面 平面形 規　　　 模 時期 備　　　　　　　　 考

P － 1 E －4 ．5 Ⅱ　 層 楕 円 形 不明×0．83／0．20 Ⅳ b 東側は水道管埋設により消滅

P －2 C e D － 1 Ⅲ　 層 円　　 形 不明×0．48／0．22 Ⅳ

P －3 D － 4 Ⅱ上面 楕 円 形 0．70 ×0．51／0．06 V

P － 4 F － 4 Ⅱ　 層 楕 円 形 0．47 ×0．30／0．08 Ⅳ

P － 5 D －3 ・4 Ⅲ　 層 不　　 明 不明×上57／0．04 ′Ⅲ

P －6 B －4 Ⅳ　 層 長楕円形 0．74 ×不明／0．19 Ⅳ

P － 7 F － 3　e　4 Ⅳ　 層 長楕円形 上26×0．61／0．10 Ⅲ

P －10 A － 1 e　2 Ⅲ　 層 不　　 明 不明×不明／0．22 Ⅳ

P －11 A － 1 。2 Ⅱ　 層 不　　 明 不明×不明／0．13 V

P －12 A － 3 Ⅴ　 層 円　　 形 0．41 ×0．41／0．15 灰色砂を人為的に埋設

表Ⅲ－2　骨片集中範囲一覧表

遺構名 ダリット 確認薗 平面形 範　　　 囲 時期 備　　　　　　　　 考

B － 1 E －2 Ⅳ　 層 楕 円 形 1．40 ×0．79／0．05 Ⅲa 焼けて脆くなった礫を伴う

B －2 D － 1 Ⅳ　 層 不整円形 1．25 ×0．97／0．05 Ⅲa 割れた礫を伴う

B －3 E －4 Ⅲ　 層 不 整 形 2．10 ×1．61／0．05 Ⅳ 焼けた礫を伴う

B －4 E － 4 Ⅱ　 層 不 整 形 0．67 ×0．51／ Ⅳ

B － 5 D －2　e　3 Ⅳ　 層 円　　 形 上10 ×L O7／ Ⅲ a 焼けて脆くなった礫を伴う

B － 6 D －5 Ⅳ　 層 不整円形 上17 ×0．97／0．10 ！Ⅲ a 割れた礫，土器片多量に伴う

B － 7 D －4 Ⅳ　 層 不 整 形 上39 ×0．50／0．07 Ⅲ a 焼けた礫を伴う

B －8 A －4 Ⅱ　 層 不 整 形 0．43 ×0．19／0．06 Ⅳ 焼けた礫を伴う
！ B －iO i　 B －i ！Ⅲ　 層 不 整 形 1．72 ×0．79／0．05 】Ⅳ 石組ラ　廃土伴う。ヒエ種子検出。

B －11 A － 1 Ⅲ　 層 不 整 形 2．07 ×0．90／0．10 Ⅳ 焼土伴う

B －13 A － 3 Ⅱ　 層 不 整 形 L 68 ×1．02／0．04 Ⅳ 焼土伴う

B －14 A － 3 Ⅱ　 層 楕 円 形 0．94 ×0．67／0．05 Ⅳ

B －15 A －3 Ⅱ　 層 楕 円 形 0．55 ×0．32／ Ⅳ

表Ⅲ－3　焼土一覧表

遺構名 グリット 確認面 平面形 範　　　 囲 時期 備　　　　　　　　 考

F －1 B － 3 Ⅱ　 層 楕 円 形 0．57×0．47／0．10 Ⅳ P －8 を変更

F － 5 D － 5 Ⅳ　 層 不 整 形 L OO X O．65／0．08 Ⅲa

F － 6 F － 4 Ⅴ層下 楕 円 形 0．50 ×0．31／0．07 Ⅱb

F － 7 F －4 Ⅴ層下 楕 円 形 0．63×0．39／0．05 丑b

表Ⅲ－4　フレイクチップ集中範囲一覧表（1）

遺 構名 グ リッ ト 確 認面 平面 形 範　　　 囲 時期 備　　　　　　　　 考

F C － 1 E － 1 。2 Ⅱ　 層 1．04 ×0・．5 7 Ⅳ

F C － 2 E － 1 Ⅴ　 層 0．35 ×0．25

F C － 3 E － 4 Ⅱ　 層 0．78 ×0．47 Ⅳ

F C － 4 E 1 4　e　5 Ⅱ　 層 0．4 0×0．36 Ⅳ

F C － 5 D － 4 Ⅱ　 層 l 0．72×0．46 Ⅳ

F C － 6 D － 4 Ⅱ　 層 0．8 3×0．48 Ⅳ

F C － 7 D － 4 Ⅱ　 層 0．64 ×0．4 2 Ⅳ

F C － 8 C 。D － 4 Ⅱ　 層 0．30 ×0．12 Ⅳ

F C － 9 D － 5 Ⅱ　 層 0．52 ×0．3 7 Ⅳ

F C －10 E － 3 Ⅴ　 層 0．30 ×0．15

F C －12 B － 4 Ⅲ　 層 0．18 ×0．15 Ⅳ

F C －13 B ・C － 3 Ⅱ　 層 0．63 ×0．57 Ⅳ
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表Ⅲ－5　フレイクチップ集中範囲一覧表（2）

遺構 名 グ リッ ト 確 認面 平面 形 範　　　 囲 時期 備　　　　　　　　 考

F C －14 F － 4 Ⅲ　 層 1．30 ×0．79 IV

F C －15 D － 4

l

Ⅲ　 層

】 ！

0．51 ×0．32

】

Ⅳ

；
F C －16 D － 4 Ⅱ　 層 0．50 ×0．32 Ⅳ

F C －17 E　◎　F － 4 Ⅳ　 層 0．57×0．35 Ⅲ

F C －19 A － 4 Ⅱ　 層 0．2 7×0．16 Ⅳ

F C －20 B － 6 Ⅲ　 層 1．3 0×0．79 Ⅲ 土 器多量 に伴 う

F C …2 1 B － 3 Ⅱ　 層 0．4 2×0．38 Ⅳ

F C －22 A － 3 Ⅱ　 層 1．17×0．5 7 Ⅳ a Ⅳ群 a 類 の一 括土器 を伴 う

表Ⅲ－6　石組遺構一覧表

遺構名 グリット 確認面 平面形 範　　　 囲 時期 備　　　　　　　　 考

S － 1 B －4 Ⅲ　 層 0．48 ×0．39 Ⅲ

表Ⅲ－7　炭化物集中範囲一覧表

遺構名 グリット 確認面 平面形 規　　　 模 時期 備　　　　　　　　 考

C － 1 F －4 Ⅴ下面 0．47×0．36 Ⅱ

表Ⅲ－8　小ピット一覧表

遺構名 グリット 確認面 平面形 規　　　 模 時期 備　　　　　　　　 考

S P … 1 E －1 Ⅲ　 層 楕　円 形 0．20×0．18／0．13

I S P －2 E －4 Ⅲ　 層 楕　円 形 0．22×0．17／0．15

S P …3 E － 4 Ⅲ　 層 円　　 形 0．20 ×0．20／0．14

S P －4 E － 2 Ⅲ下面 円　　 形 0．10 ×0．11／0．06

S P －6 E － 3 Ⅲ　 層 円　　 形 0．17 ×0．17／0．17

S P …7 E － 3 Ⅲ　 層 円　　 形 0．18 ×0．17／0．23

S P … 8 E －3 Ⅲ　 層 円　　 形 0．19×0．19／0．20

S P － 9 F －2 Ⅳ　 層 円　　 形 0．26×0．25／0．21

S P －10 B －4 Ⅳ　 層 円　　 形 0．13×0．12／0．05

S P －11 D －4 Ⅲ　 層 楕　円 形 0．17不0．13／0．08

S P －12 A － 5 Ⅳ　 層 楕　円 形 0．19×0．17／0．33

S P －13 B － 3 Ⅲ　 層 円　　 形 0．15 ×0．14／0．10

S P －14 B … 1 Ⅲ　 層 楕 円 形 0．15 ×0．13／0．25
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「：i節　堂　　　器

第I群土器　縄文時代中期のもの。

1は撚糸圧痕の施された貼付帯のあるもの。2は竹管様工貝による押引文が施される。

3は底部から目線部に向けすんなり立ち上がる深鉢形土器である。目線は平縁で，口唇の断面形状は

丸みを帯びた角形を呈する。目線部にはOIの突瘡文が巡る。日綾部から胴上部にかけて斜行縄文が施

され，同じ原体の縄文が内面の目線部にも施される。色調は，内外面ともに黄褐色～茶褐色。

4は目線部に2条の条線文の施され，地文に縄文の施されたものである。5は撚糸文の施された胴部

破片，6は目線部が無文で胴部に撚糸文の施されたものである。

第Ⅲ群土器　縄文時代後期のもの。

a頬：後期前葉のものをまとめた。

7は入紐状の文様の施されたもの，8は内外面に幾何学的な文様が施されたものである。11には連続

したS字状の文様が描かれている。12は円弧状の文様が施されている。

臨頬：後期中葉のものをまとめた。

14は胴部がすんなりと立ち上がり，頚部が若干すぼみ，口綾部の開く深鉢形土器である。底部は欠損

している。口唇の断面は角形を呈する。目線には4つの山形目線で，口唇直下には幅のせまい縄文帯，

頚部には上位が沈線による連孤文，下位が横走沈線で区画された縄文帯がめぐる。胴部には円弧を上下

互い違いに組み合わせた文様が施されている。色調は内外面ともに茶褐色である。

15～18は，目線部の破片で16◎17は円形刺突文の巡るもの，18は横走沈線の巡るものである。19⑳20

は胴部の破片で，19は壷形土器と考えられる。

21は胴部から目線部に向け大きく開く深鉢形土器で目線は波状を呈する。底部は欠損している。口唇

の断面は角形で，刻みが口唇直下と胴部との境目に巡る。目線部は無文である。胴部はS字を基調とす

る入組文が措かれている。色調は内外面ともに褐色である。

22は小型の浅鉢形土器である。目線には山形の小突起があり，その中央に貫通孔がほどこされる。口

唇の断面形状は角形で刻みはここに巡らされる。目線部には縦位の沈線，胴部との境目には横走沈線が

3条巡る。胴部は無文である。底部は僅かに遺存するが形状がわかるほどは残っていない。色調は外面

が黒褐色，内面が茶褐色である。

23は小型の浅鉢形土器で，目線部が欠損する。頚部には沈線及び刻みが巡り，胴部には地文としての

縄文及び沈線文が施される。底部は僅かに揚げ底となる。色調は内外面ともに黄褐色である。

24は小型の筒形土器の頚部である。目線部と胴部以下は欠損している。文様は上部には刻みが横位に，

下位には縦位に施され，地文の施された部分を区画する。色調は内外面ともに黄褐色である。

25～32は口唇直下に刻みの巡るもので，25～28は1条，29～32は2条巡る。27は円形刺突文，29は斜

位の沈線が施される。30～32は地文が羽状縄文。33～35は刻みの巡る胴部の破片である。33は格子状の

文様，34は縦位と横位の沈線で，地文の施された場所と無文の場所を区画する。35は2条の刻みが巡る。

38～41は地文のみのものをまとめた。38◎39は斜行縄文，40◎41は羽状縄文である。

6頬：縄文時代後期後葉のものをまとめた。

42～44は沈線の措かれた口綾部の破片である。42◎43は円孤状に措かれた沈線の組み合わせによる文
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図Ⅳ－2　包含層出土土器（2）



様ですり消しによる無文帯を形成する。45～46は胴部の破片で沈線の施されたものである。

47～64は実感文の施されているものである。47～5鼠◎55～緋は桟走沈線を巡らしたのち撃　実感文のほ

どこしたもの。52～54⑳61◎63◎64は沈線は施されず9　地文の上から実瘡文を施している。62は外面か

ら刺実を施したのち，内面に形成された突瘡をならし9　外面の刺実には貼付瘡を付けヲ　刺実を隠したも

のである。65◎66は日録部に横走沈線が9　67⑳68は沈線により鋸歯状の文様を措く。6　◎閥は胴部の破

片で地文の上から幾何学的な文様が措かれている。

71は日録及び底部の欠損した壷形土器である。文様は肩部に閂弧状に施された沈線を基調とする文様

が措かれ，その部分のみ地文の縄文が施されている。色調は内外面ともに黄褐色である。

72は小型の浅鉢形土器である。口唇の断面は丸みをもっ。文様は目線部と底部に沈線に区画された縄

文帯が巡りタ　胴部には無文葦の中に連続した円弧文が措かれている。色調は外面が茶褐色　内面が黒褐

色である。73～75は地文に沈線文及び擦り消しを施したもの。

76は比較的小型の浅鉢形土器と考えられる。日録部及び底部は欠損している。頚部及び胴中部～下部

に文様帯が巡り，胴上部は無文帯となる。文様は地文には斜行縄文がほどこされタ　その上から頚部には

鋸歯状を基調とした沈線文や貼付癖，胴中部から下部には孤状を基調とした沈線文や貼付瘡がめぐる。

色調は内外面ともに黄褐色である。

77～80は貼付瘡の施されたもので，77は日録部9　78～80は胴部の破片である。関は貼付瘡の剥落した

跡が認められるものである。

第Ⅲ群量器　縄文時代晩期のもの

讃頸：晩期前葉のもの。

肇種：上の国式などに相当するもの

82～93は爪形文をもっもののうち9　爪形文の左側に“め　れ労の認められるものである。82◎83は実

感の上から爪形文を施しているものである。84⑳86は爪形文の間に沈線による文様を施しているもので，

84は×印に似た文様を連続して措いている。85は胴部に孤状を基調とした文様を描いている。88は2条

の沈線の上にタ　爪形文を施しているが，他に較べて大きくタ‘‘めくれ，，が右側にあることなど撃　若干異

なる。87は大き昌の貼付癖を施しているものである。

94～107は爪形文ないし刺案文が2段巡るものである。地文は斜行縄文を施したものが多い。

94は日録部がすんなり立ち上がる深鉢形土器で底部は欠損している。目線には斜め方向の刻みが巡り，

そのため小さな波状目線となる。口唇の断面形状は丸みをもっ。日録部は丸棒状工員による斜めからの

刺実による爪形文を2列施している。地文は斜行縄文である。色調は内外面ともに黒褐色～黄褐色であ

る。

95は胴部から目線部にむけ直線的に開く深鉢形土器である。底部は欠損している。目線には2線の山

形小突起が8対めぐり，口唇の断面形状は角形となる。口綾部に爪形文が2段施されている。地文は斜

行縄文である。色謁は外面は茶褐色，内面は褐色である。

96は94と同様の器形をもっ深鉢形土器で底部は欠損している。口唇の断面形状は外削ぎ気味の角形で，

94と同様斜め方向の刻みにより小さな波状目線を形作る。文様は角棒の先端による上からの刺実による

爪形文を2段施している。胴部は斜行縄文である。色調は内外面ともに灰褐色である。

97の爪形文は角棒の先隠　99⑳101は棒状工貝で刻線を施すように刻む。103は細い棒状工員による列

点文汎105◎106は角棒状工具による押引文帆100は先端が丸みをもっ工具の刺実による爪形文と考

えられる。107は‘‘めくれ’’が認められるものであるが前掲したものと違い，方向がまちまちであるな

ど規則性がない。

108～123は3段の爪形文の巡るものである。地文は縦走縄文が大半を占める。
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108は胴部から打線部に向けすんなりと立ち上がる深鉢形土器で撃　底部は欠損する。汀線には斜め方

向の刻みが施され撃　小さな波状打線を形作る。口唇の断面形状は角形である。地文は縦走縄文を施して

いる。色調は外面が黄褐色，内面が灰黄褐色である。

用は胴部から打線部に向け立ち上がる深鉢形土器でラ　底部は欠損する。m唇の断面形状は丸みを持

つ角形である。打線は平縁であるが，連続した4個の刻みが6箇所施される。胴部は縦走縄文を施して

いる。色調は外面が褐色，内面が黒褐色で煤が付着している。

110の爪形文は角棒状工員による斜め方向9　m　は先端が丸みを持っ工員による刺実学　は3ほ丸棒状工

員による横方向の刺実による爪形文が施される。Ⅲ2の地文は斜行縄文である。

1Ⅲは胴部から描線部に向け椀状に立ち上がる深鉢形土器である。目線には正面に3個9　側面に1個

の山形小突起が施される。日南の断面形状は角形を呈する。胴部には縦走縄文が施される。色調は外面

が茶褐色夕　内面が黒褐色である。1蟻は細い丸棒状工員による上方向撃　は9ば横方向の刺窯による爪形文

である。

ほ　ほ底部が張り出し胴部から描線部に向け椀状に立ち上がる深鉢形土器である。上半分と下半分は

接合しないためラ　図上で推定復元をした。口唇の断面形状は三角形を呈し9　m縁には2個の山形小突起

が認められる。文様はロ嫁部に山形小突起のあるところには4段，それ以外のところでは3段の爪形文

が巡る。胴部は縦走縄文である。底部には2条の構走沈線が巡る。色調は外面が褐色9　内面が窯褐色で

ある。

は　は胴部が大き　張　出して描線部が東っ直立ち上がる器形である。底部は欠損している。描線に

・′・＼′・ノ、′、′、：′言．′・′′＼ノ＼′　∴、′ノ　言こ＼ご　言一　′、　′二　　一＼ノ・、∴．ニ′ノ．、八方′、：・∴　ノ　　　ノ　．

縦走縄文を帯状に施す。色調は外面が黄褐色～褐色ラ　内面が黄褐色である。は　は地文に斜行縄文が施

されている。〕

且24～臓　◎臓　は爪形文が　段巡るものである。地文は相を除き　全て縦走縄文である。

は　ば胴部から描線部に向け9　比較的直線的に開　深鉢形土器である。底部は欠損している。m唇の

断面形状は丸みを持っ。打線には斜め方向の刻みが巡り，それにより細かい波状打線を形ずくる。狩唇

の断面形状は丸みをもっ。色調は外面が褐色タ．内面が暗褐色である。

125は目線の一部が波状となっているものである。

127は胴部から描線部に向けすんなりと立ち上がる深鉢形土器でタ　ロ唇の断面形状は角形を呈する。

打線には且24同様，斜め方向の刻みが施され，細かな波状日録を形作る。色調は外面が褐色9　内面が黄

褐色である。130は地文が斜行縄文のもの。131は日録に小突起の施されているもので9　突起には且段の

爪形文が施されるため突起のある部分だけ5段となる。134　は太い角棒状工異により横位の押引文ふう

に施される。

132⑳且33は5段の爪形文が施されたもの。132の口唇には斜め方向の刻みが巡るが撃　部分により刻み

の向きを変える。

135～139は目線部の文様が爪形文と横走沈線によるものである。

135は胴部からロ綾部に向け内湾し立ち上がる深鉢形土器である。口唇の断面形状は丸みを持っ。描

線には2組1対の山形小突起が4箇所巡る。文様は山形突起下には沈線による曲線，日録部には3本の

構走沈線の上下に2段の爪形文が巡る。胴部には縦走縄文が施されている。色調は外面は褐色～黒褐色

内面は灰褐色～黄褐色を呈する。

136は爪形文に挟まれて3本，138は爪形文下に2本，137は爪形文を挟んで4本の構走沈線が巡る。

136◎139は上位には縦位，下位には横位の爪形文が施されている。

140～144は底部の資料である。140は浅鉢形土器の底部である。1射～143は台状となっているもので

ある。1姐は3段，142は2段の爪形文，143は2段の爪形文と2条の桟走沈線が施される。
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図Ⅳ－6　包含層出土土器（6）
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145～178は沈線文と爪形文の組み合わせによりタ　幾何学的な文様の展開するものである。

Ⅲは胴部の張　出す小型の浅鉢形土器である。打線には2個1線の小突起が6対巡る。口唇の断面

形状は角形を呈する。器面の文様は口唇から底部付近まで爪形文と構走沈線が交互に施され讐　その中間

には1対の小突起下に一つずつ“6㌧の学に似た文様が措かれている。内外面ともにきれいに調整され

ている。色調は外面が褐色夕　内面が黄褐色である。

1頼ま注目土器の注目部である。文様は沈線に挟まれた爪形文のほか9　貼付癖が施されている。色調

は内外面ともに褐色である。

147～1抽まロ綾部に横走沈線と爪形文のみの組み合せのものである。149⑳蟻は丸棒状工具による斜
、モ

めからの刺実による。151⑳152は刻み昌の上位に貼付瘡が施されているもの。154は2段の刻み目には

さまれて連続した山形文が施されたものである。鼠61～且64は沈線に挟まれた爪形文により直線以外の様々

な文様を施すもの。164◎165は胴部の破片でラ165には刻みの施された貼付癖が巡る。166⑳168◎173～

176◎177◎178は桟走沈線や幾何学的な文様の間に爪形文を充填したものである。

179～184は器面や文様の区画内において小刻みの刺実を施しているものである。

膵　は小型の浅鉢形土器である。口唇の断面形状は角形を室しする。ロ嫁は細かい波状目線となって

いる。器面には6段の列点文が巡る。底部は平底と考えられる。色調は内外面ともに褐色せある。

相は区画文で括ったその外側を刺実で充填している。

相は底部の丸い浅鉢形土器で　目線部は欠損する。頚部には構走沈線が数条巡娠　幅の狭い胴部に

は列点文が1段施されている。丸底の底部には同心円を基調とする沈線が措かれ9　その間を刺突文が充

填する。色調は内外面ともに褐色である。

183は胴部の張り出す深鉢形土器と考えられるが，打線部と底部が欠損しているものである。八′一郎①廿士姜／ヰ

頚部に列点文が2段巡軋　胴部には工学文ふ　の区画内に列点文が且段施される。色調は外面が黒褐色

内面が褐色である。184は2本の桟走沈線や9　2本鼠組の垂下する沈線で区画し撃　その中を刺案文で充

填している。

且85◎186は沈線を基調とした文様であるが一部に刺窯も施されている。187～192は沈線文の施された

もでラ191は深い沈線を刻み孤状の文様を貼付文のように浮かび上がらせている。193はボタン状の貼付

文の施されたものである。

194は底部の欠損した深鋳型土器である。日録には刻みのある小突起が4個巡る。口唇の断面形状は

丸みをもっ。文様は打線部に4条の構走沈線が巡るのみである。色調は内外面ともに暗褐色である。195

は突起部に穿孔が施されたものである。

19～釣　は地文のみのものである。

198は胴部からロ綾部に向けすんなりと開く深鉢型土器である。底部は欠損している。口唇には斜め

方向の刻みが巡り，細かな波状日録となっている。口唇の断面形状は角形を呈する。地文は縦走縄文が

施される。色調は外面が黄褐色～褐色，内面は黄褐色である。

197◎199～203も細かな波状目線を呈するものである。199⑳202の日録は内面と外面から交互に押し

つけるようなやり方で波状目線を作出している。

204は胴上部から打線部にむけ直線的に立ち上がる深鉢形土器である。ロ縁には斜め方向の刻みがめ

ぐり9　細かな波状日録を形作る。口唇は丸みをもっ。地文は斜行縄文である。色調は外面が褐色～茶褐

色　内面が褐色である。205⑳207は口唇に刻みの巡るもので，205は刻みの向きを変えて施す。

208は底部の欠損した浅鉢形土器である。ロ縁には頂部に刻みをもっ2基1線の小突起が，6ヶ所施

されている。口唇の断面形状は丸みをもっ。文様は斜行縄文が施されている。色調は外面が褐色　内面

が茶褐色である。

210は底部の欠損した深鉢形土器である。日録は刻みがあるほかは平縁で箆状の工員による押圧によ
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図Ⅳ－9　包含層出土土器（9）

甘

一r＝謹更Jdだ頭部－
‾≡ここ＿，rl＿＿rニー±＿二一！ニ＿±▼く

知耶欄酎b
疎軋単磨‘嘘お耳車由一I

鞠　　馳一

競宗論漕恐‰
噸観閲首；

三強義
翫鬼馳m

慧卵野酎

鐙

瑠璃押野′
槌背離滝野

事由ル勲員少

165

篭讐旗騙迫
．▲Jお■人員■．ふ．餌．



霊還忠志悪霊．！′

J鮎‘－囁

脚瀕脇‾句梯∬

さ‘．一一一・・

彿ぷ怨麗 1茫；：：＝：＝ワワ現法

頑誌姦感録転
ー恥一棚伽．．1山一・叫
．3㌢湖も雲も血■ゞ脇も

173　棚減裾膵統御－
l

J．．ノ‘、∵譜野－

174

馳1應訂T‾
チ二㌢．二一

誓追認芯腸調廊昭帯川門別壇取融机瑞Ⅷtd

云．．7：：：

響

領

冊∵「、：ニここ∴‘デ

図Ⅳ－10　包含層出土土器（10）

43



こ・‥・’’’‾195

‘覇腰．・‘’・．I．’＿葺▼‾．－、‾

概略細猫紀コ抵

202

旬1・ニ哉独和粕＼・1・－∴・コし、、二・ご・・Ⅰ・へ・・・・

鞠卿掛率鰐

44

図Ⅳ－11包含層出土土器（11）



り平縁を作出している。口唇の断面形状は角形を呈する。文様は斜行縄文が施される。色調は外面は暗

褐色ラ　内面が灰褐色である。

釣　は胴部から目線部に向けすんなりと立ち上がる深鉢形土器である。底部は欠損している。日録に

は刻みのある小突起が認められ辛　口線上には一部に縄文が施されている。沼南の断面形状は丸みを帯び

た角形である。文様は縦走縄文である。色調は外面が褐色夕　内面が黒褐色を呈する。

213は胴部から底部にかけてのものでタ　底部は揚げ底である。飢4は胴部のみのものである。

215～221は無文のものである。

釣　は小型の浅鉢形土器である。底部は欠損している。日録には刻みが巡り9　日唇の断面形状は丸み

を持っ。色調は内外面ともに黄褐色である。

釣　は椀状を呈する浅鉢形土器である。打線には小突起のかけ落ちたあとがあるがラ　その他の部分は

平嫁である。打落の断面形状は角形を呈する。底部は揚げ底であるが9　底部が欠損している。

色調は内外面ともに黄褐色である。

飢7ほ胴部から描線部にむけ大きく開く浅鉢形土器である。描線には4個の刻みをもっ山形小突起が

巡らされている。口唇の断面形状は角形を呈する。底部は揚げ底である。色調は外面が灰褐色夕　内面が

黄褐色である。

飢　は胴部から打線部にむけ　直線的に立ち上がる深鉢形土器である。胴下部以下は欠損している。

四線には細かな波状打線が巡る。招唇の断面形状は丸みを持っ。色調は内外面ともに茶褐色。

飢　は大型の深鉢形土器で　描線は細かな波状打線　底部は揚げ底である。沼南の断面形状は丸みを

捧っ。色調は外面が褐色予　内面は黄褐色である。

霊　は比較的小型の深鉢形土器である。描線には小突起が且基施されラ　その他の場所には指による押

圧が巡り僅かに波状となる。打唇の断面形状は鋭い三角を呈する。底部は僅かに揚げ底である。色調は

内外面ともに黒褐色～褐色である。2釣は打線部の破片でⅢ唇に刻みが巡る。

′・＿　′、′l・∴、・一。∴∴　J′∴）、′．

222は胴下部と底部の欠損した深鉢形土器である。打線は緩やかな波状を墨し菅　田唇の断面形状は丸

みを持っ。文様は沈線によるもので学　描線部には弧や三角を施しラ　胴部には桟走沈線や破線を巡らす。

色調は内外面ともに黒褐色である。223～228は沈線による文様の措かれているもので9　223は閏弧状普

226～228は三角形を基調とした文様が描かれている。

229は目線部の欠損した浅鉢形土器で9　底部は揚げ底である。文様は2条の構走沈線と三叉様の文様

を施す。器面の調整は内外面ともに極めで良い。色調は内外面ともに黄褐色である。

230は注目土器の注目部である。

231は丸底の浅鉢形土器である。m縁は平縁でロ唇の断面形状は丸みをもっ。文様は横走沈線文を数

段施し普　その間に‘ハ野　の字を連続した文様　楕円形を基調とした文様を施し撃　底部には渦巻き状の文

様が4個施される。色調は内外面ともに褐色である。

232～235◎237にも三叉状の文様が措かれている。238⑳鋼　は精製土器で9　238は注田土器の胴下部と

考えられる。2姐は沈線の下位に細かな斜行縄文の施されたもので精製土器の可能性がある。

244は小型の壷型土器である。日録は平縁撃　口唇の断面形状は角形である。器面全体に刻みが施さたき

精製土器と考えられるが文様は施されていない。底部は丸底に近い。色調は外面が赤褐色～黒褐色学　内

面が褐色である。245◎246も精製土器の可能性がある無文土器の破片である。246には焼成後に付けら

れた刻線が鋸歯状に刻まれている。

〃5



一・．′・．

＿相対一r一一一一／一

46

謬

二二≡

図Ⅳ－12　包含層出土土器（12）



腰塑攣酢鮮
鞠嘩箪華麗堀野

；一嘲ミ圭
、．・ご！軍票軒

．1品も．

訝

⑳ ・’：二；．

カ
235

図Ⅳ－13　包含層出土土器（13）

47



随頬：晩期後葉のもの

247～249がこれに属する。ともに横走沈線を基本としたモチーフである。

249は胴部が僅かに張り出す深鉢形土器である。胴下部から底部にかけて欠損している。口唇の断面

形状は三角である。目線には1箇所凹んだ部分が認められる。日録部の文様は横走洗練　地文は斜行縄

文である。色調は内外面ともに褐色である。

第Ⅳ群土器　続縄文時代のもの。

遜頸：青苗B式，兜野式9　大狩部式夕　東歌別式などに相当するもの。

瑠種：地文が斜行もしくは縦走縄文のみのもの。

250は胴部から打線部にむけラ　直線的に立ち上がる深鉢形土器である。底部は欠損している。打線は

中央に大きな刻みをもっ山形の小突起が4基施される。小突起上は大きな刻みにより磯部が二つに分か

れてお娠　それぞれ頂部にはさらに小さな刻みが施される。文様は日録部には小突起下に4本の縦方向

の沈線が施され9　胴部との境目には3条の沈線が巡る。胴部は縦走縄文が施される。色調は黒褐色～褐

色9　内面は褐色である。

251は底部が張り出し9　胴上部から打線部にむけ直線的に立ち上がる深鉢形土器である。打線は僅か

に波状を呈する。に了唇の断面形状は三角である。文様は打線部に4条の構走沈線が施されるが，上部の

2条は普　波頂部で切れて縦向きになる。胴部は縦走縄文が施される。底部は揚げ底である。色調は外面

は褐色～黒褐色，内面は黒褐色である。

252は胴部が僅かに張り出す深鉢形土器でラ　胴下部以下は欠損する。折線には山形の小突起がある。

持唇の断面形状は三角である。文様は折線部には学　業起下に縦方向の列点文とそれを左右に挟む縦方向

の沈線が施され暫　胴部との境目には3条の沈線が巡る。なおラ　列点文と沈線は同一工員による施文と考

えられる。胴部には縦走縄文が施されている。色調は外面が黒褐色～赤褐色撃　内面が窯褐色である。

告は小型の浅鉢形土器である。打線は僅かに波状を呈する。持唇の断面形状は丸みを持っ。文様は

上部から4条の構走沈線撃　列点文9　2条の波状の沈線が施される。地文は横達する縄文が施される。底

部は僅かに揚げ底である。色調は外面が黄褐色～褐色讐　内面が褐色である。

254は胴部が若干膨らみロ縁部の外反する深鉢形土器である。打線は僅かに波状を呈する。口唇の断

面形状は丸みをもっ。頚部には2条の構走沈線に挟まれた無文帯がめぐる。地文は構達する縄文である。

底部は僅かに揚げ底となる。色調は外面は黒褐色ラ　内面は黒褐色～茶褐色である。

255は胴部が張り出し学　田縁部の開く深鉢形土器である。胴下部以下は欠損している。目線には山形

の小突起が施される。持唇の断面形状は角形を呈する。文様はタ　ロ縁部には上から4条の横走沈線9　2

条の破線上の沈線9　且条の横走沈線が巡る。胴部には撚糸文風の縄文が施される。色調は外面が暗褐色

内面が黒褐色である。

256は胴部の膨らむ深鉢型土器でタ　胴下部以下は欠損する。打線は平縁で口唇には縄線文が巡る。打

線部は上部に無文帯，下部に沈線が3条めぐる。このラ　無文帯は沈線を施したものと同じ工員によって

整形されたものと考えられる。なおラ　無文帯の一部には縄線文がかすかに残っており9　前に施されてい

た縄線文を擦り消して無文帯としたものと考えられる。胴部には縦走縄文が施されている。色調は外面

が茶褐色，内面は黒褐色である。

257は胴部が僅かに膨らむ深鉢形土器である。目線は平縁，口唇の断面形状は三角である。目線部は

無文で口綾部と胴部との境目には沈線が巡る。胴部は縦走縄文が施されている。底部は平底である。色

調は内外面ともに茶褐色を呈する。

258は無文帯の下位に2条の横走沈線に挟まれた列点文の巡るものである。259も日録部に無文帯が形

成されているもので9　無文帯の上位には1条学　下位には2条の横走沈線がめぐる。260は波状日録となっ

4g
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ているものであり，波頂部には刻みが施される。261は壷形土器の頚部と考えられる破片である。262は

無文帯と地文の斜行縄文のみのものである。

263は胴部が若干張り出す深鉢形土器である。巨首線は平縁と考えられるが一部内面からの押泰により

凹んだ部分がある。口唇の断面形状は三角を呈する。文様は目線部に2条の沈線文が巡る。胴部は撚り

戻しの原体による縦走縄文が施される。底部は僅かに揚げ底である。色調は外面が暗褐色であり内面は

暗褐色9　底は黄褐色である。

264は胴部が開き日録部が垂直に立ち上がる深鉢形土器である。日録は平鼠　口唇の断面形状は丸み

を持っ。文様は目線部に4条の構走沈線が巡り，胴部には，縦走縄文が施される。底部は僅かに丸みを

もち，若干バランスが悪い。色調は内外面ともに茶褐色である。

266～274は横走沈線の施された打線部破片で9　266～268は2免　269は3免　270は4条9　272は5条

の沈線が巡る。373～375は間隔を開けて横走沈線が巡るものである。2勘には日録に　個　組の山形の

小突起が施されている。

2閥は打線部が真っ直立ち上がる深鉢形土器である。胴部以下は欠損している。打線は僅かに波状を

呈する。口唇の断面形状は角形を呈する。目線部には幅の狭い無文帯が2免　細い沈線が4条交互に巡

らされ9　その間の部分が隆起葦様を呈している。地文は縦走縄文が施される。色調は外面は茶褐色～褐

色，内面は灰褐色である。2帯は打線部に　条の幅の狭い無文葦が施されているものである。

279はロ綾部の欠損した小型の深鉢形土器である。僅かにのこる目線部には構走沈線が数条めぐる。

胴部には縦走縄文が施される。底部は平底である。色調は外面が黄褐色～暗褐色。内面は褐色～黒褐色

である。

280～293は縄線文の施されたものである。

280は比較的小型の深鉢形土器である。打線は平緩撃　口唇の断面形状は丸みを持っ。描線部には1条

の縄線文が巡る。地文は縦走縄文である。底部は平底を呈する。色調は外面は褐色～茶褐色9　内面は黒

褐色で底は黄褐色である。

28且～283は打線部の破片で縄線文が且条巡るものである。

284は胴部が開き，打線部が若干内湾したちあがる深鉢形土器である。打線は僅かに波状を呈する。

口唇の断面形状は三角を呈する。ロ縁部には縄線文が2条巡る。地文は縦走縄文である。内面には目線

部に横方向の調整痕が残る。

286～290◎293は縄線文が2条認められるものである。286◎289は縄線文の上位が無文葦であるもの9

290は2条の縄線文の下位に段が巡るものである。

292は胴部から打線部に向けタ　すんなりと立ち上がる深鉢形土器である。底部は欠損している。目線

は平縁で，ロ唇の断面形状は角形を呈する。打線部には3条の縄線文が巡りラ　胴部には斜行縄文が施さ

れている。色調は外面は褐色9　内面が黄褐色である。

294～322は0Iの実感文の施されたものである。地文は縦走縄文と斜行縄文がある。

294は胴部が大きく張り出した整形土器である。目線は細かな波状を呈し9　日唇は丸みをもっ。文様

は打線部には実癖文が9　胴部には9　3条の横走沈線や波状の沈線文，破線と横走沈線との組み合わせに

よるモチーフが措かれる。地文は縦走縄文である。底部は揚げ底である。色調は内外面ともに茶褐色で

ある。

295は突瘡文の下位に弧線文が措かれているもの。296には斜位の沈線が措かれている。

297は胴部から目線部に向けすんなりと立ち上がる深鉢形土器である。目線には刻みを持っ山形の小

突起が2つ並んで施される。口唇の断面形状は角形である。底部は欠損している。目線部には太い棒状

工異により9　2本の横走沈線を施し，正面近くで2本の沈線を繋げて工学文ふうに措く。実感文は沈線

を施したものと同じ工異により，沈線の上から施される。胴部には縦走縄文を施している。色調は内外

5β
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薗ともに褐色である。

、・、）、了、∴∴∴、「、ノ∴′・！．・ノ′‾、．　　ノ　言　ノノ、√・′く′′、＿　′ノ　、．′　」＼し′、′　言′、♪　′　′一

つ。描線部には　条の無文帯と　条の構走沈線が巡る。上位の無文帯には実感文が施されている。地文

は縦走縄文である。色調は外面が黄褐色予　内面が黄褐色～黒褐色である。

′－（、′はく誉‥、ノ∴∵∵予′、、ノ．∴　こ／・、・′、‥言‾　∴ら　、ノ∴　′、∴二、．∴　二言ユ

上工：‘．、′′・へい．圭、㍉∴・ノ′′　＼′了　′ノ六′′・＼昌．／‾‾、‾　′ノ．、′．、し＿J、ノ．ノ一・一一．′ぐ′、l・、．「　∴′、

J

している。描線は平嫁で学　田唇の断面形状は丸みを持っ。描線部には窯瘡文が巡り撃　その下位には実感

文を施したものと同様の工員で撃　3条の構走放線が施される。地文は縦走縄文である。なおタ　始まは他

二　ノ、、．、＼．　′・　　　　；′＼′　∴　′′．ノ、ノ、．′　∴、、㍉′＼㍉ノ言二

鋼は胴部が若辛張　出し　描線部が僅かに外廃する深鉢形土器と考えられる。胴中部以下は欠損し

ている。描線は平線で沼南の断面形状は内削ぎぎみの角形を呈する。描線部には　条の構走沈線が巡凱

㍉・ノ．＼∴ノ′′ノ：′ニ　　∴′・．．′・∴‘∴′．：）′∴・′上∴′潤．C′、「．ら　′＿J∵・、つノ．、．．　′’．′，∴

二‘：　－′′∴、ハ∴／二言、′・：∴′J　′　′．ンノ′′∴′．．′・′

鋼は構走洗練が　条ずつ間隔をあげて施されているもので　最上部の沈線上には実感文の替わ鋸こ

＿、．∴、ノ。、′　　　′ノ、′、　′、工了∴′‥、．く、．．′、ノこノ．、　∴－‾′′：‘ノ　、′′、．．′・．言　ぐノ・′一．

′　∴、∴ノ　　ー、′．‘土′．′　　ノノ、′ノ．こ　：　、∴　ノ、ノ′∴．一　　一　　　、、．‥、．．′こ　、

は描線に太い刻みが巡る。別　は櫨達する縄文の施されたもので　描唇には刻みが巡る。飢～黒　は縦

′　く　ノ、．′、／′　　′、　′、′　・、′　∴！、′∴′　　′　′　′J′．つ′　：′一　′．、′、　′　　　　　　　　．　　－

な波状描線が形成されている。

ニ′：′′、三三．、‾　′′、ニ　′′　こ　′．．　′　′　．′・　‾！　－、′、′　′　ノ‥　′′、、一′　、．、

、・・ノ。　　′　　　　・、　　　　、′　　ノ　　′／、　．・・′　二　′　　　∴．　∴，一、　　　　　′ニ　　　　了　　　′、

リ、　′′　へ′′、．・y　　　、　・・＼・′、、　：・・′′　．　　　′こ　／く、′、　　ノ　ー′　　　　′，∴　ノ．ノ．、一′ノ、′

を施し　その下部にはも　洗練で品格閏形の文様を　段　工学文ふ　に施し　胴部には　条の桟遠沈線を

巡らす。地文は斜行縄文が施されているが　胴下部の縄文は若干縦走する。色調は外面は茶褐色～明黄

′・′　・・・′　　一㌧／′′　　′了　・．′′㍉

訳は描線部に沈線で長橋閏形を施し　その上下に構走洗練を描いている。訳は窯癖文の下部に上下

各　条の構走沈線に挟まれた　本の平行沈線による鋸歯状の文様が描かれている。訳　は横走沈線と斜

め方向の沈線が数条施される。

訳は胴部から描線部にかけてすんなりと立ち上がる深鉢形土器である。描線は平縁であり撃　口唇の

断面形状は三角である。描線部は実感文のほかタ　条の沈線が巡る。その　ち　条は実感文の施文後に

施されて駆る。地文は縦走縄文である。色調紐外面が黄褐色　内面が灰褐色である。

3邦～3割も　条の構遠沈線文の巡るものであるが撃　これらは全て実感文の下位に施されたもの。

器は胴部が開きロ嫁部が直線的に立ち上がる深鉢形土器である。胴下部以下は欠損している。描線

には刻みが巡る。田唇の断面形状は内削ぎ状の角形である。描線部には窯痩文の下位に　条の構走沈線

が巡る。色調は外面が褐色撃　内面が黄褐色淘黒褐色である。

3鋼は　条の桟走沈線と幅の狭い無文帯の巡るものである。実感文は上位の無文帯の施文後に施され

ている。

器は胴部が張　出し　描線部の外廃する深鉢形土器である。胴下部以下は欠損する。描線は細かい

波状を呈しタ　ロ唇は丸みをもっ。描線部は無文帯を形成し，そこに実感文が施される。胴部との境目に

は4条の桟道沈線が巡る。胴部には撚り戻し原体による縄文が横方向に施されている。色調は外面は褐

色～暗褐色学　内面は褐色である。

335は無文帯を挟んで上下3条ずっの横走沈線が巡るものである。最上位の沈線は実感文の上から突
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癖の下半分を潰して巡る。

337は広い目線部文様葦をもっもので9　日唇直下には斜め方向の縄文の施された縄文帯が巡り，その

下位には実感文学胴部との境目には4条の桟走沈線が巡る○地文は縦走縄文である。338は縄線文が2

条巡るもの。

339～355はIOの実感文と地文のみのものである。

341は胴部が張り出し9　日縁部がわずかに内傾する深鉢型土器である。底部は欠損している。目線は

僅かに波状を呈し9　口唇の断面形状は丸みをもっ○他の土器と較べ厚さがある。日録部には実感文が巡

る。地文は斜行縄文が施される。色調は外面が黄褐色　内面が灰黄褐色である。

342～弘は斜行縄文の施されたものである。344は打線部の文様は斜行であるがラ胴部に向かうにつ

れ縦走する。

347は日録部が直線的に立ち上がる探鉢形土器である○胴下部以下は欠損している。日録は細かな波

状を呈し，口唇の断面形状は丸みをもっ。打線部には突瘡文が施され，地文は縦走縄文である。色調は

外面が黄褐色　内面が茶褐色である。

3抽ま胴部が僅かに膨らむ深鉢型土器である○胴下部以下は欠損している。打線は僅かに波状を呈し学

田唇の断面形状は内削ぎ気味の角形である。打線部には実感文が巡軋地文は撚糸文ふうの縄文が施さ

れる。色調は外面は黄褐色～茶褐色9　内面は黒褐色である。

345⑳346⑳350～355は縦走縄文の施されたものである。351～353は打線部が無文帯である。352は無

文帯が段状にくびれており，口唇に斜め方向からの刻みが施されている。

356は胴部が大きく張り出し9　日綾部が僅かに外反する深鉢型土器である。描線融田かな波状を呈し9

m唇の断面形状は丸みをもっ。文様は描線部に施された鋸の突癖文のみでヲあとは無文である。器形

や日録の形状は298と似る。色調は外面は暗褐色撃内面は黒褐色で9炭化物が多量に付着する。

357～372は地文のみのものである。

357は胴部から口縁部に向けタ内湾し立ち上がる深鉢形土器でヲ底部は欠損している。打線は僅かに

波状を呈するが意図的であるかば定かではない。口唇の断面形状は丸みをもっ。［コ縁部には凹帯が巡り9

その部分を含む打線部は地文が磨消されている○地文は斜行縄文○色調は外面が灰褐色～褐色内面は

褐色で一部黒褐色である。

358は小型の壷形土器である。日録は平縁であり9　日唇の断面形状は外削ぎ状の角形を呈する。肩部

には貫通孔の施された貼付瘡がある。地文は付加条の原体による斜行縄文が施されている。底部は僅か

に揚げ底である。色調は内外面ともに赤褐色。

359は胴部からロ綾部に向け，直線的に立ち上がる深鉢形土器である。胴下部以下は欠損している。

打線は平縁で口唇の断面形状は三角である。色調は内外面ともに褐色である。

360は斜行縄文の施されたものである。器厚があり，傾きや始ま等が3姐に似る。361は口唇直下のみ

縄文が施され，あとは無文となる。

362は胴部が僅かに膨らむ小型の深鉢形土器である〇日縁は平鼠　口唇の断面形状は三角である。

目線部は無文でありタ胴部には僅かに斜行ないし横達する縄文が認められる。

363は胴部が僅かに張り出す小型の深鉢形土器である。目線は僅かに波状となるが意図的であるかば

不明9　口唇の断面形状は三角である。日録部には横方向の整形痕がのこる。胴部には横走する縄文が施

されている。色調は外面が黒褐色～茶褐色　内面は黒褐色で底部のみ黄褐色である。

366は胴部が僅かに張り出し，日録部が開く深鉢形土器で，胴下部から底部にかけて欠損している。

ロ縁は僅かに波状となり，口唇の断面形状は丸みをもっ。目線部は斜鑑胴部には縦位の撚糸文ふうの

縄文を施す。色調は外面が褐色　内面が黄褐色である。

367は胴部の張り出す深鉢形土器である。目線は細かな波状を呈し，ロ唇の断面形状は三角である。
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地文は縦走縄文。色調は外面は茶褐色　内面は黒褐色である。

368はほ胴部の僅かに張り出す深鉢形土器と考えられる。胴中部以下は欠損している。打線は緩やか

な波状となり，口唇の断面形状は丸みをもっ。文様は撚糸文ふうの縄文が施されている。色調は外面が

黒褐色9　内面が褐色である。

369は胴部が張り出し，打線部の外反する深鋳型土器である。打線は平縁で9　m唇の断面形状は三角

である。打線部は無文帯であり9　胴部には撚糸文が施されている。底部は平底である。色調は外面が黄

褐色で底部を中心に茶褐色　内面は底が黄褐色である他は黒褐色である。

370も地文が撚糸文のものである。371◎372には縦走縄文が施されている。

翌種：地文に音縄文を伴うもの。

373は胴部が僅かに膨らむ深鉢形土器である。胴下部以下は欠損している。打線は僅かに波状を呈す

る。甘告の断面形状は角形を呈する。描線部は無文であり，胴部との境目には1条の沈線が巡る。胴部

には縦位の帯縄文が施されている。色調は外面が黄褐色　内面が茶褐色である。

欝は胴部が張り出し9　打線部が若干内傾する深鉢形土器である。底部は欠損している。描線は一部

内面から指で押圧したと考えられる凹みがあ勘　打線の接合破片が少ないため息ヶ所しか認められない

が学　田縁を巡るものと考えられる。m唇の断面形状は三角である。描線部には桟走の帯縄文が巡り撃胴

部との境目には且条の桟走沈線が施される。胴部には翻亀文が施されラ　胴上部にはその上から構達する

帯縄文を1条巡らす。色調は外面が暗灰褐色鞠黄褐色　内面は黄褐色である。

375～382は沈線文の施こされたものである。3関は肩部から胴部にかけて工学文ふうの文様が施され

る。380には鋸歯状の文様が認められる。382は列点文と縄線文の巡るものである。

383は胴部と目線部との境目に2本の縄線文に挟まれた無文帯が9　384は打線軌　385は胴部とロ綾部

の境目に1本の縄線文が巡る。

386～395は実感文の施されたもの。38　の罰はの　の実感の認められるもので学　386は帯縄文に挟ま

れた無文乳　387は帯縄文の上位の無文帯に実感文を施す。

389～395はIOの実感文の巡るものである。

388は内面からの刺実を密に施しているが実感はあまり明瞭でない。

389は胴部以下の欠損したものであるが深鉢形土器と考えられる。目線は太い棒状工員により斜め方

向の刻みが施される。口唇の断面形状は丸みをもっ。打線部には太い桟達する帯縄文が施した後，実感

文を巡らしている。胴部には縦走する帯縄文を施した胤　構達する帯縄文を施す。色調は内外面ともに

灰褐色である。

396～421は地文のみのものである。

396は胴部が膨らみ9　日綾部の外反する探鉢形土器である。胴下部以下は欠損している。打線は緩や

かな波状を呈し，口唇の断面形状は丸みをもっ。打線部には斜行縄文普　胴部との境目に帯縄文，胴部に

は縦走縄文を施している。色調は外面が褐色　内面が黒褐色で煤が付着している。

397は打線部が直線的に立ち上がる深鉢形土器である。［］唇の断面形状は丸みをもっ。構走縄文を帯

状に施し，一部縦走縄文を横位に巡らす。底部は平底である。色調は内外面ともに茶褐色である。

398は胴部が若干膨らみタ　ロ縁部が内傾する深鉢形土器である。ロ縁はほぼ平縁であるが，刻みが2

つ施されている。口唇の断面形状は丸みをもっ。日録部には構息　胴部は縦走する帯縄文が施される。

色調は外面が暗褐色，内面が黒褐色である。

399は胴部から目線部に向けすんなりと立ち上がる深鉢形土器で，胴下部以下は欠損する。目線には

山形の小突起が2つ認められ，頂部には刻みが巡る。ロ縁部は帯縄文が弧状に施されている。また胴部

との境目には沈線が僅かに認められるがヲ　これは一度沈線を施したものの上から縄文を施し，沈線を潰

したものと考えられる。胴部は縦走縄文が施されている。色調は外面が暗褐色9　内面が赤褐色である。
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朝0も胴部が張り出す深鉾形土器である。胴下部以下は欠損している。打線には刻みをもっ山形の小

突起が2対1線で施蚤れる。口唇の断面形状は平縁の部分は角形ラ　小突起の部分は三角である。打線部

には横方向の帯織文学　胴部には縦走縄文が施されている。色調は外面が褐色，内面が灰褐色を呈する。

朝はロ綾部が僅かに内湾する深鉢形土器である。胴中部以下は欠損している。打線は平縁9　口唇の

断面形状は丸みをもっ。打線部の上位は帯縄文を弧状に施し9　下位には横達する帯縄文が巡る。胴部に

は縦走縄文が施される。色調は外面が灰褐色，内面が黄褐色である。

402は胴部が大きく張り出す深鉢形土器である。底部は欠損している。日録は平鼠　田唇の断面形状

は鋭い三角を呈する。打線部には帯縄文が弧状に施され9　胴部には縦走縄文が施される。色調は外面は

上部黒褐色で下部褐色，内面は黒褐色である。

朝は胴部から描線部に向けすんなり立ち上がる深鉢形土器である。底部は欠損している。打線はほ

ぼ平録であると考えられる。口唇の断面形状は丸みをもっ。打線部には横達する帯縄文が1条巡らされ

ている。胴部は縦走縄文である。色調は外面が黄褐色ラ　内面が黒褐色である。

朝は段状の肩部をもち　打線部が僅かに内傾する深鉢形土器である。胴中部以下は欠損している。

打線は僅かに波状を呈する。田唇の断面形状は三角である。打線部には桟走，胴部には縦走する帯縄文

が施されている。色調は外面が茶褐色，内面が黒褐色である。

朝は胴部の僅かに膨らむ深鉢形土器である。底部は欠損している。打線は平縁で9　日唇の断面形状

は内削ぎ状の角形を呈する。文様は縦走縄文を施したのちラ　打線部から胴中部にかけて横達する帯縄文

を4条巡らす。色調は外面が茶褐色で内面が黒褐色である。

朝は胴部から描線部に向けすんなりと立ち上がる深鉢形土器である。胴下部以下は欠損している。

描線はほぼ平縁で撃　口唇の断面形状は丸みをもっ。ロ綾部には斜行縄文を施したのちに帯縄文を横方向

に2～3段施す。胴部には縦走縄文が施される。また9　内面の打線部にはⅣ群b類1種に似た段が認め

られる。色調は外面が褐色～灰褐色，内面が暗褐色である。

朝は胴下部の張り出す小型の整形土器である。打線は平鼠　田唇の断面形状は三角である。器面に

は縦走縄文を施したのち9　3条の横達する帯縄文を施す。色調は外面が褐色で内面が茶褐色。

408は胴部以下が欠損する壷形土器で肩部9　日線部のみが復元した。日録は平縁で口唇の断面形状は

丸みをもっ。ロ綾部の上位には横走する帯縄文，日録部の下位の無文帯を挟んで肩部には桟走縄文を施

している。色調は内外面ともに黄褐色である。

姐　の姐は目線部に　条の帯縄文が巡るもの。41◎姐　は1条もしくは2条9　414◎417◎420⑳422は

2条の帯縄文が巡る。姐は撚糸文ふうの縄文が施されているものラ　419◎420は無文帯の巡るものであ

る。無文帯はそれぞれ9　419はロ綾部の上鑑　420は胴部との境目にめぐる。421昏422は打線に太い棒状

工員による刻みが巡る。423は胴部の張り出すもので9　器形撃　頚部に沈線に挟まれた無文帯が巡るなど

はⅣ群b類に近い特徴を持っ。

424～426は底部で，424◎426は揚げ底9　425は平底である。

朋は小型の壷形土器である。胴下部以下が欠損している。打線は平鼠　口唇の断面形状は丸みを持

つ。色調は内外面ともに灰褐色である。

429は頚部が若干くびれる小型の浅鉢形土器である。目線は平縁で，口唇の断面形状は角形（若干丸

みを持っ）である。打線下には1簡軌　補修孔と考えられる孔が認められる。底部は平底である。色調

は内外面ともに灰褐色である。
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図Ⅳ－23　包含層出土土器（23）
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転機土器　砂沢式◎南川Ⅲ群◎南川Ⅳ群など慈山系の土器に相当するもの

頂種：砂沢式や南川Ⅲ群などに相当するもの

430◎431の433は日録部に縦位の沈線が巡るものである。429◎431には内面に構走洗練が2条巡る。

432は外薗　435は内外面に横走沈線と弧状の沈線が施される。434は頚部に平行する沈線により鋸歯状

の文様を施す。

436は胴部が張り出し頚部が内傾し9　m緩部が外反する深鉢形土器である。胴中部以下は欠損する。

打線は正面に山形の小突起があり磯部には刻みが3つ施される。招唇の断面形状は角形である。打線部

には縦方向の縄文が施され撃　その上から1条の沈線や列点文が施される。頚部には上位に構走沈線や利

点文が巡娠　下位は無文帯となり撃　胴部との境目にはまた9　横走沈線および列点文が巡る。

内面には描線部に　条の横走沈線を施す。色調は外面が茶褐色ラ　内面が黒褐色である。

437は四線部に施された桟走沈線の下位に弧状の沈線が措かれる。

438は胴上部が内傾し打線部の外反する深鉢形土器である。胴中部以下は欠損している。冒縁には刻

みをもっ小突起があ軋　描線の平坦部には細かい刻みが巡る。m唇の断面形状は丸みをもっ。描線部に

は　条の横走沈線が巡凱　胴上部は無文帯撃　その下位には列点文が1条学　桟遠沈線が数条ほどめぐる。

二　ノ　′‾．ノ．ご　了、′　′・土へ、、ノ　　　　　　　∴　∴　　－∴、、・　　　　　ハ′、．い、．　′　、、

る。色調は外面は褐色～茶褐色ラ　内面は褐色である。

439は胴部が張り出し頚部が僅かに内儀する深鉢形土器である。胴下部以下は欠損している。打線は

平線であるが指による押圧によるものと考えられる刻みのようなものが巡る。描線の断面形状は丸みを

もっ。描線部から頚部にかけて3条の櫨遠沈線が巡るが　沈線は部分的に押引文挟となっている。頚部

下位は無文帯とな娠　肩部との境目には　条の横道沈線がめぐる。肩部以下は若干帯状縦走縄文が施さ

れている。朋は肩部の張　出す器形のもので　肩部には弧状の沈線が巡るものである。

、．ノ′ノ言　、＿　くI、∴　ノ　　ー　、　　　′‘、ニ・・　、′′　　1　′、　　ノ、．、、

頚部の上位には横達沈線が数条巡　∴下位は無文帯とな娠　その下端には刻みが巡る。胴部は横走沈線

が上位に5条ラ　下位に4条巡らしタ　その間に弧状の放線を措く。地文は縦走縄文である。色調は内外薗

一ノ′．ンこ′′　′　　　一．ノブ

∴′′一′　′1ノ、．　′ノノ∴′、．、、、．′ノ　　　く一、・・ノ、言　′－†′ノJノ、ノ′、∴∴／了＼′こノ　　　　　′・：、く′、′ノJ攻一十．′ノ′′雷、∴

巡る。朋　は貼付瘡の施されているものである。

朋は　頚部が若干内傾Lm嫁部のひらく深鉢形土器である。胴部以下は欠損している。日縁には山

形の／躯突起が　基施され　刻みが巡らされている。田唇の断面形状は角形である。私隊部から頚部にか

けて8条の横走沈線が巡り9　頚部の下位は無文帯となる。肩部には構造沈線と列点文が巡る。内面には

櫨走沈線が5条巡る。色調は外面が黒褐色9　内面が茶褐色である。

朋は胴部以下の欠損した小型の土器である。描線は平嫁でありタ　ロ唇の断面形状は角形である。描

線部の上位には横走する縄文が施され撃　下位には横走沈線が数条巡る。色調は内外面ともに褐色である。

崩は胴部が張り出し打線部の外反する深鉢形土器である。胴下部以下は欠損している。打線は緩や

かな波状を呈し，刻みが巡らされる。口唇の断面形状は丸みをもっ。打線部は波状描線に沿って弧状の

沈線を2本ずっ施し予　胴上部には5条の構遠沈線が巡る。地文は縦走縄文である。色調は外面が茶褐色

で内面は褐色である。

452は胴部が膨らみ打線部の外反する深鉢形土器で9　底部は欠損している。打線は僅かに波状を呈す

る。口唇の断面形状は丸みをもっ。目線から頚部にかけて構走沈線が施されているが数条の沈線が施さ

れているのでほなら1本の沈線がコイル状にはどこされているものである。頚部の下位には幅の狭い

無文帯が巡り9　胴部には6条の横走沈線及び1条の列点文が巡る。胴部の地文は縦走縄文である。色調

は外面が灰褐色～黄褐色9　内面が黄褐色である。
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図Ⅳ－25　包含層出土土器（25）
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相は胴部に斜位の沈線文が施され学453⑳蟻には無文帯との境目に列点文が，壷5には無文帯の下位

に　条の構走沈線率巡る。

紺は胴部が僅かに膨らみ9頚部が直立し，日録部の外反する深鉢形土器である。底部は欠損してい

る。目線は緩やかな波状を呈する。日録部から頚部にかけて9　7条の沈線が巡る。頚部の下位は無文帯

となり9胴部には6～7条の横走沈線及び1条の列点文が巡る。胴部の地文は縦走縄文である。色調は

外面はロ綾部が黒褐色で胴部が褐色　内面は黒褐色である。

壷8は胴部が僅かに膨らみ日録部の開く深鉢形土器である。胴下部以下は欠損する。日録は緩やかな

波状を呈する。口唇直下には刻みがめぐる。汀線部と胴部の境目には4条の横走沈線が巡りタ胴上部は

幅の広い無文音となる。無文帯の下端には沈線が1条巡り撃　その下位には縦走縄文が施される。内面に

は波状目線の波磯部に9：「つずっ刻みが施される。

壷9は胴上部が内傾し日録部の外反する深鉢形土器である。胴中部以下は欠損している。汀線は平縁

で口唇の断面形状は角形である。打線部には9条の構造沈線が巡り9胴上部は無文，その下位にも数条

ほど横道沈線が巡る。色調は内外面ともに暗褐色である。

刷は胴部が張り出し日録部の外反する深鉢形土器である。底部は欠損している。日録には頂部に刻

みをもっ2対の山形の小突起が6基巡りラ突起部以外のところには刻みが巡る。持唇の断面形状は角形

である。目線部には6条の沈線が巡る。頚部には幅の広い無文帯夕胴部には6条の沈線及び1条の列点

文が巡る。胴中部以下に施された地文は斜行縄文で若干帯状を呈する。色調は外面が茶褐色～赤褐色

内面は褐色9　一部黒褐色である。

姐は胴上部が内傾し9　日縁部が僅かに開く深鉢形土器である。胴中部以下は欠損している。打線に

は斜め方向の刻みが巡る。口唇の断面形状は三角である。打線部には　条に横走沈線が巡り9胴部には

縦走縄文が認められる。色調は内外面ともに暗褐色である。

硯は底部の欠損した壷形土器である。打線は平嫁で，m唇の断面形状は三角である。打線部は無文

であ娠肩部には　条の構走沈線が巡る。胴部には縦走縄文が施されているがタ摩耗した部分が多い。

色調は内外面ともに黄褐色である。

購5◎蟻は日綾部に横走沈線を主体とする沈線の施されるもので9地文の縄文は認められない。467

は打線部に縄線文が1条巡る。

468は目線部と底部の欠損したもので深鉢形土器と考えられる。頚部には無文帯が巡り，胴上部には

5条の桟走沈線と91条の列点文が巡る。胴部の地文は縦走縄文である。色調は外面が茶褐色内面が

黒褐色である。

購9ほ肩部から胴中部のみのものである。肩部には数条の横走沈線が巡る。地文は縦方向の帯縄文で

ある。色調は外面が褐色　内面は黒褐色で煤が多量に付着している。

用◎紺は胴部の破片でラ用は波状の平行沈線と列点文94mま横位の列点文と8条の桟走沈線が巡

る。

472はロ頚部の欠損した小型の深鉢形土器である。頚部との境目には構走沈線が数条巡っているもの

と考えられる。胴部には縦方向の帯縄文が施される。色調は内外面ともに黒褐色である。

窮3は胴部が張り出し目線部の外反する深鉢形土器で，胴中部以下は欠損する。日録には刻みが巡る。

ロ唇の断面形状は角形である。目線部には6免胴部には4条の槙走沈線が巡る。地文は斜行縄文を綾

杉状に施す。色調は外面が茶褐色で内面が黒褐色である。

窮4は小型の浅鉢形土器である。底部は丸底である。日録は僅かに波状を呈し，口唇の断面形状は角

形である。目線部には波状目線に合わせて3条1線の弧状の沈線を巡らし，波頂部の下位には刻みを施

す○胴部から底部にかけては3条1線の沈線が波頂部から2線ずっ斜め方向に施す。地文は構走縄文で

ある。内面には2条1線の弧状の沈線が巡る。色調は内外面ともに褐色である。
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都は胴部が僅かに張り出す深鉢形土器である。胴中部以下は欠損している。描線は緩やかな波状を

墨し9　波頂部には刻みが施される。田唇の断面形状は角形を呈する。描線部には波状打線にあわせ　弧

状の沈線が3本ずっ施される。私隊部の下位から胴部にかけては9条の横走沈線が巡る。地文は描線部

には斜行撃　胴部以下は縦走に近い縄文が施される。色調は外面が茶褐色　内面は褐色である。

476⑳479の480は波状打線に沿って打線部に弧状の沈線の巡るものでラ　地文に斜行縄文が施される。

479◎480は内面にも同様の文様が施される。打線部と胴部との境目には476は9免　478◎481には6免

482には5条の桟走沈線が巡る。483は地文のみのもので斜行縄文が施されている。

翌種：南川Ⅳ群に相当するもの。

484は胴中部が膨らみ，打線部の開く深鉢形土器がある。底部は欠損している。打線は2基1線の山

形の小突起が施されラ　全体に刻みが巡る。口唇の断面形状は角形を呈する。打線部には沈線に縁取られ

た縦位の帯縄文9　胴部には沈線に縁取られた2条の横位の帯縄文やタ　やはり沈線に縁取られた帯縄文に

よる文様及び列点文がめぐる。胴下部には縦位の帯縄文が施される。色調は内外面ともに黄褐色である。

485は胴部が若干膨らみラ　描線部の大きく外反する深鉢形土器である。描線は僅かに波状を墨し学　田

線上には刻みが巡る。口唇の断面形状は角形である。描線部には上位に横位の帯縄文が巡り，その下位

には帝位の帯縄文が施される。胴部との境目には桟走沈線が巡るが，場所により且条淘4条となる。胴

上部から中部にかけては帯縄文が網目状に巡りラ　ー部沈線で縁取られている。胴下部には縦位の帯縄文

が施される。色調は内外面ともに明黄褐色である。

486は胴部が僅かに膨らむ深鉢形土器である。胴下部以下は欠損している。汀線には山形の小突起が

あ凱　刻みが巡らされている。持唇の断面形状は角形である。打線部には上位に横位の帯縄文を施し撃

その上に沈線を雑に措き撃　下位には耗位の帯縄文を施す。胴部には2条の横位の帯縄文を施し撃　その間

に帯縄文を網目状に施して一部分を沈線により括る。色調は内外面ともに暗褐色である。

媚は頚部から描線部のみのものである。描線は単線で招唇の断面形状は丸みをもっ。描線部には温

条の貼付帯が巡り、その上には列点文が2段施される。色調は外面は黄褐色　内面は褐色を呈する。488

～4鋸は底部の資料である。488◎489は揚げ底9　4粥は平底である。4鋸は高塚状の台がっいたものであ

る。

第Ⅴ群土器　擦文時代に相当するもの。

492は底部が張り出し胴部はすんなりと立ち上がり，日録部の開く深鉢形土器である。打線は平縁9

m唇の断面形状は三角である。打線部は上位に3条の構走沈鑑　その下位には3本1線の沈線による鋸

歯状の文様が施されている。胴下位に縦位のへラ削りの跡があ軋　底部付近では横方向のナデ整形の跡

が認められる。色調は外面が灰褐色撃　内面は黄褐色～灰褐色である。

493～499は打線部の破片である。朋は　本　線の沈線によ　格子状の文様を措いたもの撃　鯛は刻線

の認められるものである。49はm唇直下に　条9　鯛は打線部の上位と下位に　条ずっ桟走沈線が巡る。

朋は壷形土器の破片である。器面にはパケメ状接痕が認められ，目線部及び頚部には太い構遠沈線が

巡る。498◎499は塚の破片である。498は段が1段巡り9　499にはロ綾部に2条の横走沈線が巡る。

500は底部が張り出し，ロ綾部の欠損した深鉢形土器である。胴部には縦位のへラ削りのあとが認め

られる。色調は外面は褐色，内面は赤褐色～黒褐色である。

501～503は底部の資料である。502は揚げ底である。503は底部に刻文が施されているもので撃　当遺

跡唯一の資料である。
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表Ⅳ－1　復元土器一覧表（1）

No． 分類 層 位 ダ リッ ト名 器 高 （mm） 口径 （mm ） 胴 径 （mm） 底径 （mm ） 器 厚 （mm） 図番 備　　　 考

1 Ⅲ Ⅴ A － 4 2 19 ．8 187 ．9 18 4 ．7 7 1．9 8 ．1 3

2 Ⅱ b Ⅴ D － 5 268 ．4 2 19 ．2 8 ．2 14

3 Ⅲ b Ⅴ E － 4 314 ．8 2 19．5 1 1．6 21

4 Ⅲ b Ⅴ F － 4　 a － 4 6 6 ．6 128 ．6 80 ．1 22 ．4 5 ．9 1 22

5 Ⅱ b Ⅴ A － 4　　 a － 5 109 ．8 53 ．4 4 ．0 23

6 Ⅱ b V B － 5　 a － 5 38 ．5 5 ．5 24

7 Ⅱ C Ⅴ A － 6　 d － 3 129 ．6 5 ．2 7 1

8 Ⅲ　C Ⅳ A － 6　　 e － 5 84 ．6 137 ．3 136 ．2 68 ．6 5 ．8 72

9 Ⅲ C Ⅳ 129 ．2 5．0 76

10 Ⅲ a Ⅳ E － 4　 b － 2 28 3 ．1 175 ．4 4 ．9 94

11 Ⅲ a V E － 3　 d － 1 28 1 ．6 252 ．8 4 ．4 95

i 12 Ⅲ a Ⅴ E 1 5　 C － 5 258 ．2 251 ．5 6．7 96

13 Ⅱ a Ⅳ E － 3　　 a － 5 262 ．1 2 58 ．6 5．3 108

14 Ⅲ a Ⅲ D － 4　　 e － 2 268 ．4 25 9 ．2 6．9 109

15 Ⅲ a Ⅳ C l l 386 ．3 36 1 ．8 5．1 114

16 Ⅲ a Ⅳ E － 3 166 ．5 160 ．5 245 ．4 94 ．2 4 ．8 120

巨 7 Ⅲ a Ⅴ D － 6　　 a － 1 4 50 ．0 454 ．0 6 ．1 121

i l8 Ⅲ a Ⅳ B － 4　　 e … 4 3 74 ．6 350 ．6 6 ．1 124

巨 9 Ⅲ a Ⅲ B … 1　 e － 2 3 79 ．7 33 1．9 7 ．3 12 7

20 Ⅲ a Ⅳ D － 1 3 71 ．0 375 ．6 5 ．8 13 5

21 Ⅲ a Ⅲ E － 4　　 b 1 4 10 1．6 4 ．4 140

22 Ⅲ a Ⅳ D － 1　 C － 2 129 ．0 4 ．9 14 1

i2 3 Ⅲ a Ⅳ D － 3　　 a － 2 97 ．9 142

！24 Ⅲ a Ⅳ E － 3　　 a － 4 139 ．3 4 ．1 143

i 2 5 Ⅲ a Ⅳ D － 4　　 C － 2 96 ．0 4 ．5 14 4

恒 6 Ⅲ a Ⅳ E － 3 68 ．3 127 ．3 132 ．7 43 ．4 3 ．9 14 5

！27 Ⅲ a 55 ．0 2 9 ．0 14 6 注 目土 器 の注 目部

！28 Ⅲ a Ⅱ A － 3　　 a － 2 35 ．7 97 ．3 94 ．5 71 ．5 5 ．2 179

！29 Ⅲ a Ⅳ F － 4　　 e － 1 93 ．7 54 ．9 3 ．3 18 2

30 Ⅲ a Ⅳ E － 4　　 d － 2 187 ．9 5 ．3 18 3

31 Ⅲ a V C － 3　　 C － 2 122 ．2 115 ．1 4 ．3 19 4

3 2 Ⅲ a Ⅴ D － 4　　 C － 3 3 51 ．8 335 ．1 7 ．0 198

3 3 Ⅲ a Ⅳ D － 4　　 C － 2 l 26 5 ．8 258 ．3 5 ．5 204

34 Ⅲ a Ⅳ D － 4　　 e － 1 25 2．1 245 ．3 4一．9 208

3 5 Ⅲ a Ⅳ E － 4　　 b － 2 223 ．2一 2 14 ．6 5 ．7 210

36 Ⅲ a Ⅲ C － 4　　 a － 1 195 ．8 190 ．8 4 ．0 21 1

37 Ⅲ a 196 ．7 74 ．0 7．1 213

38 Ⅲ a Ⅱ 2 16 ．9 5．2 2 14

39 Ⅲ a Ⅴ D … 6　　 a － 1 98 ．6 9 5 ．8 4 ．5 2 15

40 Ⅲ a Ⅴ D … 2　　 e － 1 99 ．2 9 3．9 37 ．3 3 ．7 2 16

4 1 Ⅲ a Ⅲ F － 4　　 C － 1 60 ．5 2 00 ．0 183 ．0 60 ．0 5 ．1 2 17

4 2 Ⅲ a Ⅳ F － 3　　 b － 5 179 ．0 170 ．6 6 ．0 2 18

4 3 Ⅲ a Ⅳ C － 3 2 57 ．0 244 ．0 4 ．7 2 19

44 Ⅲ a Ⅳ 113 ．5 99 ．3 90 ．2 42 ．7 7 ．6 2 20

45 Ⅲ a V C － 5　 a － 3 ！

1

24 両

13 7．5 i

l

i

125 ．0 ！

14 3 ．6 5 ．5 22 2

l

i

46 Ⅲ a Ⅴ B － 3　　 b － 4 108 ．2 69 ．2 2 ．8 22 9

47 Ⅲ a 7 ．2 230

48 Ⅲ a Ⅳ E … 4　　 d － 1 6 3 ．8 120 ．5 50 ．2 3 ．3 23 1

49 Ⅲ a Ⅲ B － 3　 b － 4 9 2 ．3

14 1．8

65 ．4

54 ．8 8 6 ．8 4 ．0 244

50 Ⅲ b Ⅱ C － 5　 b － 4 261 ．7 2 75 ．2 6．2 249

51 Ⅳ a Ⅱ D － 3　 a － 3 I 194 ．9 19 5．0 6 ．2 250

5 2 Ⅳ a Ⅱ A － 4　 C … 2 ！ 128 ．0 130 ．3 70 ．1 6 ．2 2 51

5 3 Ⅳ a Ⅱ i D － 2　 e － 3 i 2 27 ．4 234 ．4 6 ．7 2 52

54 Ⅳ a Ⅲ i C つ　 d － 4 】 8 9 ．1 84 ．0 3 0 ．7 6 ．5 2 53

Zヲ



表Ⅳ－1　復元土器一覧表（2）

No． 分類　 層 位 ブ リッ ト名 器 高 （mm） 口径 （mm ） 胴 径 （mm ） 底 径 （mm） 器厚 （mm ） 図番 備　　　 考

55 lV a　　 Ⅲ D － 1　 C － 3 9 5 」 115 ．3 1 16．0 56 ．3 6．9 254

56 Ⅳ a　　 Ⅱ A － 4　 d － 3 170 ．0 17 1．0 4 ．5 2 55

57 Ⅳ a　　 Ⅲ F － 4　　 C － 2 156 ．3 179 ．4 6 ．4 i 2 56

58 Ⅳ a　　 Ⅲ A … 2　 b － 3 108 ．0 113 ．6 112 ．8 78 ．7 6 ．8 2 57

59 Ⅳ a Ⅲ A － 1　 b － 4 86 ．5 8 4 ．8 94 ．1 4 5．2 5 ．5 26 3

60 Ⅳ a　　 Ⅲ C － 4　 d － 1 124 ．8 112 ．5 114 ．6 5 1．3 5 ．3 264

6 1 Ⅳ a E － 3　　 C － 3 28 9 ．4 288 ．7 5 ．3 27 6

62 Ⅳ a　　 Ⅱ A － 3　 e － 4 94 ．2 50 ．6 5 ．6 27 9

63 Ⅳ a　　 Ⅲ D － 3　 b － 1 106 ．2 12 0 ．6 119 ．1 46 ．6 5 ．7 280

64 Ⅳ a 恒 A － 2　　 a － 1 14 1 ．5 147 ．7 6 ．0 284

65 Ⅳ a I Ⅲ A － 2　　 a － 2 20 0 ．1 2 01 ．3 6 ．4 292

66 Ⅳ a　　 Ⅲ A － 2　　 C － 1 167 ．4 13 1．3 14 5 ．0 61 ．0 4 ．8 294

67 IV a Ⅲ B － 2　　 d － 2 226 ．0 2 22 ．0 7 ．8 297

68 Ⅳ a Ⅲ A － 2　 b － 1 202 ．1 2 13 ．9 5 ．9 298

69 Ⅳ a Ⅲ C … 2　　 a － 2 243 ．5 2 72 ．8 11．1 3 03

70 Ⅳ a Ⅲ C － 3 16上6 16 2．4 5．5 3 04

71 Ⅳ a Ⅱ C － 4　　 a － 1 24 0 ．7 244 ．5 9．9 3 23

72 Ⅳ a Ⅲ D － 4　　 C … 2 196 ．7 20 上8 6 ．6 3 28

7 3 Ⅳ a Ⅱ D … 4 34 3 ．2 33 1．9 9 ．9 33 3

74 Ⅳ a Ⅲ C … 2　 d － 4 29 9 ．8 300 ．0 9 ．1 33 6

7 5 Ⅳ a Ⅱ E － 4　 b － 4 34 7 ．1 368 ．3 1 1．3 34 1

76 Ⅳ a ； Ⅲ C … 3 24 0 ．7 14 1．4 8 ．3 34 7

7 7 Ⅳ a Ⅲ A － l　 b － 2 176 ．9 184 ．1 6 ．7 34 9

78 Ⅳ a Ⅱ A － 3　　 C － 5 23 2 ．5 252 ．4 6 ．0 356

79 Ⅳ a Ⅱ B － 2　　 C － 4 2 10．7 226 ．1 11 ．8 35 7

80 Ⅳ a Ⅱ B － 2　　 a － 2 99 ．9 5 7．5 88 ．8 49 ．9 6 ．0 358

81 Ⅳ a Ⅱ A － 2　　 d － 2 163 ．2 167 ．7 5 ．6 359

8 2 Ⅳ a Ⅱ A … 3　　 C … 5 72 ．0 76 ．7 4 ．8 1 362

8 3 Ⅳ a 8 2 ．3 105 ．3 10 2 ．7 51 ．7 5 ．7 363

8 4 Ⅳ a Ⅲ B … 3　　 e － 2 113 ．5 115 ．8 5 ．0 366

8 5 Ⅳ a Ⅲ D － 4　　 a － 1 169 ．9 18 2 ．5 i 5 ．7 367

8 6 Ⅳ a i Ⅲ C － 2　　 b － 1 17 1．9 1 73 ．8 5．4 368

8 7 IV a Ⅱ D － 2 143 ．7 114 ．2 12 6．9 70 ．1 4 ．9 3 69

88 Ⅳ a Ⅱ A － 2　　 d － 3 164 ．8 16 2．4 5．1 3 73

89 Ⅳ a Ⅱ B － 3 3 08 ．7 35 1．3 10 ．7 3 74

90 Ⅳ a Ⅲ B － l　 a － 5 3 83 ．3 376 ．8 9 ．3 38 9

9 1 Ⅳ a Ⅱ A － 2　　 e － 4 178 ．4 193 ．1 5 ．9 39 6

92 Ⅳ a Ⅲ A － l　 c － 2 100 ．9 98 ．5 95 ．8 42 ．1 4 ．3 39 7

93 Ⅳ a Ⅲ A － 4　　 a － 3 100 ．8 111 ．2 6 ．3 398

94 Ⅳ a Ⅲ A － 3　 d － 1

7 6．6

52 ．2

168 ．3 167 ．4

39 ．2

8 3 ．5 ！

5．8 399

i

i

i

i

i

95 Ⅳ a ！ Ⅲ C － 2　　 d － 3 168 ．2 170 ．8 5 ．3 400

96 Ⅳ a　　 Ⅲ B － 3　　 a － 3 249 ．2 253 ．5 7 ．1 40 1

97 Ⅳ a　　 Ⅱ B － 2　　 C － 4 162 ．0 192 ．0 6 ．7 402

98 Ⅳ a　　 Ⅱ C － 3　　 a － 1 149 ．4 155 ．6 8 ．4 403

99 Ⅳ a　　 Ⅱ C － 3　　 b － 1 12 上6 13 0 ．9 6 ．3 404

100 Ⅳ a　　 Ⅱ B － 5　　 C － 5 140 ．0 14 7 ．8 7 ．1 405

10 1 Ⅳ a　　 Ⅲ E － 4　　 e － 1 275 ．8 25 2．8 7 ．2 4 06

10 2 Ⅳ a　　 Ⅲ C － 2 61 ．1 7 5．7 4 ．6 4 07

103 1Ⅳ a I Ⅲ A － 4　 d － 2 105 ．7

】

！

4 0 ．5 1

190 ．9 8 ．0 4 08

104 Ⅳ a　　 Ⅱ D － 2　　 a － 5 129 ．2 i

58 ．1

6．2 4 24

105 Ⅳ a　　 Ⅱ C － 2　　 C － 1 64 ．5 4 ．8 4 25

106

107

］Ⅳ a

Ⅳ a　　 Ⅱ

E － 4　 d － 1 i

i

54 ．5 1

［

6 1．6 i

4 ．7 ［

3．6 ！

4 26 ！

4 27 】

108 Ⅳ a　　 Ⅱ D － 2　　 a － 1 113 ．5 10 1．7 4 ．4 42 8

摺



表Ⅳ－1　復元土器一覧表（3）

No． 分 類 層 位 ダ リッ ト名 器 高 （mm） 口径 （mm） 胴 径 （mm） 底径 （mm） 器厚 （mm ） 図番 備　　　 考

10 9 Ⅳ b 皿 C … 2　　 e l… 2 147 ．5 15 5 ．4 5 ．4 43 6

1 10 IV b Ⅲ F … 4　　 b ～ 1 175 ．6 192 ．1 5 ．6 438

1 11 Ⅳ b Ⅲ A ～ 1　 d － 4 2 29 ．8 ！　 250 ．1
9 ．2 439

112 Ⅳ b Ⅲ D － 2　 a － 2
i l 192 ．2 千 8 441

113 Ⅳ b Ⅲ A ～ 2　 d － 2 －　　 2弧 9 2 39 ．7 1　　 6 ・7 4 48

114 Ⅳ b Ⅱ E － 4　 e － 1 155 ．2 159 ．3 5 ．2 4 52

115 Ⅳ b Ⅲ D － 4　 d － 1 167 ．6 15 上4 7．4 4 57

116 Ⅳ b 丑 D － 4　 d － 3 128 ．3 10 9 ．4 5 ．3 4 58

1 17 Ⅳ b 皿 F － 4　　 C … 2 222 ．7 24 6．8 5 ．8 45 9

1 18 Ⅳ b Ⅲ D … 1 2 68 ．6 290 ．4 6 ．3 460

119 Ⅳ b E … 4　　 d － 4 84 ．2 4 ．6 46 1

120 Ⅳ b Ⅲ C … 4　　 a … 2 1 15．5 190 ．0 5．3 4 62

121 Ⅳ b Ⅱ E － 3　　 C … 5 150 ．0 5．2 4 68

122 IV b Ⅲ E － 3　　 a － 1 22 3 ．0 6．5 4 69

123 Ⅳ b Ⅲ A － 3　 b － 1 8 5 ．9 55 ．7 4 ．7 4 72

124 Ⅳ b Ⅲ F － 4　 a … 1 258 ．7 27 3．3 7 ．1 473

125 Ⅳ b Ⅱ E － 4　 e － 1 36 ．1 8 9 ．3 75 ．3 4 ．8 474 蓋 の可 能性 あ り

126 Ⅳ b Ⅲ D － 4　　 C － 1 20 3 ．0 200 ．9 6 ．9 475

127 Ⅳ b Ⅱ D － 5 228 ．6 235 ．8 4 ．7 484

128 Ⅳ b Ⅱ A － 2　 a － 3 29 1．1 24 5 ．4 6 ．8 485

129 Ⅳ b Ⅲ A － 1　 C － 5 160 ．2 154 ．6 4 ．8 4 86

13 0 Ⅳ b ！ Ⅱ A － 3　 e － 5 92 ．4 5 ．1 48 7

13 1 Ⅳ b Ⅲ C － 3　 a － 1 57 ．1 4 ．0 48 8

132 Ⅳ b I i
l 52 ．8 4 ．1 48 9

133 Ⅳ b Ⅲ E － 2　　 a － 1 17 1．3 75 ．0 7 ．1 490

134 Ⅳ C － 6　 d － 1 5 8 ．5 4 ．3 49 1

135 Ⅴ 皿 D ～ 5 2 58 ．5 234 ．7 196 ．5 8 7．2 －5 ．9 492

136 V Ⅲ C － 4　　 e － 1 3 26 ．4 105 ．7 7 ．3 500

13 7 V I 85 ．0 501

符



哀ご　4／　束ン、ゝ三党　覧表（つ

No． 分 類 層 位 ブ リッ ト名 部　 位 文　　　　　　　 様 図番 備　　　　 考

1 I Ⅲ D 1 6　 a － 3 ＝縁部 貼 付文 ◎撚 糸圧痕 文 1

2 I Ⅴ l A － 4　 d … 2 胴　 部 押 引文 ◎沈 線文 2

3 I I B － 6 口縁部 縄 線文 ◎縄 文 ◎無文 帯 あ り 4

4 I Ⅴ B － 3　　 e － 1 胴　 部 撚 糸文 5 i

5 I Ⅴ D － 5　　 a － 5 目線部 縄 文 ◎無文 帯 あ り 6

6 Ⅱ a Ⅴ C － 2　　 e － 2 目線部 沈線文 7

7 Ⅱ a Ⅲ D － 1　 d － 4 目線部 沈 線文 ◎縄 文 ◎無文 帯 あ り 8

8 Ⅲ a Ⅴ C － 6　　 C － 2 胴　 部 沈 線文 9

9 Ⅱ a 丑 D － 3 胴　 部 沈 線文 ◎縄 文 ◎無文 帯 あ り 10

10 Ⅱ a Ⅴ C － 3　 C － 1 胴　 部 沈 線文 ◎縄 文 ◎無文 帯 あ り 11

11 Ⅱ b Ⅴ D － 6　 b － 1 口縁部 沈 線文 ◎縄 文 12

12 Ⅱ b Ⅴ D － 5　 b － 5 胴　 部 沈 線文 ⑳縄 文 ◎無文帯 あ り 13

13 Ⅱ b Ⅳ D － 4　　 C － 2 目線部 沈 線文 ◎縄文 ◎無 文帯 あ り 15

14 Ⅱ b Ⅴ C － 4　　 a － 1 目線部 円形 刺突 文 16

15 Ⅲ b Ⅳ F － 4　　b － 3 目線部 円形 刺突 文 17

16 Ⅱ b Ⅳ B － 5　 a － 3 ロ縁部 沈線 文 ◎縄文 ◎無 文帯 あ り 18
l

17 Ⅱ b Ⅴ D － 2　 b － 3 胴　 部 沈線 文 19

18 Ⅱ b Ⅳ A － 5　 e － 4 目線部 沈線 文 ◎縄 文 20

19 Ⅲ b Ⅳ A － 4　　 a － 2 目線部 沈線 文 ◎縄文 ◎刻 み ◎無文 帯 あ り 25
‡

20 Ⅱ b Ⅲ A － 4　　 a － 3 ロ縁部 刻 み ◎無 文帯 あ り 2 6

21 Ⅱb Ⅴ A － 4　　 a － 3 目線部 円形 刺突 文 ◎刻 み ◎縄 文 2 7

22 Ⅱb Ⅳ E － 2　 b … 2 口縁 部 刻 み ◎縄 文 28

2 3 Ⅱb Ⅴ C － 5　 a － 1 目線 部 沈線 文 ◎刻 み ◎縄 文 29

24 Ⅱb Ⅳ E － 3　 b － 2 ロ縁 部 刻 み ◎縄 文 30

2 5 Ⅱb Ⅳ C － 3　 d － 1 目線 部 刻 み ◎縄 文 ⑳無文 帯 あ り 3 1

2 6 Ⅱb IV A － 6　 b － 5 口縁 部 刻 み ◎縄 文 32

2 7 Ⅱb Ⅳ C － 3　　 a － 4 胴　 部 沈線 文 ◎刻 み ◎縄 文 33

28 Ⅱb Ⅴ B － 3　 d － 4 胴　 部 沈線 文 ◎刻 み ◎縄 文 ◎無文 帯 あ り 34

2 9 Ⅱb Ⅴ D － 2　　 e － 5 胴　 部 沈線 文 ◎刻 み ◎縄 文 ◎無文帯 あ り 35

30 Ⅱb Ⅳ F － 4　　 b … 2 胴　 部 沈線 文 ◎縄文 ◎無 文帯 あ り 36

3 1 Ⅱ b Ⅳ B － l　 d － 3 胴　 部 沈線 文 ◎縄文 ◎無 文帯 あ り 37

32 Ⅱ b Ⅴ A － 6　 e － 5 目線 部 縄文 38

33 Ⅱ b Ⅴ B － 3　 d － 4 目線 部 縄文 39

34 Ⅱ b Ⅴ D － 4　 b － 5 口縁 部 縄文 40

35 Ⅱ b Ⅴ C － 2　 d － 1 口縁 部 縄文 4 1

36 Ⅲ C Ⅴ D － 5　　 C － 3 目線 部 沈線 文 e 縄文 ◎無 文帯 あ り 42

37 Ⅱ C Ⅳ C － 6　 b － 1 目線 部 沈線 文 ◎縄 文 ◎無 文帯 あ り 43

38 Ⅱ C Ⅴ C － 6　 a － 1 目線 部 沈線文 ◎縄 文 ◎無文 帯 あ り 44

39 Ⅱ C Ⅳ
ノ

A － 4　 b － 2 胴　 部 沈線文 ◎縄 文 ◎無文 帯 あ り 45

l

l

l

l

i

i

i

i

l

i

40 Ⅲ C Ⅴ C － 2　　 e － 5 胴　 部 沈線文 ◎縄 文 ◎無文 帯 あ り 46

4 1 Ⅱ C Ⅴ C － 2　　 e － 1 目線部 実 感文 ◎沈 線 文 ◎縄 文 47

42 Ⅲ C Ⅳ A － 6　 d － 3 l口縁部 突 瘡文 ◎沈 線文 ⑳縄 文 48

43 Ⅱ C Ⅳ A － 6　 d － 3 目線部 実 感文 ◎沈 線文 ◎縄 文 49

44 Ⅱ C Ⅴ A － 5　 a － 3 目線部 実 感文 ◎沈 線文 ◎縄 文 50

45 Ⅱ C Ⅴ B － 2　　 a － 5 目線部 突 瘡文 ◎沈 線文 ◎縄 文 51

46 Ⅱ C IV A － 4　　 a － 2 口縁部 突 瘡文 ◎縄 文 52

47 Ⅱ C Ⅲ B － l　 c － 2 ロ縁部 突 瘡文 ◎縄 文 53

48 Ⅱ C Ⅴ D － 5　 b － 3 目線部 突 瘡文 ◎縄 文 54

4 9 Ⅱ C Ⅳ A － 6　 d － 3 目線部 実 感文 ◎沈 線文 ◎縄 文 55

50 Ⅱ C Ⅴ E － 3　 d － 5 口縁部 突 瘡文 ◎沈 線文 ◎縄 文 56

51 Ⅱ C ‡ C － 3　　 C － 4 ロ縁部 突 瘡文 ◎沈 線文 ◎縄 文 57

52 Ⅱ C Ⅴ C － 6　 b － 2 口縁部 突 癖文 ◎沈 線文 ◎縄 文 58

53 Ⅱ C Ⅴ C － 2　　 C － 1 口縁部 実 感文 ◎沈 線文 ◎縄 文 59

54 Ⅱ C Ⅲ E － 3　　a － 1 口縁部 実 感文 ◎沈 線文 ◎縄 文 60

摺



表Ⅲ－4　拓本土器一覧表（2）

No． 分類 層位 グ リット名 ！部　 位 文　　　　　　　 様 図番 備　　　　 考

55 Ⅱ　C Ⅴ A －6　　d －3 目線部 突瘡文 ◎縄文 61

56 Ⅱ　C Ⅳ C …3　　e …1 口綾部 貼付文 ◎縄文 62

57 Ⅱ　C V A －5　　e － 1 目線部 突癖文 ◎縄文 63

58 Ⅱ　C V B …3　 d … 2 棒 線部 突瘡文 ◎縄文 64

59 ⅡC Ⅳ C …－6　 b … 1 目線部 ー沈線文 ◎縄文 ！65 ！

60 ⅡC Ⅴ C … 3　 e …3 口縁部 沈線文 ◎縄文 66

61 ⅡC Ⅳ C － 5　　C …4 目線部 l沈線文 ◎縄文 67

62 ⅡC i V B － l　 c －3 口縁部 突瘡文 ◎縄文 68

63 ⅡC Ⅴ C …6　　e …1 胴　 部 沈線文 ◎縄文 69

64 ⅡC V D …4　　d －1 胴　 部 沈線文 ◎縄文 70

65 ⅢC Ⅳ uA －6　 d － 3 目線部 沈線文 ◎縄文 ◎無文帯 あり 73

66 Ⅲ　C Ⅳ I c － 6　 b － 1 胴　 部 沈線文 ◎縄文 ⑳無文帯あ り 74

67 ⅡC I v D … 1　 d － 1　 胴　 部 沈線文 ◎縄文 ◎無文帯あ り 75

68 皿e Ⅴ E － 4　　a …4 口琴部 貼付癖 ◎沈線文 ◎縄文 ◎無文帯あり 77

69 ⅡC V D … 3　　e － 1 胴　 部 貼付癌 ◎沈線文 の縄文 78

70 ⅡC Ⅲ A －4　　e －5 胴　 部 沈線文 ◎縄文 79 貼付瘡の剥落 した跡あり

71 ⅡC Ⅳ E －3　 d …4 胴　 部 貼付癖 ◎沈線文 ◎縄文 ◎無文帯 あり 80

72 ⅢC I E …3 目線部 沈線文 ◎縄文 ◎無文帯あり 81

73 Ⅲ a Ⅳ A …6　 e … 5 ！日縁部 実感文 ◎爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 82

74 Ⅲa Ⅲ A …4　 b － 1 目線部 突瘡文 ◎爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 84

75 Ⅲa Ⅳ A －6　 d － 5 目線部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 85

76 Ⅲa Ⅴ D － 2　 d － 5 目線部 爪形文 ⑳沈線文 ◎縄文 86

77 Ⅲ a V C … 3　　e … 1 目線部 貼付文 ◎爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 87
i78 Ⅲ a V B … 3　　b － 1 口綾部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 88
巨9 Ⅲ a Ⅴ C …4　 e －2 口縁部 爪形文 ◎縄文 89

80 Ⅲ a Ⅳ F …4　　a …2 目線部 爪形文 ◎縄文 90

81 Ⅲ a 皿 D －4　 いつ 巨瑠 部 爪形文 ◎縄文 91
！82 Ⅲa Ⅲ i C －4　　b …4 目線部 爪形文 ◎縄文 92
！83 Ⅲa V C －3　 d －1 ！胴　 部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 93
I84 Ⅲa Ⅲ D …5　　b － 5 目線部 爪形文 ◎縄文 97

85 Ⅲa Ⅲ F － 4　　a∵4 目線部 爪形文 ◎縄文 98

86 Ⅲ a 丑 D － 3　 e …4 目線部 爪形文 ◎縄文 99

87 Ⅲ a V D － 2　 b －3 ロ縁部 爪形文 ◎縄文 100

88 Ⅲ a Ⅳ E － 3　　a －4 目線部 爪形文 ◎縄文 101

89 Ⅲ a Ⅲ D … 5　 C つ ！目線部 爪形文 ◎縄文 102

90 Ⅲ a Ⅳ E …4　 e …3 ！目線部 爪形文 103

91
l

Ⅲa Ⅲ D …3　 b …4 ！口緋 勘 爪形文 ◎縄文 104

92 Ⅲa Ⅲ B －3　 d －5 ！口縁部 爪形文 ◎縄文 105

93 Ⅲa Ⅴ C …3　 C つ 】口縁部 爪形文 ◎縄文 106

94 Ⅲa Ⅳ E － 3　 a －4 亘 磯 部 爪形文 ◎縄文 107

95 Ⅲ a Ⅳ D － 4　 C － 3 棒 線部 爪形文 ◎縄文 110

96 Ⅲ a Ⅳ B － 1 d －4 i目線部 爪形文 ◎縄文 111

97 Ⅲ a V D － 2　 C －2 1 日縁部 爪形文 ◎縄文 112

98 Ⅲ a i Ⅲ B つ　 C －3 亘 磯 部 爪形文 ◎縄文 113

99 Ⅲa i Ⅳ F …4　 a －2 序 綾部 爪形文 ◎縄文 115

100 Ⅲa i Ⅳ D －4　 e －1 序 縁部 爪形文 ◎縄文 116

101 Ⅲa i Ⅳ B つ　　　 棒 線部 爪形文 ◎縄文 117
1叫 Ⅲ a ！ Ⅳ i D －3　 a つ i 目線叫 爪形文 ◎縄文 118
1叫 Ⅲ a ！ Ⅳ ！E － 3　 b － 5 ！目線叫 爪形文 ◎縄文 119
1叫 Ⅲ a i Ⅲ ！D － 1 e － 3 ！口縁叫 爪形文 ◎縄文 122
1叫 Ⅲ a ！Ⅳ ！D －4　 e － 1 ！目線叫 爪形文 ◎縄文 123
106 i Ⅲa i Ⅳ ID － 2　 e －－5 i 目線叫 爪形文 ◎縄文 ◎無文帯あ り 125 ！

107 i Ⅲa l Ⅳ ！
i
F －3　 a －5 ！目線叫 爪形文 ◎縄文　　　　　　　　 i 126 i i

1叫 Ⅲa i Ⅳ ！E －3　 a －4 匝 縁叫 爪形文 ◎縄文 ◎無文帯あり　　　 i 128 1

77



芸工…ノ　捉人二器…一覧衷（3）

No．分類 層位 グリット名 部　 位 文　　　　　　　 様 図番 備　　　　 考

109 Ⅲa Ⅳ D －4　　e …1 口縁部 爪形文 ◎縄文 129

110 Ⅲa Ⅳ E －3　 d －3 ‖縁部 爪形文 ◎縄文 130

111 Ⅲa Ⅲ D －4　　C －1 目線部 爪形文 ◎縄文 131

112 Ⅲa Iv E －3　　b －4 目線部 爪形文 ◎縄文 132

113 Ⅲa Ⅲ B －1　 e －2 ＝縁部 爪形文 ◎縄文 133

114 Ⅲa Ⅲ E －2　　C －4 口縁部 爪形文 ◎縄文 134

115 Ⅲa Ⅲ D －4　　C －3 目線部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 136

116 Ⅲa Ⅳ D －4　　C －1 目線部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 137

117 Ⅲa i V A －3　 C －2 目線部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 138

118 Ⅲa Ⅳ E －3　 a －3 胴　 部 爪形文 ◎縄文 139

119 Ⅲa I F －4 口綾部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 1I47

120 Ⅲa Ⅲ B －l　 c －5 口縁部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 148

121 Ⅲa Ⅲ E －2　　b －3 口綾部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 149

122 Ⅲa Ⅳ D －4　　e －3 口縁部 爪形文 ◎縄文 150

123 Ⅲa Ⅳ E －4　　d －1 目線部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 151

124 Ⅲa Ⅴ D －5　 a 一一1 口綾部 爪形文 ◎縄文 152

125 Ⅲa Ⅳ E －3　 a －4 ロ縁部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 153

126 Ⅲa Ⅲ E －3　 a …4 目線部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 154

127 Ⅲa Ⅳ A －3　 b －4 目線部 爪形文 e縄文 155

128 Ⅲa Ⅲ D －4　 d －2 ロ縁部 爪形文 ⑳縄文 156
‡

129 Ⅲa Ⅲ D －4　　a －3 目線部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 157

130 Ⅲa Ⅳ D －3　　C －1 目線部 爪形文 ◎縄文 158

131 Ⅲa Ⅳ 目線部 爪形文 ◎縄文 159

132 Ⅲa Ⅴ D …5　 b －3 ロ縁部 爪形文 ◎縄文 160

133 Ⅲa IV E －4　　C －2 口縁部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 161

134 Ⅲa Ⅲ D －4　　d －2 ＝縁部 爪形文 ◎沈線文 ⑳縄文 162

135 Ⅲa Ⅴ E －3　 b －3 目線部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 163

136 Ⅲa Ⅴ E －4　　a －5 胴　 部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 164

137 Ⅲa Ⅲ D －3　 a －3 胴　 部 貼付癌 ◎爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 165

138 Ⅲa Ⅳ E －3　　a －3 目線部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 166

139
l

Ⅲa Ⅳ D －3　 a －4 ‖縁部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 167

140 Ⅲa Ⅳ E －4　　b －4 目線部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 168

141 Ⅲa Ⅳ C －5　 d －2 目線部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 169

142 Ⅲa Ⅲ E －3　 a －1 口縁部 沈線文 ◎縄文 170

143 Ⅲa Ⅳ D －2　　b －2 口縁部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 171

144 Ⅲa Ⅳ E －3　 d …－4 ロ綾部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 172

145 Ⅲa Ⅳ D －1　 a －1 口綾部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 173

146 Ⅲa Ⅲ D －1　 C －3 ロ縁部 爪形文 ◎沈線文 ⑳縄文 174

147 Ⅲa Ⅲ E －3　 a －2 口綾部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 175

148 Ⅲa Ⅲ F －4　　C 一一1 胴　 部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 176

149 Ⅲa Ⅳ E －4　　a －2 目線部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 177

150 Ⅲa Ⅳ E －5　 a －2 目線部 爪形文 ◎沈線文 ◎縄文 178

151 Ⅲa Ⅴ F －4　　C －1 目線部 爪形文 ◎沈線文 180

152 Ⅲa Ⅳ C －6　　e －2 目線部 沈線文 ◎列点文 ◎縄文 181

153 Ⅲa Ⅲ F －4　　a －2 目線部 沈線文 ◎列点文 ◎縄文 184

154 Ⅲa Ⅲ D －4　　e －5 口縁部 沈線文 ◎列点文 ◎縄文 185

155 Ⅲa Ⅲ B －1　 C …2 目線部 沈線文 ◎列点文 ◎縄文 186

156 Ⅲa Ⅴ D －1　 d －2 目線部 沈線文 ◎縄文 187

157 Ⅲa Ⅳ D －2　　e －5 目線部 沈線文 ◎縄文 188

158 Ⅲa Ⅴ C －3　　C －2 ロ縁部 沈線文 ◎縄文 189

159 Ⅲa Ⅳ B －3　 d －2 口縁部 沈線文 ◎縄文 190

160 Ⅲa Ⅴ B －2　　e －5 口縁部 沈線文 191

161 Ⅲa Ⅳ D －4　　b －2 目線部 爪形文 ◎縄文 192

162 Ⅲa Ⅴ E －3　 b －5 胴　 部 貼付文 ◎沈線文 ◎縄文 193

摺



表二二・一　五　五・太土責一覧表（4）

Ⅳ0 分 類 層位 ダ リッ ト名 部　 位 i　　 文　　　　　 様 図 番 i　 備　　 考

163　Ⅲ a Ⅴ C － 6　 e － 1 口綾 部 沈線 文 195 i突 起部 に貫 通孔

164 序 a i v 序 つ　 C － 5 目線 部 縄文 ◎沈 線文 ？ 196 ！

16

16

5　Ⅲ a V D － 1　 e － 3 目線 部 縄文 197
6　Ⅲ a Ⅴ A － 2　　 e － 1 目線 部 縄 文 199

16．7 「Ⅲ a Ⅴ C … 3　 d … 2 序 縁部 縄 文 200 I

168 Ⅲ a Ⅳ C － 3　 C － 5 亘 磯 部 縄 文 201
169 Ⅲ a Ⅴ B － 3　　 e － 2 ！口縁 部 縄 文 2 02
170 Ⅲ a Ⅲ E － 4　 b － 2 口縁 部 縄文 i 20 3

171 Ⅲ a IV E － 3　 a － 5 目線部 縄 文 ！20 5

172 Ⅲ a IV D － 4　 d － 2 ＝縁部 縄 文 206
173 序 a Ⅴ D － 3　 e － 1 目線部 縄 文 207
1 74 Ⅲ a Ⅴ F － 2　 b － 4 目線部 縄 文 2 09

175 Ⅲ a Ⅳ A － 4　　 e － 2 目線部 縄 文 2 12
176 Ⅲ a Ⅴ D － 5　　 e … 1 目線 部 無文 22 1
177 Ⅲ a Ⅴ C － 3　 d … 1 目線 部 沈線 文 223
178 Ⅲ a Ⅴ A － 4　　 e － 2 ロ縁部 沈線 文 ◎縄文 224
179 Ⅲ a Ⅴ D － 2　 e － 1 口縁部 沈 線文 ◎縄 文 ◎無文 帯 あ り 2 25
塑

18 1

Ⅲ a Ⅲ F － 2　 b － 2 胴　 部 沈 線文 ◎縄 文 ◎無文 帯 あ り 22 6

Ⅲ a I C － 3　 C － 4 胴　 部 沈線 文 ◎縄 文 ◎無文 帯 あ り 22 7
i182

183

18 4

Ⅲ a Ⅴ D － 5　 b － 1 胴　 部 沈線 文 ◎縄文 ◎無文帯 あ り 228

Ⅲ a Ⅲ E － 4　 b … 2 口縁部 沈線 文 ◎縄文 232 i

Ⅲ a Ⅲ F － 4　 a － 1 口綾部 沈 線 文 ◎縄 文 233
18 5 Ⅲ a Ⅴ C － 5　 d － 4 目線部 沈 線文 ◎縄 文 234 ！

18 6 Ⅲ a Ⅲ E － 5　 b － 2 胴　 部 沈 線文 ◎縄 線文 235

18 7 Ⅲ a Ⅳ C 1 3　 e － 2 目線 部 沈線 文 ◎縄 文 2 36
i188 Ⅲ a Ⅴ C － 2　 d － 5 目線 部 沈線 文 ◎縄文 23 7
恒 9 Ⅲ a Ⅴ D － l　 d － 2 胴　 部 沈線 文 ．238 精 製土 器

190 Ⅲ a Ⅴ B － l　 c － 3 目線部 沈 線 文 ◎縄文 239

19 1 Ⅲ a Ⅲ D … 4　 a － 4 目線部 沈 線文 240
192 Ⅲ a Ⅴ C － 5　 d － 4 目線 部 沈 線文 ◎縄 文 ◎無文 帯 あ り 24 1
193 Ⅲ a Ⅲ A － 3　 d － 2 沈線 文 24 2 土製 品 ？
恒 4 Ⅲ a Ⅳ B － 2　 b － 4 口綾 部 沈線 文 ◎縄文 24 3
i195 Ⅲ a Ⅴ B － 3　 e － 1 目線部 無文 24 5
恒 6 Ⅲ a Ⅲ D － 4　　 C － 4 胴　 部 沈 線文 24 6 文 様 は焼成 後 に施す
i19 7 Ⅲ b Ⅱ A － 2　 e － 5 目線部 沈 線文 ◎縄 文 ◎無文 帯 あ り 24 7
恒 8 ヱV a Ⅳ C － 3　 d － 1 目線部 沈 線文 ◎縄 文 248
恒 9 Ⅳ a Ⅲ A － 2　 C － 4 目線 部 沈線 文 ◎貫通 孔 258
i200 i

庫 l i

I20 2 i

庫 3 ！

i2叫

庫 5 i

i2叫

！2叫

！208 i

i2叫

210 i
恒 1 i

i2 12！

恒 3！

恒 4 i

i215 i

恒 6 ！

Ⅳ a i Ⅲ B － 1　 a － 5 口縁 部 沈線 文 ◎縄文 25 9
Ⅳ a Ⅳ D － 3　 b － 5 目線叫 沈線 文 ◎縄文 260
Ⅳ a Ⅳ D － 1　 e － 2 胴　 部 沈 線文 ◎縄 文 26 1

Ⅳ a E i E － 4　 b － 2 日録部 縄 文 ◎無文 帯 262
Ⅳ a Ⅱ i B … 2　 e － 5 目線 部 突 瘡文 ◎沈 線文 ◎縄 文 265
Ⅳ a Ⅲ A － 2　　 C － 1 目線 部 沈線 文 ◎縄 文 266

Ⅳ a Ⅴ B － 3　 C 一一5 目線 部 沈線 文 ◎縄文 267
Ⅳ a i Ⅳ A － 1　 b － 2 目線 部 沈線 文 ◎縄文 2 68
Ⅳ a i Ⅱ i C － 2　 e － l I目線部 沈 線 文 ◎縄文 26 9
Ⅳ a i Ⅲ C － 2　 d － 5 i 目線部 沈 線文 ◎縄 文 270
Ⅳ a i Ⅱ A － 4　 e － 2 ！目線 部 沈 線文 ⑳縄 文 27 1
Ⅳ a i Ⅱ D － 2　 d － 2 ！目線 部 沈線 文 ◎縄文 272
Ⅳ a i Ⅲ C － 2　 a － 3 i 口縁 部 沈線 文 ◎縄文 2 73
Ⅳ a i Ⅱ E － 4　 a － 1 ロ綾部 沈線 文 ◎縄文 2 74
Ⅳ a i Ⅲ D － 2　 d － 3 口縁部 沈 線文 ⑳縄 文 26 5
Ⅳ a i Ⅲ C － 3　 b － 2 目線部　 ′縄 文 ◎無文 帯 27 7
Ⅳ a i Ⅳ i E － 4　 e つ ！口縁 部　 ′縄線 文 ◎縄 文 278

79



表Ⅲ一4　拓本土器一覧表（5）

‰ 分類 層位 ダリット名 部　 位 文　　　　　　　 様 図番 備　　　　 考

217 IV a Ⅱ F －4　　a － 1 目線部 縄線文 ◎縄文 281

218 Ⅳ a Ⅱ D －2　　a － 1 目線部 縄線文 ◎縄文 ◎無文帯あり ‡282

219 Ⅳ a Ⅲ B －2　 d －4 目線部 縄線文 ◎縄文 ◎無文帯あり 283

220 Ⅳ a Ⅱ D － l　 d …5 目線部 縄線文 ◎沈線文 285

221 Ⅳ a Ⅳ C －6　 a － 1 目線部 縄線文 ◎縄文 286

222 Ⅳ a Ⅱ C － l　 b －3 目線部 縄線文 ◎縄文 287

223 Ⅳ a Ⅴ D －2　　d －5 日縁部 縄線文 ◎縄文 288

224 Ⅳ a Ⅲ D －3　 d －1 口縁部 縄線文 ◎縄文 ◎無文帯あり 289

225 Ⅳ a Ⅴ C －4　 a …2 口縁部 縄線文 ◎縄文 290

226 Ⅳ a Ⅱ D － 1　 e －5 目線部 縄線文 ◎縄文 291

227 Ⅳ a Ⅲ B －2　　C －2 目線部 縄線文 ◎縄文 ◎無文帯あり 293

228 Ⅳ a Ⅱ D － l　 c －5 口縁部 実感文 ◎沈線文 295

229 Ⅳ a Ⅳ C －3　 d － 1 目線部 実感文 ◎沈線文 ◎縄文 296

230 Ⅳ a 目線部 突癌文 ◎沈線文 ◎縄文 299

231 Ⅳ a 皿 C － 1　 e －2 口縁部 実感文 ◎沈線文 ◎縄文 300

232 Ⅳ a Ⅱ C － 1　 d －3 口縁部 実感文 ◎沈線文 ◎縄文 301

233 Ⅳ a 由 E －4　　d －4 口綾部 実感文 ◎沈線文 ◎縄文 302

234 Ⅳ a Ⅲ A 一一2　　d －2 目線堅 ＿突瘡文 ⑳沈線文 ◎縄文 305

235 Ⅳ a C －2 目線部 突癌文 ◎沈線文 ◎縄文 306

236 Ⅳ a I 口縁部 突癖文 ◎沈線文 ◎縄文 307

237 Ⅳ a Ⅱ D －4　 b － 1 目線部 実感文 ◎沈線文 ◎縄文 308

238 IV a Ⅱ D － 1　 C －2 ‖縁部 実感文 ◎沈線文 ◎縄文 309

239 Ⅳ a Ⅴ A －3　 b －2 目線部 実感文 ◎縄文 310

240 Ⅳra 皿 D －2　　a －4 口綾部 実感文 ◎縄文 311

241 Ⅳ a Ⅲ A －3　 b －1 口縁部 実感文 ◎縄文 312

242 Ⅳ a Ⅱ D － 1　 e －4 目線部 実感文 ◎縄文 313

243 Ⅳ a Ⅱ D － 1　 d －4 目線部 実感文 ◎縄文 314

244 Ⅳ a Ⅴ C －2　　a －3 目線部 実感文 ◎縄文 315

245 Ⅳ a Ⅲ D －2　　a －2 目線部 実感文 ◎縄文 316

246 Ⅳ a Ⅳ． C － 1　 d －3 口縁部 突癖文 ◎沈線文 ◎縄文 317

247 Ⅳ a Ⅱ D －4　　e －3 目線部 突瘡文 ◎縄文 318

248 Ⅳ a Ⅲ D －3　 b －3 目線部 突瘡文 ◎縄文 319

249 Ⅳ a Ⅱ B －2　　a －5 口綾部 実感文 ◎縄文 320

250 Ⅳ a Ⅱ C －3　　a － 1 口縁部 突瘡文 ◎縄文 321

251 Ⅳ a Ⅲ A －2　　b －4 目線部 実感文 ◎縄文 322 i

l

l

252 ］Ⅳa Ⅳ C －3　　d － 1 口縁部 実感文 ◎沈線文 ◎縄文 324

253 Ⅳ a Ⅱ D －3　　a －5 口縁部 突瘡文 ◎沈線文 ◎縄文 325

254 Ⅳ a Ⅲ B － 1　 b －2 ロ縁部 突瘡文 ◎沈線文 ◎縄文 326

255 Ⅳ a Ⅳ B －2　　b －4 目線部 突癌文 ◎沈線文 ◎縄文 327

256 Ⅳ a Ⅲ C － 1　 e －2 目線部 実感文 ◎沈線文 ◎縄文 329

257 Ⅳ a Ⅱ A －2　　a －4 目線部 突癖文 ◎沈線文 ◎縄文 330

258 Ⅳ a Ⅱ A －3　　 C －2 口縁部 実感文 ◎縄文 331

259 ］Ⅳa Ⅱ D － l　 d －4 日録部 実感文 ◎沈線文 ◎縄文 1 332

260 Ⅳ a Ⅲ D － 1　 C －3 目線部 実感文 ◎沈線文 ◎縄文 ◎無文帯あり 334

261 Ⅳ a Ⅱ B －2　　b －4 口縁部 突癖文 ◎沈線文 ◎縄文 ◎無文帯あり 335

262 Ⅳ a Ⅲ A － 1　 a －4 口縁部 実感文 ◎沈線文 ◎縄文 337

263 Ⅳ a Ⅲ A － 1　 e －4 目線部 突癖文 ◎沈線文 ◎縄文 338

264 IV a Ⅲ D －3　　e －5 口綾部 突癌文 ◎縄文 340

265 Ⅳ a Ⅱ D －4　　d －4 口縁部 実感文 ◎縄文 342

266 Ⅳ a I B －5 目線部 突瘡文 ◎縄文 343

267 Ⅳ a Ⅱ C － 1　 C －4 口縁部 突癌文 ◎縄文 344

268 Ⅳ a l Ⅱ D － 1　 a －3 目線部 突癖文 ⑳縄文 345

269 Ⅳ a Ⅱ F －4　　 C －4 目線部 突瘡文 ◎縄文 346

270 Ⅳ a Ⅳ C － 1　 C －3 口縁部 実感文 ◎縄文 348
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表Ⅲ一線　拓本土器一覧表（6）

No． 分類 層位 ブ リット名 部　 位 文　　　　　　　 様 図番 備　　　　 考

271 IV a Ⅲ D － 1　 C …3 目線部 突瘡文 ⑳縄文 350

272 Ⅳ a Ⅲ C －3　 b －1 目線部 突瘡文 ⑳縄文 351

273 Ⅳ a Ⅲ D －l　 d － 3 目線部 突瘡文 ◎縄文 ◎無文帯あ り 352

274 Ⅳ a Ⅱ B － 2　　b － 5 ロ縁部 実感文 ⑳縄文 ⑳無文帯あ り 353

275 Ⅳ a l Ⅲ B … 2　　d － 5 目線部 実感文 ◎縄文 354
l

276 Ⅳ a Ⅲ B － 2　　e －2 目線部 突瘡文 ◎縄文 355

277 Ⅳ a Ⅲ A － 1　 e －2 目線部 縄文 360

278 Ⅳ a Ⅳ E －4　　d －2 口縁部 縄文 ◎無文帯あ り 361

279 Ⅳ a Ⅴ F －2　　a －2 口綾部 縄文 364 縄文時代後期の可能性もあり

280 Ⅳ a Ⅲ A －2　　a －2 ＝縁部 縄文 365

281 Ⅳ a Ⅲ A －4　　e － 1 目線部 撚糸文 ◎無文帯あ り 370

282 Ⅳ a Ⅲ C － 2　　a －4 目線部 縄文 ◎無文帯 あり 371

283 ヱV a Ⅲ D － 2　　b －4 目線部 縄文 ◎無文帯 あり 372

284 Ⅳ a Ⅱ B … 3　 e － 5 口縁部 沈線文 ◎帯縄文 375

285 Ⅳ a Ⅲ A … 1　 b －2 ＝縁部 沈線文 ◎帯縄文 ◎無文帯あ り 376

286 Ⅳ a Ⅲ E －4　　b －2 目線部 沈線文 ◎帯縄文 377

287 IV a Ⅱ C －3　　a … 1 口縁部 沈線文 ◎帯縄文 380
！288 Ⅳ a Ⅱ A －2　　a －2 目線部 沈線文 ◎帯縄文 379
！289 Ⅳ a Ⅳ B －4　　a …3 胴　 部 沈線文 ◎帯縄文 380
！290 Ⅳ a C －2 目線部 沈線文 ◎帯縄文 381
函 1 IV a Ⅱ A － 1　 a － 2 目線部 円形刺突文 ◎沈線文 ◎縄線文 ◎帯縄文 382

292 ヱV a I D … 5　　C －4 日縁部 縄線文 ◎帯縄文 ◎無文帯あり 383

293 ］Ⅳa Ⅱ A － 2　　a － 2 目線部 縄線文 ◎帯縄文 384

294 Ⅳ a Ⅲ A … 3　　C … 1 日綾部 縄線文 ⑳帯縄文 ◎無文帯あり 385
i295 Ⅳ a Ⅱ A － 2　 a －5 口縁部 突癌文 ◎帯縄文 386
！296 Ⅳ a Ⅱ A －2　 b －5 ＝縁部 突癌文 ◎帯縄文 387
！297 Ⅳa Ⅲ B － 1　 a －5 ＝縁部 突瘡文 ◎帯縄文 388
！298 Ⅳ a 表　　　 採 目線部 突瘡文 ◎帯縄文 390
i299 Ⅳ a Ⅳ A － 4　　e －3 口縁部 突瘡文 ◎帯縄文 391
庫 0 IV a Ⅲ B － 3　　e … 5 口綾部 突瘡文 ◎帯縄文 392
庫 1 Ⅳ a Ⅲ C － 3　　C － 2 ＝縁部 突瘡文 ◎帯縄文 393
！302 Ⅳ a Ⅲ A － l　 d － 2 口綾部 突癌文 ◎帯縄文 394

303 Ⅳ a Ⅱ B － 3　　C － 1 口縁部 突瘡文 ◎帯縄文 395

304 Ⅳ a Ⅱ D － 5　 b －3 目線部 帯縄文 409

305 Ⅳ a Ⅱ B …2　　C －4 目線部 帯縄文 410

306 IV a Ⅲ A －4 目線部 帯縄文 411
庫 7 i

庫 8 1

！309 1

恒 0 ！

恒 1 i

i312 i

恒 3i

恒 4 ！

315 i

3吋

317 i

318 i

3吋

320！

321

322
！323 ！

！324 ！

JV a Ⅱ B －3　 d － 1 目線部 帯縄文 412

i

I

I

i

Ⅳ a Ⅲ B －1　 C －3 目線部 帯縄文 413
Ⅳ a l Ⅱ C － 1　 C － 4 目線部 帯縄文 414

Ⅳ a Ⅱ B － 4　 b － 3 目線部 帯縄文 415

Ⅳ a Ⅱ B － 2　　C － 5 目線部 帯縄文 416

Ⅳ a B － 3　　d － 1 口綾部 帯縄文 417

Ⅳ a Ⅱ B －3　 d － 5 目線部 帯縄文 418

Ⅳ a i A － 1　 a －2 口綾部 帯縄文 419

Ⅳ a Ⅲ ！A － 1　 b －4
i
目線部 帯縄文 420

Ⅳ a Ⅱ ！B － l　 a －5 目線部 帯縄文 421

Ⅳ a Ⅲ ！A －1　 b －2 目線部 帯縄文 422

Ⅳ a Ⅳ ！A － 1 b … 2 i 目線部 帯縄文 ◎無文帯あ り 423

Ⅳ b Ⅲ i C － 3　 d － 2 i 目線部 沈線文 429

Ⅳb Ⅲ ！C つ　 e － 3 i目線部 沈線文 430
Ⅳ b I ！D －3　　 ！口縁部 沈線文 ◎列点文 431
Ⅳ b i Ⅲ ！A － 1 e －5 ！目線叫 沈線文 ◎列点文 432
Ⅳ b ！ Ⅱ ！F －4　　 ！目線叫 沈線文 433
Ⅳ b ！ Ⅱ ！A －3　 e －4 1 口縁叫 沈線文 ◎縄文　　　　　　　　 i 434 1
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表Ⅲ－4　拓本土器一覧表（7）

No． 分類 層位 ダ リット名 部　 位 文　　　　　　　 様 図番 備　　　　 考

325 Ⅳ b Ⅱ E －4　　 e － 1 「1線部 沈線文 ◎列点文 435

326 Ⅳ b Ⅲ B － 3　　C －4 口縁部 沈線文 437

327 Ⅳ b Ⅲ C － 2　　e － 3 口縁部 沈線文 ・列点文 ・縄文 440

328 Ⅳ b Ⅲ B － 1　 d － 5 胴　 部 沈線文 ◎縄文 442

329 Ⅳ b Ⅲ A － 7　 d － 1 胴　 部 沈線文 ◎縄文 443

330 Ⅳ b Ⅲ C －4　 d … 1 胴　 部 沈線文 ◎縄文 ［444

331 Ⅳ b Ⅲ E －4　　e － 1 胴　 部 貼付瘡 ◎沈線文 ◎縄文 445

332 Ⅳ b Ⅱ A －3　 d －2 胴　 部 沈線文 ◎縄文 446

333 Ⅳ b Ⅳ C －4　 C －2 胴　 部 沈線文 ⑳縄文 447

334 Ⅳ b Ⅲ A ～3　 b －4 目線部 縄文 ◎沈線文 ◎無文帯 あり 451

335 Ⅳ b Ⅱ D －2　 b －2 目線部 沈線文 ◎縄文 ◎列点文 ◎無文帯あ り 453

336 Ⅳ b Ⅲ D － 1　 b － 4 口縁部 沈線文 ◎縄文 ◎無文帯あ り 454

337 Ⅳb Ⅱ D － 5　　a － 2 日録部 沈線文 ⑳縄文 ◎無文帯あ り 455

338 Ⅳ b Ⅱ A － 4　　d － 1 目線部 沈線文 ◎縄文 ◎無文帯あ り 456

339 ：Ⅳb I C l l ＝縁部 沈線文 ◎縄文 463

340 Ⅳ b Ⅲ D － 1　 b － 3 口綾部 沈線文 ◎縄文 ◎無文帯あり 464

341 Ⅳ b Ⅲ E － 3　　C … 3 口縁部 沈線文 ◎無文帯あり 465

342 Ⅳ b 皿 D － 2　　b － 3 目線部 沈線文 ⑳無文帯あり 466

343 Ⅳ b Ⅴ E － 3　　b － 5 口縁部 沈線文 ◎縄線文 ◎縄文 ◎無文帯あり 467

344 Ⅳ b Ⅲ D － 5　　a － 2 胴　 部 沈線文 ◎列点文 470

345 Ⅳ b Ⅱ A －4　 d － 1 胴　 部 沈線文 ◎列点文 ◎縄文 ◎無文帯あり 471

346 Ⅳ b I F －4 口縁部 沈線文 ◎縄文 476

347 Ⅳ b Ⅴ D －2　　e －2 目線部 沈線文 ◎縄文 477 Ⅳ a の可能性 あり

348 Ⅳ b Ⅲ C － 1　 C －3 目線部 沈線文 ◎縄文 478

349 Ⅳ b Ⅱ D －4　　d －3 目線部 沈線文 ◎縄文 479

350 Ⅳ b Ⅱ E －4　　e －4 口綾部 沈線文 ◎縄文 480

351 Ⅳ b Ⅲ D －5　　a －4 ＝縁部 沈線文 の縄文 481

352 Ⅳb 皿 E r 4　　d －3 目線部 沈線文 ◎縄文 482

353 Ⅳ b Ⅲ D －4　　b －2 口縁部 縄文 483

354 Ⅴ I C －2 目線部 沈線文 ◎刻線文 493

355 Ⅴ I A －6 目線部 沈線文 494

356 Ⅴ Ⅲ C －6　 a －3 目線部 刻線文 495

357 Ⅴ I E － 4 目線部 沈線文 496

358 Ⅴ Ⅱ D － 4　　e － 2 口縁部 沈線文 497

359 Ⅴ I D － 3 目線部 段あり 498

360 Ⅴ Ⅲ E … 3　　a － 1 目線部 沈線文 499

361 Ⅴ I C － 3 底　 部 刻線文 503
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青苗B遺跡からは剥片類1179息礫類79点の計1258点が出土している。剥片石器と礫石器との比率は

礫石器が著しく少ない。剥片石器では機能の明瞭なものでは　削器が最も多いが，靴形や木葉形などの

定型的なものは少なく，不定形な剥片の縁辺に刃部を作出しただけのものが多い。石鉢は有柄のものが

殆どでラ　なかでも有柄凸基のものが最も多い。石銭は有柄で基端部の張り出すものヲ　石鉢の大きいもの

を石錆として扱った。石錐は剥片の一端に刃部を作出したのみのものと学　つまみ部が明瞭に作出された

ものがほぼ同数である。つまみ付きナイフは全点が剥片の縁辺のみを加工したものでタ切り出し状の形

態のものが多い。挟入石器は決りの部分に使用の結果と考えられる潰れが確認される。掻器は削器にみ

られる靴形を呈する形態のものがあるのが特徴である。Rフレイクは剥片の縁辺のみを加工しているも

のであり9　安山岩を使用しているものが比較的多い。

礫石器では石斧が最も多く出土している。石斧は扁平で片刃のものが多く含まれる。砥石は角柱状の

ものと扁平なものがあり9　そのなかには割れた状態で出土した大型の砥石が1点出土した。石鐘は有溝

石鐘と考えられるものが主点出土している。たたき石は端部に使用痕があるもゐであり9　中には‘‘トチ

むき石罪状の使用痕を持っものもある。石皿は使用痕が明瞭なすりくぼみ状となっているものである。

石鉄

230点が出土している。石質は貢岩156嵐黒曜石48息　チャート10点，安山岩各2息　玄武岩9嵐

メノウ3息　メノウ質貢岩1点である。形態別には有柄凸基81点警　衛柄平基6嵐有柄凹基摘点　無柄

凹基8嵐　無柄平基7息　柳葉形6息　菱形2点である。末製品は22点であり形態が不明な破片は路員

である。

且2⑳16は無柄凹鼠　3◎5～7◎9⑳18⑳19は有柄平基である。3は一方の基端部がやや短く作出さ

れている。5は腹面に原石面が残る。4◎8◎11◎13～15◎17は有柄凸基であり9　射ま縁辺のみの加工

である。1◎2は有柄凹基であり9　2は側線が内湾し，先端が著しく先細るものである。

Noの91⑳100はいずれも有柄凸基であり柄部にアスファルトが付着しているものである。

石錆

22点が出土している。石質は貢岩摘点　黒曜石2息　チャート2息安山岩3息形態別では，有柄

凸基12息　柳葉形1点などである。20～23◎25◎27⑳28◎30◎32⑳33は有柄凸基であり20⑳21◎25◎27

は柄端部の張り出すもの，20◎25◎27⑳30は柄下部の内湾するものである。24⑳31は有柄平基である。

26は異形のものであり柄下部が内湾し9　その両端が突起状に張り出す。29は柳葉状を呈している。21は

タール状のものが付着している。

（石鉢と石錆との区分の基準は91。有柄のもので基部が内湾し，基端部の張り出すものラ　2。有柄

で柄部が刺突部と較べて著しく細いもの，30　大型で有楓　刺実部が大きく外湾するもの9　5。大型の

もので柄部が大きく外湾するもの。5。大型のもの。以上の5つの条件を1つでも満たすものを石錆と

した。

∂3
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表Ⅳ一11石鍍一覧表（1）

No．層位 ブリット名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 右　 質 図番 備　　　　　 考

1 Ⅳ A －5　　 e －3 1 22．3 13．6 4．9 0．9 貢　 岩 有柄平基，先端欠損

2 Ⅳ B …3　 a － 3 2 23．3 14．3 3．7 「0 貢　 岩 有柄平基，先端 ◎基部欠損

3 Ⅳ B － 3　 d － 4 3 33．1 17．9 3．7 1．3 チャート 1 有柄凹基

i 4 Ⅳ C － 2　　 c w－4 4 42．0 ！ 21．7 ！ 4．3
2．3 貢　 岩 有柄乎基

5 Ⅳ C … 2　　 d － 2 5 3上6 16．9 5．3 2．2 貢　 岩 有柄凸基

6 IV C … 2　　 d － 3 6 25．1 11．4 3．5 0．7 黒曜石 有柄平基

7 Ⅳ C － 2　　 e － 5 7 20．8 14．5 2．7 0．9 貢　 岩 有柄乎基，先端欠損，習作

8 Ⅳ F －4　 b －3 8 26．7 15．4 4．0 上0 チャート 2 有柄凹基

9 Ⅴ A － 1　 C …5 9 3 1．3 10．9 10．9 1．6 貢　 岩 基部欠損

10 Ⅴ A －2　　 C － 1 10 3 1．4 11．8 4．1 L l 貢　 岩 有柄凸基

11 V A － 2　　 e －2 11 28．3 18．3 5．3 2．2 貢　 岩 3 有柄凸基

12 Ⅴ A －4　　 a －1 12 25．6 16．0 4．2 上2
；

黒曜石 有柄凸基，柄部欠損

13 Ⅴ A －4　　 d －2 13 28．7 13．5 4．2 上3 貢　 岩 4 有柄凸基

14 Ⅴ A －4　　 e … 3 14 30．3 18．3 6．1 2．1 貢　 岩 5 有柄乎基

15 Ⅴ B －1　 C … 3 15 29．0 15．3 5．9 1．5 貢　 岩 有柄平基

巨6 Ⅴ B － 1　 C － 3 16 28．6 16．9 5．0 2．1 チャート 有柄凸基

17 Ⅴ B － 2　　 a … 4 17 20．3 13．2 6．1 L 2 黒曜石 有柄平基

18 Ⅴ B … 2　　 e … 5 18 33．4 15．4 5．0 1．8 頁　 岩 有柄平基

19 Ⅴ B －3　 b － 2 19 23．3 12．2 4」 上0 頁　 岩 有柄凸基

20 V B － 3　　 C －3 20 17．3 11．1 4 ．3 0．7 貢　 岩 有柄凸基

［21 Ⅴ B …3　　 C －4 21 2 1．1 14．2 2．3 0．7 貢　 岩 有柄凸基

i22 Ⅴ B －3　　 d －2 22 2 3．6 13．2 4 ．7 2．0 貢　 岩 有柄平基

23 i V B … 3　　 d －4 23 3 2．5 ！ 16．6 4．9 2．0 貢　 岩 有柄乎基

－24 V B … 3　　 d －4 24 26．0 11．4 3．1 0．7 貢　 岩 有柄平基

25 Ⅴ B －3　 d －4 25 24．3 13．2 3．9 0．9 貢　 岩 有柄平基

26 V B － 3　 d －5 26 24．0 16．6 4．7 上7 頁　 岩 先端 ◎基部欠損

27 V B － 4　　 b －2 27 30．2 16．3 4．4 「2 頁　 岩 末製品

28 Ⅴ B － 4　　 C － 1 28 24．7 1 1．2 3．6 0．7 貢　 岩 有柄凸基

29 V B － 4　　 d … 1 29 19．3 13．8 ！ 3．1 0．6 黒曜石 有柄凹基，先端 ◎基部欠損

30 Ⅴ B －4　　 d － 1 30 26．9 12．9 4．1． 1．0 貢　 岩 有柄凸基，柄部欠損

31 Ⅴ B －r4　 e － 2 31 24．3 14．7 4．8 1．2 チャート 有柄凸基

32 Ⅴ B …5　　 d － 1 32 33．9 12．8 4．7 1．7 頁　 岩 有柄凸基

33 ！Ⅴ B －5　　 e － 1 33 26．3 12．5 4．2 1．1 貢　 岩 有柄凸基，柄部欠損

34 V B － 6 34 20．3 15．2 6．3 1．6 貢　 岩 有柄凸基，柄部欠損

35 Ⅴ C － l　 a －3 35 3 9．2 25．4 6．9 3．3 貢　 岩 6 有柄平基

36 Ⅴ C －1　 d － 1 36 4 3．1 2 4．5 7．7 4 ．7 貢　 岩 7 有柄平基

37 Ⅴ C －2　　 e －2 37 26．8 19．0 2．9 上3 頁　 岩 有柄平基，習作

38 ［

39 ！

V i

十

C －3　 a 十 日

C －3　 b つ ！

38 】

39 ！

16．6 13．2 3．8 0．7 貢　 岩 有柄凸基，先端 ◎基部欠損

25．4 10．1 2．7 0．6 貢　 岩 先端のみ

40 Ⅴ C … 3　 b … 1 40 28．2 1 7．1 5．0 1．9 貢　 岩 有柄凸基

41 v C － 3　　 C － 1 41 16．3 16．2 2．3 0．6 貢　 岩 有柄凸基，先端欠損

42 V C － 3　　 d － 1 42 19．1 10．1 3．7 0．6 貢　 岩 有柄平基，柄部欠損

43 Ⅴ C …4　　 C － 2 43 26．3 15．5 3．0 1．3 貢　 岩 有柄凹基，先端 ◎柄部欠損

44 Ⅴ C －4　　 d － 1 44 25．7 14．6 ［ 3．9 1．1 貢　 岩 有柄凸基，先端欠損

45 V I C － 4　　 d － 1 45 20．6 15．4 6．6 1．8 貢　 岩 末製品

46 Ⅴ C －4　　 d － 1 46 23．7 11．8 2．8 0．6 貢　 岩 有柄凸基，先端欠損

47 ！Ⅴ C －4　　 d － 1 47 28．3 13．6 5．5 1．2 貢　 岩 有柄平基

48 Ⅴ C －5　　 a －3 48 2 6．0 11．9 5．9 上4 黒曜石 有柄凸基，先端欠損

49 Ⅴ C －5　　 b － 1 49 3 9．1 14．9 3．9 2．0 貢　 岩 有柄凸基，習作

50 Ⅴ D －1　 a －4 50 3 5．4 14 ．4 4．1 1．3 貢　 岩 有柄平基

51 Ⅴ D － 1　 b － 3 51 2 1．5 15．7 4．2 1．2 貢　 岩 菱形

52 Ⅴ D － 1　 e － 3 52 30．0 12．3 4．8 1．1 貢　 岩 有柄平基，両側縁 に挟 りあり

53 Ⅴ D － 1　 e － 4 53 15．7 11．1 3．7 0．5 黒曜石 有柄平基，先端欠損

54 Ⅴ D － 2　　 a － 2 54 28．5 13．0 3．7 1．5 貢　 岩 有柄凸基，柄部欠損

∂5



表Ⅳ－12　石鍍一覧表（2）

No．層位 ダ リッ ト名 朗 番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

5 5 Ⅴ D － 2　　 b － 3 5 5 38 ．8 17 ．9 8 ．4 5 ．5 安 山岩 有柄 凸基

56 Ⅴ D － 2　 b － 3 56 26 ．7 14 ．2 3 ．7 1 ．2 チャート 有柄 乎基

57 Ⅴ D － 2　 d － 5 5 7 36 ．4 24 ．2 7 ．8 5 ．8 貢　 岩 有柄 凸基

58 Ⅴ D － 3　 b － 1 58 ！ 51 ．1 19 ・苧 10 ．2 8 ．3 貢　 岩 有柄 凸基

59 Ⅴ D － 3　　 C － 1 59 25 ．3 15 ．1 3 ．5 0 ．9 貢　 岩 有柄平 基， 先端 欠損

60 Ⅴ D － 3　　 C － 4 60 28 ．4 15 ．5 5 ．2 1 ．2 貢　 岩 有柄 凸基

61 Ⅴ D － 3　 e － 3 61 28 ．8 16 ．0 5 ．9 1．9 無曜 石 有柄平基 ， 先端 ◎基部 欠損

62 Ⅴ D － 4　 b － 1 62 38 ．0 10 ．7 3．7 1．4 貢　 岩 8 有 柄 凸基

63 Ⅴ D － 4　 b － 1 63 29 ．5 18 ．3 6 ．9 2 ．9 黒 曜石 有 柄凹基

64 Ⅴ D － 4　 b － 3 64 4 2．5 18 ．3 8 ．7 4 ．9 貢　 岩 有 柄凸基

6 5 Ⅴ D － 5　 C － 1 65 24 ．0 16．9 3 ．5 L l 貢　 岩 有 柄平基 ，先 端欠 損　　　　　 －

66 Ⅴ D － 5　 C － 3 6 6 20 ．0 14 ．5 4 ．7 1．0 貢　 岩 有柄 平基， 先 端柄 部欠損

6 7 Ⅴ D － 5　 d … 1 6 7 2 1．3 13．3 4 ．7 1．1 貢　 岩 有柄 凸基

68 Ⅴ D － 5　 d － 5 68 20 ．9 13 ．5 4 ．3 0 ．9 貢　 岩 有柄 平基， 先端 ◎柄 部欠 損

69 Ⅴ E － 1　 b － 4 69 19 ．3 12 ．6 4 ．0 0 ．8 黒 曜石 有柄 凸基， 花十 勝 を使用

70 Ⅴ E － 3　 b － 1 70 37 ．3 18 ．7 3 ．8 3 ．0 貢　 岩 有柄 凹基

7 1 Ⅴ E － 3　　 C － 3 7 1 45 ．4 25 ．3 8 ．3 5 ．2 貢　 岩 9 有柄平 基

72 Ⅴ E … 4　　 a － 2 72 30 ．0 17 ．8 5 ．1 2 ．7 玄武 岩 有柄 凸基， 先端 欠損

73 Ⅴ E － 4　　 a － 2 73 14 ．7 15 ．2 5 ．9 1 ．4 黒曜 石 有柄 凸基， 先端 欠損

74 Ⅴ E － 4　　 a － 4 74 17 ．6 17 ．8 2．6 0 ．8 貢　 岩 有柄平 基，先 端 欠損

75 Ⅴ F － l　 b － 5 75 19 ．3 12 ．4 4 ．6 0 ．8 黒曜石 有柄 凸基

76 Ⅴ F … 1　 b － 5 76 3 5．1 2 2．2 4 ．0 2 ．0 頁　 岩 末 製品

77 Ⅴ F － 1　 b － 5 77 19．8 15．6 4 ．9 1．1 玄武岩 有 柄平基 ，先 端欠 損

78 Ⅴ F － 1　 C － 5 78 2 1．1 16 ．7 4 ．9 L l 貢　 岩 有柄 平基， 先 端欠 損

79 Ⅴ F － 1　 b － 4 7 9 24 ．5 14 ．5 5 ．2 1．0 貢　 岩 有柄 平基

80 Ⅳ A － 2　　 C － 2 80 25 ．6 16 ．9 5 ．1 上7 頁　 岩 有柄 凸基， 柄部 欠損

8 1 Ⅳ A － 4　　 e － 3 8 1 35 ．6 20 ．9 6 ．0 4 ．4 貢　 岩 有柄 凸基， 先端 ◎柄 部欠 損

82 Ⅳ B － 2　　 C － 4 82 26 ．2 12 ．0 4 ．0 0 ．8 貢　 岩 有柄 平基

83 Ⅳ B － 4　　 a － 3 83 26 ．9 13 ．9 3 ．9 0 ．7 チャート 有柄 凸基

84 Ⅳ B － 4　　 a － 4 84 25 ．3 15 ．3 4 ．9 1 ．5 黒曜 石 有柄平 基， 柄部 欠損

85 Ⅳ B － 5　　 e － 1 85 20 ．4 14 ．1 2 ．3 0 ．4 貢　 岩 有柄 凹基， 柄部 欠損

86 Ⅳ B － 6 86 26 ．5 15 ．1 3 ．8 1 ．4 貢　 岩

】

i

l

l

無柄 凹基

87 Ⅳ B － 6 87 29 ．1 14 ．1 5 ．5 2 ．0 貢　 岩 末 製品 ，横長 剥 片 を使用

8 8 Ⅳ C － 1　 C － 4 8 8 18 ．7 12 ．8 4 ．2 1．0 黒曜 石 有 柄平基

8 9 Ⅳ C － 1　 C － 4 8 9 2 1 ．2 12 ．9 4 ．8 1．1 黒曜 石 有 柄凸基 ，柄 部欠 損

9 0 Ⅳ C － 2　　 a － 5 90 3 0 ．8 16 ．5 6 ．7 2 ．7 黒曜 石 有 柄平鼠 柄 部欠 損　　　 ！

9 1 Ⅳ C － 2　　 e － 5 9 1 4 5．8 19・5 ［ 1 1．1 8 ．4 貢　 岩 有 柄凸基 ，柄 部 ア スフ ァル ト着 ！

9 2 Ⅳ C － 4　　 a － 1 l9 2 19 ．8 r13 ．0 3 ．6 0 ．6 貢　 岩 有柄 平基　　　　　　　 ！

93 Ⅳ C － 4　　 C － 1 9 3 2 1．6 12 ．1 i 4 ．6 1．1 黒 曜石 有柄 凸基， 先 端欠 損　　　 】

94 Ⅳ C － 5　　 C － 4 94 29 ．1 19 ．9 7 ．2 3 ．5 貢　 岩 有柄 凸最 先 端欠 損　　　 ！

95 Ⅳ D － 1　 b － 4 95 16 ．3 15 ．0 4 ．8 1 ．1 黒 曜石 有柄 凸基， 先端 ◎基部欠 損　 1

96 Ⅳ D － 1　 d － 4 96 25 ．5 14 ．1 3 ．8 1 ．9 貢　 岩 有柄 平基　　　　　　　 】

97 Ⅳ D － 3　　 a － 4 97 29 ．2 16 ．1 3 ．2 1 ．5 黒 曜石 無柄 平基

98 Ⅳ D － 3　 a － 4 98 20 ．4 16 ．2 6 ．9 2 ．0 貢　 岩 有柄 平基， 先端 欠損

99 Ⅳ D － 3　 a － 4 99 28 ．1 12 ．4 5 ．0 1 ．5 貢　 岩 有柄平 基， 柄部 欠損

100 Ⅳ 0 － 3　　 a － 5 100 30 ．1 18 ．1 6 ．8 2 ．6 頁　 岩 有柄 凸基， 柄部 アス フ ァル ト着

101 Ⅳ D － 3　　 e － 3 101 36 ．8 20 ．5 5 ．2 4 ．1 貢　 岩 末 製 品

102 Ⅳ D － 4　　 d － 1 102 23 ．7 13 ．1 3 ．9 0 ．8 貢　 岩 基 部欠 損

103 Ⅳ D － 4　　 d － 2 103 3 7 ．5 13 ．5 6．2 2．8 貢　 岩 有 柄平 基

104 Ⅳ D － 4　　 e － 1 10 4 34 ．2 16 ．4 7．1 2．8 黒曜石 無 柄凹基

10 5 Ⅳ D － 4　　 e － 4 10 5 50 ．0 2 3 ．5 11．4 10 ．6 安 山岩 有 柄凸基

106 Ⅳ E － l　 a － 4 10 6 10 ．6 9．7 3 ．4 0 ．3 黒 曜石 柄部 片 ？

107 Ⅳ E － 2　　 d － 2 10 7 29 ．1 11．4 2 ．7 1．0 玄 武岩 有柄 凸基

108 Ⅳ E － 3　 a － 5 108 37 ．6 16 ．5 6 ．3 2 ．6 貢　 岩 有柄 平基 ，末 製品

∂6



表！Y・1　右鉱一1覧衷（3）

N o．

1 0 9

層位

Ⅳ

グ リ ッ ト名

E － 3　 a － 5

遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図 番 備　　　　　 考

10 9 2 9 ．5 14 ．4 6 ．7 2 ．2 メノウ質頁岩 有 柄 凸 基 ， 末 製 品

1 10 Ⅳ E － 4　　 a － 1 1 1 0 3 5 ．5 15 ．5 8 ．1 3 ．3 黒 曜 石 有 柄 凸 基

11 1 Ⅳ E － 4　　 a － 1 1 1 1 2 5 ．2 1 4 ．1 3 ．3 1 ．0 メ ノ ウ 有 柄 平 基

11 r） TTT T「　　　　J　　　　rヽ 　　　　1 1 1∩ （‘1n　n 1　rヽ 　　′‘ヽ J　　　°一一▼ 1rJ　　　　　　　　．1． 一．・J＿t＿一　¶－．′⊥⊥乙　　lV じ　－　斗　　　α　－　⊥ ⊥⊥∠ ∠3．0 1∠．凸 4．イ 上4 貝　 右 変形

113　Ⅳ E － 4　　 a － 2 113 2 7．5 16．1 4 ．3 上9 貢　 岩 ！ ！有 柄 凸基， 先端 欠損

i有 柄凹 基， 両側 線 に挟 りあ り

i有柄 凹基 ，柄 部欠 損

114　 Ⅳ E － 4　 a － 2 114 3 2．6 14．5 3．8 1．5 貢　 岩 ！

1 15 ］Ⅳ E － 4　 a － 2 1 15 25．8 12．5 4．2 1．0 黒 曜石 i

1 16 Ⅳ E － 4　 a － 2 116 33．5 17．1 6．7 3．1 頁　 岩 ！ 有柄 凸基 ，柄 部欠 損

117

118

119

12 0

Ⅳ E － 4　 a － 2 117 26．2 12．8 4．3 1．3 頁　 岩 有柄 凸基， 末製 品

Ⅳ E － 4　 C － 2

E － 4　 d － l

E － 4　 d － 1

118 31．3 16．6 5．0 2．3 玄武 岩 有 柄 凸基， 先端 欠損

Ⅳ 119 19．2 15．4 3．7 0．7 貢　 岩 有柄 平基

Ⅳ 12 0 2 7．0 16．1 6．7 2．1 黒曜 石 有柄 凸基 ，先 端欠 損

12 1

122

123

124

I甘 序 － 4　 e つ

i E － 4　 e － 3

i F － 4　 a － 3

序 － 4　 C － 3

12 1 30．1 17．9 6．2 2．9 貢　 岩 有柄 平基， 先端 ◎基部 欠損

！Ⅳ

I汀

iⅣ

122 49．1 16．6 9．6 6．9 貢　 岩 有柄 凸基， 先端 欠損

123

1′24

23．9 10．8 3．9 0．8 黒 曜石 有柄 凹基

34．5 14．3 5．6 2．0 貢　 岩 有柄平 基

12 5 Ⅲ A － 4　 a － 1 12 5 3 2．3 14．8 5．2 2．0 貢　 岩 末製 品

126 Ⅲ A － 4　 b － 1 126 2 5．4 13．9 3．4 1．3 貢　 岩 末 製品

12 7 Ⅲ A － 4　 d － 3 127 3 1．0 15．6 4．0 1．9 貢　 岩 基 部欠損

128 Ⅲ A － 4　 d － 4 128 19．0 18．8 2．9 2．0 貢　 岩 先端 欠損

129 Ⅲ A － 4　 e － 2 129 4 0．1 19．9 4．6 3．2 貢　 岩 未製 品

13 0 Ⅲ B － 1　 a － 2 130 5 2．0 21．5 6．6 6．0 貢　 岩 未 製 品

13 1 Ⅲ B － 2　　 a － 1 13 1 18．5 12．8 4．2 1．0 チャート 基 部欠 損

132 Ⅲ B － 2　　 b － 1 132 39．9 16 ．3 4．8 2．7 貢　 岩 柳葉 形

柳葉 形

有柄 平基， 未 製品

有 柄平 基

有 柄 凸基

133 】Ⅲ B － 3　　 b － 1 133 3 1．1 12．7 6．1 2．7 貢　 岩

134 Ⅲ B － 3　　 e － 1 134 37．0 19．0 6．9 4．1 貢　 岩

135 Ⅲ B － 3　 e － 2 135 31．9　　 14．1 3．4 1．1 貢　 岩 10

13 6

13 7

138

139

14 0

Ⅲ B － 5　 e － 1 136 3 9．8 14．9 3．8 1．8 貢　 岩 11

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

C － 3　 C － 4

C － 4　　 e － 4

D － 1　 d － 2

D － 1　 d － 5

13 7 26．7 16．9 5．9 2．9 貢　 岩 基 部欠損

138 24．2 16．3 3．4 1．3 貢　 岩 末 製品

139 27．8 15．6 4．0 上7 貢　 岩 有柄 凸基

140 18．6 8．9 2．7 0．4 貢　 岩 有柄 平基 ，先 端欠 損

有柄 凸基， 先端 ◎柄 部欠 損

無 柄平 基

4 1 Ⅲ D － 1　 d － 5 14 1 20．5 14．6 5．1 1．6 貢　 岩

4 2 Ⅲ D － 1　 e － 1　 14 2 3 5．4 18．2 6．9 3．8 黒曜 石

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

！

叫

44 ！

叫

4 6 i

4可

48 ！

49 i

叫

叫

叫

叫

54 i

叫

56 i

7 1

8 ！

9 i

0 ！

1 ！

2！

営 1

Ⅲ ！

可

Ⅲ ！

鵡 ：

肘 1

中

正 I

M I

m I

可

尉 I

雷 I

黒 ：

Ⅲ i

可

Ⅲ ！

可

可

可

D － 1　 e － 2　 14 3 24．6　　 14．3 4．2 1．5 黒曜 石 無 柄平 基， 先端 欠損

D － 3　 a － 4　 144 26．8 i ll．9 3．8 1．3 貢　 岩 基部 欠損

D － 3　 b － 1 145　　 30．1　 12．9 2．9 上1 貢　 岩 木葉 形

D － 3　 e － 2　 146　　 25．3　 12．2 7．2 2．0 貢　 岩 有柄 凹基

D … 4　 b － 2　 147　　 28．1　 13．0 4．6 上3 黒 曜石 末製 品

D － 4　 d － 2　 14 8　　 16．8　　　 7．9 2．4 0．3 黒曜 石 習作

D － 4　 e － 3　 14 9　　 15．0　 11．3 3．1 0．4 ！黒曜 石 有 柄平 基， 先端 欠損

D － 4　 e － 3 i 150 ！ 23．7　 15．8 6．1 1．4 黒 曜石 有 柄平基 ，先 端欠 損

E － 2　 a つ 15 1 i 45．9 ！ 14．3 4．6 2．3 貢　 岩 柳葉 形

E － 3　 a … 2 152 】 29．5 ！ 18．4 3．9 1．8 黒 曜石 基部 欠損

E － 3　 b － 1 153 26．4　　 12．0 3．0 0．8 貢　 岩 有柄 平基， 柄部 欠損

E － 4　 a － 3　 15 4　　 2 2．5　 13．7 4 ．0 1．1 貢　 岩 有柄平 基， 先端 欠損

E … 4　 b － 2　 15 5　　 32．8　 18 ．2 9．5 3．4 i黒曜 石 有 柄 凸基

E － 4　 b － 2　 156　　 23．1　　 2．0 4．7 1．1 黒 曜石 有 柄途 付 き，先端 ◎基 部欠 損

E － 4　 C － 3 15日　 48．5　 23．0 10．0 8．7 貢　 岩 有 柄凸基

E － 4　 C － 3 158 ！ 29．8 ！ 16．7 5．1 1．9 貢　 岩 有柄 平基

E － 4　 e － 2 15 9 i 4 4．5 ！ 19．1 9．2 4．0 貢　 岩 有柄 凸基

E u－5　 C － 1 16 0　　 2 2．6　 16．1 2．3 0．6 貢　 岩 有 柄平 基

E － 5　 d － 1 16 1　　 25．6　 10．1 3．6 0．7 貢　 岩 有 柄 凸基

A － 2　 a － 2　 162　　 45．1　 16．0 5．3 4．3 ！貢　 岩 柳 葉形
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哀上も’一一i4　惹鉱一1覧哀（乙）

No． 層位 グ リ ッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図 番 備　　　　　 考

163 Ⅱ A － 2　　 b － 4 163 25 ．6 16 ．9 5 ．1 上7 貢　 岩 有 柄 凸 基 ， 柄 部 欠 損

164 Ⅱ A － 3　 a 1 2 164 3 3 ．9 16 ．2 3 ．5 1 ．6 貢　 岩 12 有 柄 凹 基 ， 柄 部 欠 損

165 Ⅱ A － 3　 b － 1 165 4 7 ．7 20 ．0 6 ．6 4 ．1 貢　 岩 13 有 柄 凸 基

166 Ⅱ A － 3　 b － 1 166 2 8 ．4 14 ．5 5 ．0 2 ．3 頁　 岩 柳 葉 形 ， 先 端 欠 損

167 Ⅱ A － 3　 C － 2 167 26 ．3 14 ．8 3 ．9 6 ．4 チャート 14 有 柄 凸 基

168 Ⅱ A － 2　 C － 5 168 4 7 ．7 22 ．6 5 ．3 6 ．4 頁　 岩 末 製 品

169 Ⅱ A － 3　 d － 2 169 19 ．4 14 ．3 2 ．9 0 ．7 貢　 岩 有 柄 平 基 ， 先 端 欠 損

170

17 1

Ⅱ

Ⅱ

A － 4　 b － 1 170 27 ．8 16 ．4 3 ．4 1 ．2 貢　 岩 末 製 品

B － l　 a － 5 171 15 ．3 10 ．8 2 ．4 0 ．8 貢　 岩 先 端 部 の み

3 ．0 0 ．9 黒 曜 石 有 柄 凸 基 ， 先 端 ◎柄 部 欠 損
172

173

174

Ⅱ B － l　 d － 4 172 20 ．3 l L O

Ⅱ B － 1　 d － 4 173 3 上7 18 ．4 3 ．4 2 ．3 貢　 岩 末 製 品

丑 B － 2　 d － 4 174 22 ．1 15 ．5 3 ．7 1 ．0 貢　 岩 有 柄 平 基

175 Ⅱ B － 3　 d － 3 175 36 ．7 22 ．5 6 ．6 4 ．1 貢　 岩 木 葉 形

176 Ⅱ B － 4　 a － 1 176 25 ．0 15 ．2 8 ．8 2 ．6 貢　 岩 有 柄 凸 基 ， 先 端 欠 損

177 Ⅱ B － 4　　 a － 1 17 7 28 ．7 13 ．4 5 ．2 1 ．7 玄 武 岩 有 柄 凸 基 ， 先 端 欠 損

178 Ⅱ B － 4　 d － 3 178 26 ．7 1 1．5 4 ．3 1 ．5 黒 曜 石 末 製 品

179 Ⅱ B － 4　 e － 3 179 46 ．2 23 ．5 6 ．3 5 ．6 貢　 岩 無 柄 凹 基

180 Ⅱ B － 6　 e －－ 5 180 26 ．7 10 ．1 2 ．5 0 ．5 貢　 岩 柳 葉 形

18 1 Ⅱ C － 2　 b － 4 18 1 19 ．8 13 ．8 4 ．1 0 ．7 貢　 岩 有 柄 平 基 ， 先 端 欠 損

182 Ⅱ C － 3　 a － 1 1、82 35 ．2 18 ．0 5 ．3 3 ．0 黒 曜 石 無 柄 平 基

183 Ⅱ C － 3　 b － 1 183 28 ．9 15．8 4 ．7 2 ．3 貢　 岩 先 端 ◎基 部 欠 損

184 Ⅱ C － 3　 b … 1 184 28 ．5 19．3 5 ．1 2 ．2 貢　 岩 無 柄 平 基

18 5

18 6

18 7

188

18 9

Ⅱ C － 5　 a － 3 18 5 33 ．1 10 ．1 5 ．0 上5 貢　 岩 15 有 柄 凸 基

Ⅱ C － 5　 b － 1 18 6 33 ．2 13 ．0 2．9 1．1 黒 曜 石 16 無 柄 凹 基

Ⅱ
圭

C － 5　 b － 4 18 7 26 ．2 18 ．2 5．5 1．2 貢　 岩 有 柄 平 基 ， 先 端 欠 損

丑 C － 5　 b － 4 18 8 5 0 ．8 20 ．3 8 ．7 6 ．3 貢　 岩 有 柄 凸 基 ， 先 端 欠 損

Ⅱ C － 6　 e － 2 18 9 3 1 ．0 17 ．2 5 ．9 2．8 安 山 石 有 柄 凸基

190 Ⅱ C － 6　 e － 2 190 24 ．5 13 ．9 4 ．4 1．4 黒 曜 石 有 柄 凸 基 ， 先 端 ・背 面 加 工

19 1 Ⅱ C － 7　 C － 1 191 3 1 ．3 16 ．1 6 ．1 2．5 貢　 岩 有 柄 凸 基 ， 先 端 欠 損

19 2 Ⅱ D － l　 a － 3 192 2 1 ．2 11 ．5 2 ．8 0 ．6 黒 曜 石

17

18

19

無 柄 平 基

19 3 Ⅱ D － 2　 b － 5 193 20 ．3 19 ．7 2 ．8 0 ．9 黒 曜 石 未 製 品

19 4 Ⅱ D － 2　 b － 4 194 24 ．4 17 ．7 4 ．0 1 ．4 メ ノ ウ 無 柄 平 基

19 5 Ⅱ D － 3　 e － 4 195 34 ．8 19 ．8 7 ．2 5 ．0 黒 曜 石 未 製 品

196 Ⅱ D － 4　　 C － 1 196 37 ．5 17 ．9 4 ．2 2 ．8 メ ノ ウ 未 製 品

19 7 Ⅱ D － 4　 e － 4 197 2上9 12 ．1 3 ．7 0 ．7 貢　 岩 有 柄 凸 基

19 8 Ⅱ E － 3　　 a － 5 198 28 ．0 20 ．0 6 ．1 2 ．4 貢　 岩 末 製 品

199 Ⅱ E － 4　 a － 1 199 ／35 ．3 16 ．3 4 ．1 上9 玄 武 岩 有 柄 凸 基

200 Ⅱ E － 4　 a － 2 200 4 2 ．9 21 ．0 5 ．2 3 ．7 貢　 岩 末 製 品

201 Ⅱ E － 4　 a － 2 201 37 ．9 18 ．3 4 ．3 2 ．6 玄 武 岩 有 柄 平 基

202 Ⅱ E － 4　 d － 1 202 46 ．3 2 上4 7 ．9 6 ．3 玄 武 岩 有 柄 平 基

203 Ⅱ E － 4　 e － 1 203 15 ．7 15 ．4 3 ．2 0 ．6 貢　 岩 基 部 欠 損

204 Ⅱ E － 5　 b － 3 204 24 ．7 15 ．9 3 ．4 1 ．0 貢　 岩 有 柄 凹 基 ， 先 端 ◎柄 部 欠 損

205 Ⅱ E － 5　 d － 1 205 32 ．3 13 ．8 5 ．1 1 ．6 貢　 岩 木 葉 形

206 Ⅱ F － 4　 a － 3 206 42 ．2 23 ．1 7 ．8 7 ．1 チャー ト 末 製 品

207 Ⅱ F － 4　 b － 2 20 7 22 ．9 14 ．2 5 ．2 1．0 貢　 岩 有 柄 凹 基

208 Ⅱ F － 4　　 C － 5 208 27 ．2 11．8 4 ．0 0 ．8 チ ャー ト 有 柄 平 基

209 I B － 5 20 9 23 ．1 9 ．5 4 ．0 0 ．9 黒 曜 石 有 柄 凸 基

210 I B － 6 2 10 35 ．9 2 1 ．4 5．9 4 ．9 貢　 岩 末 製 品

21 1 I C － 1 2 11 43 ．5 17 ．3 7．1 4 ．5 貢　 岩 有 柄 平 基 ， 柄 部 欠 損

212 I C － 3 2 12 29 ．4 13 ．0 3 ．0 1．1 貢　 岩 有 柄 平 基

213 I C － 3 2 13 16 ．1 15 ．7 2 ．9 0 ．6 黒 曜 石 有 柄 凸 基 ， 先 端 ◎基 部 欠 損

214 I C － 3 2 14 19 ．2 12 ．3 】　 3 ・4 0 ．7 貢　 岩 有 柄 凸基

2 15 I C － 3 2 15 30 ．6 15 ．9 7 ．4 3 ．2 貢　 岩 有 柄 凸 基 ′

2 16 I D － 1 2 16 17．2 9 ．9 1 ．8 0 ．4 貢　 岩 無 柄 凹 基 ， 習 作

ββ



ニ㌻′　　∵・‾′誉、曇1三　∴ニ

No．層位 ブリット名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 右　 質 図番 備　　　　　 考

217 I D －3 217 32．3 11．3 3．0 0．8 頁　 岩 有柄平基

218 ‡ D －5 218 23．3 14．5 3．6 上1 頁　 岩 有柄凹基

219 亙 E －1 219 33．1 13．0 2．7 0．9 黒曜石 無柄凹基

220 ‡ E －1 220 32」i 18．6 5．2 2．4 頁　 岩 ！有柄凸基　　　　　　　　 ［

221 亙 E －2 221 18．2 13．2 3．0 0．5 黒曜石 末製品

222 亙 E －3 222 23．4 15．8 5．3 上7 黒曜石 有柄凸基，一側線欠損

223 亙 E －4 223 40．4 16．1 6．1 3．8 黒曜石 有柄凸基

224 亙 F －3 224 20．4 12．0 3．0 0．9 玄武岩 未製品

225 I F －5 225 39．8 14．1 6．2 2．2 頁　 岩 有柄平基

226 ‡ F －5 226 28．8 lL 7 5．2 上3 窯曜右 有柄平基，柄部欠損

227 表　　　 採 227 3上1 14．2 3．5 上2 頁　 岩 習作

228 表　　　 採 228 23．2 12．9 3．7 上2 頁　 岩 百柄凸基，先端欠損

229 表　　　 採 229 22．9 17．2 2．8 ！ L l 頁　 岩 末製品

表Ⅳ－16　石錆一覧表

N n 層位 ダ リッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

且 V A － 4　 b － 4 23 0 3 9．6 17．1 7．1 4 ．5 頁　 岩 2 0 有柄 凸基 ，柄 部張 り出す

2 V B － 2　　 e ”…2 23 1 28 ．6 17．2 6．0 2．4 頁　 岩 2 1 有柄 凸 基，柄部 に付着物

3 V B － 2　　 e － 4 23項　 都 。5 17．2 6．4 4．3 頁　 岩 22 有柄 凸基

4 V B － 3　 b － 5 233 22 ．5 15．5 6．9 2．5 頁　 岩 基部 の み

5
！

Ⅴ B － 3　　 C … 3 234 ！ 34。1

E
22 ．4 9．2 6．3 頁　 岩 有柄 凹基， 先端 欠損

6 V B － 4　　 d － 1 235 4 上0 25．9 9．2 8．0 頁　 岩 23 有柄 凸基

7 V’ C － 2　　 e － 5 2 36 55 ．0 33．0 1L 5 16 ．7 頁　 岩 24 有柄 平基

8 Ⅴ C － 3　　 e － 5 2 37 24 ．9 21．2 6．2 2．9 頁　 岩 25 有 柄 凸基， 柄部 張 り出す

9 Ⅴ D － 4　　 b － 1 23 8 3 0 ．0 19．1 6．0 2．8 黒曜 石 2 6 異 形錆 （柄 部 2 基）

再 0

I
V E … 4　　 b … 3 23 9 2 7 ．1 16．5 5．3 2．3 黒曜 右 2 7 有 柄 凸基， 柄部 張 り出す

Ⅲ V F － l　 a － 5 24 0 32 ．8 17．1 5．9 2．4 頁　 岩 28 有柄 凸基

12 Ⅳ A － 6　 d － 3 24 1 50 ．1 17．6 9．1 7．2 チャート 29 柳葉 形

13 Ⅳ iB － 4　 a － 4 i 242 33 ．3 16．1 4．5 上8 頁　 岩 30 有柄 凸基

1I4 Ⅳ C … 2　　 C … l＿ 243 43 ．5 2上6 8．6 5．2 頁　 岩 有柄 凸基

15 Ⅲ A － 6　　 e H… 5 244 32 ．9 23．9 7．7 5．年 頁　 岩 31 有柄平 基， 先端 欠 損

16 Ⅲ D － 4　　 e － 2 24 5 5上2 2「2 6．6 7．1 安 山岩 有柄平 基

17 Ⅲ E － 4　　 e － 2 24 6 53 ．8
［

34．8 9．7 14．7 安 山岩 有 柄平 基

18 正 A － 3　　 e － 4 24 7 3 4 ．6 17．8 5．2 4．0 安 山岩 末 製 品， 柄部 張 り出す

19 Ⅱ D － l　 e M…3 248 6 0 ．0 2 5．8 8 ．9 16．3 玄武 岩 有 柄 凸基 ， 先端欠 損

20 丑 D － 3　　 d － 1 24 9 36 ．8 2 3．1 7．6 5．9 チャート 百柄平基 ，柄 部欠 損

2 1 Ⅱ D － 3　　 e － 1 250 54 ．3 2 7．0 13．0 15．4 頁　 岩 3 2 有 柄凸基

22 Ⅱ E － 2　　 b － 2 25 1 47 ．9 24．5 6．8 7．2 頁　 岩 33 有柄 凸基

石錐

55点が出土している。石質は貢岩が47息　黒曜石2点9　玄武岩2点，チャート2点タ　メノウ1点であ

る。形態別では有柄のもの覗患　棒状のものは嵐　剥片に刃部を作り出しているもの2点である。有柄

のものなかで明瞭な柄部を持ちタ　刃部の長いものは43～47◎50など16点，有柄のうち刃部の短いものは

34⑳36～38⑳39などの19点である。また，無柄のものではⅤ字状の刺突部をもっものが5点出土してい

る。

タダ
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表Ⅳ－17　石錐一覧表（1）

く＞　49

螢！

図Ⅳ－31包含層出土石器（2）

N o． 層 位 グ リ ッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図 番 備　　　　　 考

1 Ⅴ A － 2　　 e － 1 2 5 2 2 4 ．4 1 3 ．2 9 ．8 2 ．5 頁　 岩 有 柄 ， 刃 部 欠 損

2 Ⅴ A － 3　　 C － 2 2 5 3 1 9 ．5 1 4 ．9 6 ．9 1 ．6 チ ャー ト 3 4 有 柄 ， 刃 部 っ ぶ れ

3 Ⅴ A － 4　 d － 2 2 5 4 2 4 ．9 1 9 ．7 7 ，2 2 ．9 頁　 岩 有 柄 ， 刃 部 欠 損

4 Ⅴ A － 4　　 e － 3 2 5 5 2 7 ．9 2 1 ．3 5 ．3 4 ．0 頁　 岩 有 柄

5 Ⅴ A － 4　　 e － 3 2 5 6 2 6 ．9 8 ．7 4 ．2 0 ．8 黒 曜 石 3 5 有 柄

6 Ⅴ B － 1　 C － 3 2 5 7 2 9 ．5 2 8 ．2 7，9 7 ．5 頁　 岩 有 柄 ， 刃 部 欠 損

7 Ⅴ B － 3　　 C － 4 2 5 8 3 1．1 2 4 ．3 5．8 4 ．0 貢　 岩 3 6 有 柄 ， 刃 部 っ ぶ れ

8 Ⅴ B － 3　 d － 4 2 5 9 3 5 ．1 2 6 ．4 10 ．9 7．9 頁　 岩 3 7 有 柄 ， 刃 部 っ ぶ れ

9 Ⅴ B － 3　　 e － 1 2 6 0 2 7 ．9 2 2 ．4 7 ．4 4 ．5 頁　 岩 有 柄 ， 刃 部 っ ぶ れ

10 Ⅴ B － 4　 d － 1 2 6 1 3 4 ．2 2 8 ．3 8 ，3 8 ．0 頁　 岩 有 柄

1 1 Ⅴ C － 3　　 a － 1 2 6 2 3 7 ．1 3 1．2 6 ．1 5 ．8 貢　 岩 有 柄 ， 刃 部 っ ぶ れ

1 2 Ⅴ C － 3　 e － 2 2 6 3 1 7 ．1 1 3 ．3 2 ．7 0 ．8 頁　 岩 有 柄

1 3 Ⅴ C － 4　 b － 2 2 6 4 3 6 ，1 3 2 ．6 9 ．2 6 ．9 貢　 岩 3 8

1 4 Ⅴ C － 5　 d － 2 2 6 5 2 1 ．8 8 ．6 3 ．5 0 ．6 黒 曜 石 棒 状

1 5 Ⅴ C － 5　　 b － 3 2 6 6 3 9 ．2 2 2 ．4 9 ．9 7 ．2 頁　 岩 未 製 品

1 6 Ⅴ C － 5　 d － 1 2 6 7 2 2 ．3 1 7．6 5 ．1 1 ．7 頁　 岩 有 柄 ， 刃 部 っ ぶ れ

1 7 Ⅴ C － 5　　 e － 2 2 6 8 5 8 ．9 2 1．8 9 ．1 9 ．4 頁　 岩 3 9 有 柄

18 Ⅴ C － 5　 e － 4 2 6 9 3 8 ．8 2 0 ．3 5 ．5 5．8 頁　 岩 有 柄 ， 刃 部 欠 損

19 Ⅴ C － 6　　 C － 2 2 7（） 3 1 ，3 2 2 ．2 7 ．9 3 ．2 頁　 岩 有 柄 ， 刃 部 っ ぶ れ
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表Ⅳ一18　石錐一覧表（2）

恒 丁蔽 グ リッ ト名 朗 番号 長　 さ i 幅　 厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　 考　　 「

20　 V C － 6　　 d …2 2 71 15．9 13．2　　　 3．7 私8 i貢　 岩 有 柄， 刃 部欠損

2 1　 V D － 1　 8 － 4 2 72 4 0．7 13．4　　　 8．8 3．3 貢　 岩 4 0 棒 状

2 2　 V D － 1＋ （「… 4 27 3 3 5．9 14．3　　 10．8 5．5 頁　 岩 4 1 棒状

日だ‖「V D … 5＋ la … 5 274 1　 4 7．2
i

24 62 i l私8 10．7 貞　 岩 ［ 一首柄 ，刃 部欠 損　　　　　　 i

24 Ⅴ D － 5　　 し・一2 275 26．6 蟻．可　 ．9 「9 貞　 告 i 有柄 ，刃 部 っぶ れ

25　 V E － 1　 と1－ 2 276 3有9 7．5 －　　 4．8 「3 貢　 岩 42 有柄， 刃部 欠損

26 V E － 2　　 b － 3 277 25．8 19．2 5．5 3．1 頁　 岩 1
有 柄， 刃部 欠損

27 V E ～ 5　　 仁一 5 2 78 4 「8 24．4　　　 6．8 3．8 頁　 岩 43 有 柄， 刃部 っぶ れ

2 8 IV I B － 2　　 C － 4 2 79 58．9 2「6 有5 4．3 頁　 岩 4 4 有 柄，刃 部 っぶ れ

2 9 Ⅳ B －→4＋ 2「－ 4 28 0 3 0．0 25．8　　　 7．9 4．6 頁　 岩 有 柄，刃 部 っぶ れ

30 Ⅳ C － 2　　 e － 2 28 1 ！ 33．7 19．7 i 7．1 3．1 頁　 岩 有 柄，刃 部欠 損

3 1 Ⅳ C － 3　 b … 1 28 2 29．9 12．8 4 」 上5 頁　 岩 有 柄

3項 Ⅳ C － 3　 e － 3 283 30．6 14．2 6．6 2．6 責　 岩 有柄 ，刃 部っ ぶれ

33　 Ⅳ C － 3　 e － 5 284 66．2 3 7．6 仕 2 19．8 貢　 岩 45 有柄 ，刃 部っ ぶれ

34 「Ⅳ D － 1　 e … 4 285 34．4 17効　 8．1 4．0 頁　 岩 有柄， 刃部 欠損

3勘 Ⅳ D － 3　　 b － 5 286 4 8．2 30ぜ1 10・7 － 10．2 貢　 岩 46 有柄， 刃部 欠損

3 6　 Ⅳ 由一 4　 e － 1 28 7 3上5 22．1　　 7．2 4．3 貢　 岩 4 7 有 柄， 刃部 欠損

3 7　 Ⅳ E ～ l　 b … 4 28 8 2 2．9 13．8　　　 8．4 「9 貢　 岩 有 柄，末 製 品

38 恒 E － l　 b － 1 28 9 3「6 16．0 7．5 3．3 貢　 岩 有 柄

39　 Ⅳ E － 4　　 a － 1 290 4上5 3上1 1上2 12．5 頁　 岩 48 有柄 ，刃 部欠 損

40　 Ⅲ A － 1　 e － 3 29 1 3 7．5 H ．可　 ．2 3．0 頁　 岩 49 棒状 ，刃 部っ ぶれ

射 極 A － 2　 d － 1 292 28．6 7．4 4．0 0．8 貞　 岩 棒状

42 i Ⅲ E … 4　 b － 3 293 39．5 23．4 6．5 3．0 貢　 岩 有柚， 刃部 欠損

4射 Ⅲ E … 4　　 b － 4 294 56．4 20．4　　　 7．0 10．6 玄 武岩 棒状， 刃部 っ ぶれ

胡 座 A － 3　 b － 1 2 95 2上2 l L 3 3．0 0．9 チャート 有 柄， 未使 用

墟 極 A － 3　　 e － 5 2 96 3 2．7 23．可　 ．3 4．0 貢　 岩 有 柄， 刃部 っぶ れ

4可 Ⅲ A － 3　　 d － 2 29 7 3 3．9 17．2 9．0 3．0 貞　 岩 有 柄，刃 部 欠損

鮮　 Ⅲ C － 3　 b － 1 298 32．5
l

2上5　　　 6 ．2 2．9 頁　 岩 有楓 刃 部 っぶ れ　　　　 ！

48 極 D － 1　 b － 2 299 ー23．9 9．8　　　 4．3 1．1 メノ ウ 有柄 ，刃 部っ ぶれ

49　 Ⅲ E ～ 3　　 a － 5 300 38，5 23。可　 ．1 4．8 50 有柄 ，刃 部欠損

5町 Ⅲ E －。4　　 a … 2 301 36．4 2上中　 5．5 3．1 玄 武岩 有柄　　　　　　　　 i

5日 丑 B － 3 302 59．0 H ．可　 8．0 6．0 頁　 岩 51 棒状， 刃部 っ ぶれ

5 2 恒 F 1 3 3 03 32．8 13．4 i 7．0 2．9 貢　 岩 有柄

53 ！ 表　　　 採 30 4 48 ．2 12．日　 5．8 4．0 貢　 岩 棒 状

叫 表　　　 採 30 5 3 5．6 15．6 i 4．8 2．8 頁　 岩 有 柄， 刃部 欠損

叫 表　　　 採 306 4上8 13．3 i 7．9 4 ．1 頁　 岩 棒 状，刃 部 っぶ れ

楔形石器

3点が出土している。石質はいずれも貢岩である。甑2は三辺に階段状の剥離がみられ断面は楔形を

呈している。52は上端と下端に階段上の剥離が見られる。断面は楔形を呈する。N私3ほ上端のみに階段

状の剥離がみられ，断面は楔形，側線に原石面が残る。

挟入石器

柑点が出土している。石質は貢岩が12息　黒曜石主点である。縦長剥片の一側線に決りをもっものは

6点であり，N0．2は一側線に挟りが3箇所あるものである。また，両側縁に挟りをもっものは53◎54な

ど4点である。先端部に決りをもっものは2息　決り部分が潰れているものは9点である。挟り2箇所

以上もっもので挟りが潰れているものは1点である。53◎54は両側縁に1箇所ずっ決りがあり，53は1

箇所が，54は2箇所が潰れている。55は剥片の先端に1箇所の挟りをもっものであり9　決り部分は潰れ

9ノ



ている。N0．6は三叉状を呈し，両側縁，先端にそれぞれ1箇所ずっ決りをもつものであり，いずれも潰

れているもので石製品である可能性がある。

表Ⅳ－19　楔形石器一覧表

図Ⅳ－32　包含層出土石器（3）

No． 層位 ダ リ ッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図 番 備　　　　　 考

1 Ⅲ E － 2　　 a － 1 30 7 33 ．3 53 ．5 18 ．4 28 ．2 貢　 岩 52 基 部 ・先 端 っ ぶ れ

2 I C － 3 308 42 ．2 44 ．6 19 ．5 19 ．5 頁　 岩 基 部 つ ぶ れ ， 先 端 欠 損

3 I F － 5 309 34 ．3 38 ，1 9 ．1 14 ．0 頁　 岩 基 部 ・先 端 っ ぶ れ

表Ⅳ－20　挟入石器一覧表

No．層位 グ リッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図 番 備　　　　　 考

1 Ⅴ A － 4　 d － 2 3 10 54．4 24．9 10．6 9．7 頁　 岩 53 両側 縁 に挟 り 1 箇 所， つぶ れ

2 Ⅴ C － 2　 b － 5 3 11 57．8 26．2 14．2 15．9 貢　 岩 一側 縁 に挟 り3 箇 所

3 Ⅴ C － 2　 e － 1 3 12 36．2 26，1 7．6 9．8 頁　 岩 一側 線 に決 り 1 箇 所

4 Ⅴ C － 3　　 a － 1 3 13 26．9 22．1 5．1 4．0 黒曜石 54 両側 縁 に決 り 1 箇所 ， つぶ れ

5 Ⅴ C － 3　　 C － 1 3 14 54．6 52．8 6．6 38．0 貢　 岩 55 先端 に挟 り 1 箇 所， つぶ れ

6 Ⅴ C － 5　　 C － 1 3 15 35．2 24．4 5．6 4．2 頁　 岩 三 叉状 ，挟 り 3 箇所

7 Ⅴ C － 6　 d － 2 316 20．1 16．1 3，8 2．2 貢　 岩 一 例縁 に挟 り 1 箇所 ，つ ぶれ

8 IV C － 1　 b － 5 31 7 46．3 53．4 16．1 3．4 貢　 岩 両 側縁 に挟 り 2 箇所 ，つ ぶれ

9 IV D － 1　 e － 3 318 35．9 4 9．4 10．2 19．4 頁　 岩 一 側線 に決 り 1 箇所 ，つ ぶれ

10 Ⅳ D － 3　　 a － 4 3 19 54．8 5 1．0 8．2 22．0 頁　 岩 両 側縁 に挟 り 1 箇 所， つ ぶれ

11 Ⅱ A － 2　 a － 2 3 20 3 3．6 14 ，5 6．5 3．0 頁　 岩 一 側縁 に挟 り 1 箇 所

12 Ⅱ A － 3　 b － 1 3 21 3 3．1 2 5．7 7．3 3．6 頁　 岩 一 側線 に挟 り 1 箇 所， つ ぶれ

13 I C － 1 3 22 50．8 39 ．8 2 2．4 60．0 頁　 岩 先端 に挟 り 1 箇所 ， つぶ れ

つまみ付きナイフ

32点が出土している。石質はいずれも頁岩である。殆どが背面の縁辺のみの2次加工で刃部が作出さ

れているものであり，切り出し状を呈するものが多く含まれている。縦長剥片の一側線のみの加工され

ているものは6点，両側縁が加工されているものが13点，両側縁及び先端が加工されているもの3点で

ある。背面が全面2次加工されているもの1点，両面の加工されているもの1点である。このほか切り

出し状のもの6点，縦長のもの11点，横長のものは58など2点となっている。両側縁の加工されている

ものでは一側縁の加工が急峻な角度をもって形成されているのに対し，一方の側線の加工は浅く微細な
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ものにとどまるものが多い。この側線の剥離は角度も浅いことから深い方の側線は刃部にあたり，一方

の側線の浅い加工は刃潰しにあたると推察される。

削器

261点が出土している。石質は貢岩205点，安山岩35点，メノウ1点，メノウ質頁岩1点，チャート9

点，泥岩2点，黒曜石3点である。貢岩以外の石質では安山岩が最も多く使用されている。靴形や木葉

形などの定型的なものは比較的少なく，剥片の側縁を2次加工した削器が多く出土している。65・69・

70・75・80～82・85・87・94は靴形を呈するものであり12点が出土している。No．246を除きいずれも両

面加工である。

62・66・72～74・83・88は木葉形を呈するもので11点が出土している。67・71・78・86・91～93は安

山岩を用い剥片の縁辺のみを加工したもので35点が出土している。

⊂二二二⊃ ⊂ゝ　　63

図Ⅳ－33　包含層出土石器（4）
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図Ⅳ－34　包含層出土石器（5）



図Ⅳ－35　包含層出土石器（6）
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図Ⅳ－36　包含層出土石器（7）

表Ⅳ－21つまみ付きナイフ一覧表（1）

く＝＞　　　96

No．層位 グ リ ッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図 番 備　　　　　 考

1 Ⅳ C － 3　 a － 4 3 23 67 ．6 4 9 ．7 11．9 3 3 ．7 頁　 岩 両 側縁 背面 加工

2 Ⅳ C － 2　 C － 3 3 24 3 2 ．8 2 5 ．4 5 ．1 4 ．3 亘　 岩 56 両 側縁 ，先 端背 面加 工

3 Ⅴ B － 2　　 e － 2 3 25 6 3 ．1 2 7 ．6 12．9 18 ．0 貢　 岩 両 側縁 背面 加工

4 Ⅴ B － 4　 b － 1 3 26 6 2．9 2 8 ．4 9．7 18 ．2 貢　 岩 一 側線 背面 加工

5 Ⅴ B － 4　　 e － 2 3 27 8 1．3 3 8 ．7 12．0 3 2 ．8 頁　 岩 5 7 一 側線 背面 加工

6 Ⅴ B － 5　　 e － 3 3 28 70 ．6 3 0 ．0 11．7 2 5．8 頁　 岩 両 側縁 背面 加工 ，先 端欠 損

7 Ⅴ B － 5　 e － 3 32 9 5 9，3 4 9 ．5 10 ．2 3 1．7 頁　 岩 両 側縁 ・先 端背 面加 工

8 Ⅴ C － 4　 d － 3 33 0 5 5．1 2 0 ．6 6．4 5．8 貢　 岩 一 側線 背面 加工
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表Ⅳ－22　つまみ付きナイフ一覧表（2）

No．層位 ダ リッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

9 Ⅴ C － 5　 b － 1 33 1 37 ．4 17 ．5 10 ．9 7 ．3 貢　 岩 一 側縁 両面 ・一 側縁 腹面 加工

10 Ⅴ C － 6　 a － 1 332 74 ．8 32 ．8 12 ．8 28 ．9 貢　 岩 両 側縁 背面 加工

11 Ⅴ C － 6　 b － 2 333 74 ．2 53 ．4 17 ．4 5 5 ．5 貢　 岩 一 側線背 面 加工

1Oi ⊥ムi 1：rV i T‾ヽ　　　　「1　　　1、　　　　1⊥ノ－一J　　 U －　⊥ i Or14d dq l Oql J？∠∂・U i On （1ムロ・ムl n　flU ・d i
［n I
／．U ！

てこご　　山 ！
貝　 石 ！

】
I摘 み部 のみ， 両側 縁 両面加 工　 】i lf1

⊥ム
I l：rV i　T‾ヽ　　　　「1　　　1、　　　　1⊥ノ－　d　　　U　‾－　⊥ ！　Or14d dq ！　　　　Oql J？∠∂．U l　　　　r1∩（1∠コ．∠i　　　　　n　flU ．∂－　　 7．0 I TEr　　　山貝　 石 】 一摘 み部 のみ， 両側 縁 両面加 工

13 V D － 5　 d － 5 3 35 71 ．2 31 ．5 8 ．9 16 ．8 頁　 岩 両側 縁背 面加 工

14 Ⅳ A － 1　 e － 4 33 6 35 ．8 16 ．6 7 ．3 4 ．5 貢　 岩 摘 み部欠 損， 両側 縁背 面加 工

15 Ⅳ A － 2　 b － 4 33 7 52 ．4 2 9．0 7．6 10．5 貢　 岩 一側 線欠損 ，背 面加 工

16 Ⅳ A － 4　 e － 2 338 43 ．8 24 ．9 6 ．2 8 ．4 貢　 岩 一側線 背面 加工

17 Ⅳ A － 6　 b － 5 339 59 ．9 32 ．5 8 ．1 14 ．4 貢　 岩 一側線 ◎先 端背 面加 工

18 Ⅳ B － 6 340 78 ．5 24 ．3 7 ．2 17 ．8 貢　 宕 両側縁 背面 加工

19 Ⅳ C － 2　　 e － 4 34 1 85 ．6 38 ．8 13 ．7 32 ．8 貢　 岩 一側線 背面加 工

20 Ⅳ D － 3　　 C － 2 342 50 ．0 21 ．5 4 ．5 6 ．5 貢　 岩 両側縁 背面加 工

2 1 Ⅳ D － 4　　 d … 3 343 77 ．2 4 8 ．2 7 ．0 2 9 ．7 泥　 岩 一 側線 背面加 工

2 2 Ⅳ D － 4　　 e － 2 344 53 ．2 23 ．3 7．6 9 ．9 翠　 岩 一 側線 背面加 工

23 Ⅳ E － l　 b － 4 34 5 2 上9 3 3 ．6 9 ．2 7 ．1 貢　 岩 基 部片， 一側 線両 面加 工

24 Ⅲ A － 1　 C － 3 34 6 5 2 ．3 2 4 ．2 7．7 10 ．6 貢　 岩 両側 縁両 面加 工

25 Ⅲ A － 1　 d － 5 34 7 3 2．6 19 ．0 6 ．0 4 ．1 貢　 岩 切 り出 し状， 両側 縁背 面加工

26 Ⅱ A … 2　　 b － 2 348 36 ．4 16．0 7 ．1 4 ．0 貢　 岩 一側 線背 面加 工

27 Ⅱ A － 3　　 b － 2 349 40 ．8 55 ．0 10 ．2 iW9 ．3 貢　 岩 58 両側縁 背面 加工

28 I A … 3 350 6 1．0 20 ．0 7 ．6 1 1．7 貢　 岩 両側縁 背面 加工

29 I A … 6 35 1 62 ．8 30 ．6 7 ．1 15 ．8 貢　 岩 59 一 側線 両面 ◎一 側線 背面 加工

3 0 I B － 5 352 58 ．6 36 ．7 11 ．5 20 ．9 頁　 岩 両 側縁 ◎先端 背 面加 工

3 1 I C － 5 353 28 ．6 4 3 ．3 8 ．1 10 ．3 貢　 岩 摘 み部 のみ， 一側 線 両面 加工

32 I E － 4 3 54 6 3 ．0 27 ．7 9 ．4 18 ．3 貢　 岩 両 側縁背 面加 工

表Ⅳ－23　削器一覧表（1）

恒 層位 ダ リ ッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

i l
Ⅵ B － 2　　 C － 1 355 57 ．9 6 1．5 1 1．6 27 ．4 貢　 岩 横長 ，先 端背 面加工

i 2 Ⅵ B － 2　　 d － 1 356 63 ．7 46 ．6 8 ．2 32 ．8 貢　 岩 60 一側 線両 面 ◎先端腹 面加 工

i 3 Ⅵ C … 2　　 b － 5 357 68 ．6 77 ．7 25 ．0 97 ．0 貢　 岩 横長 ◎先 端腹面 加工

！4 Ⅵ C 1 2　　 C － 3 358 ！ 104 ．6 56 ．0 22 ．1 148 ．0 泥　 岩 一側 線背面 加工

i 5 Ⅵ C … 2　　 d … 2 359 60 ．0 36 ．4 13 ．1 24 ．0 頁　 岩 先端欠 損， 両側 縁背 面加 工

6 l Ⅵ C － 2　　 d － 4 3 60 54 ．2 28 ．3 5 ．9 8 ．5 貢　 岩 両 側縁 両面 加工

7 Ⅴ A － 3　　 C － 2 3 61 9 3 ．6 35 ．6 13 ．8 4 2 ．0 貢　 岩 一 側線 腹面 加工

8 V A … 3　　 d － 3 36 2 3 7 ．3 4 7 ．0 10 ．6 14 ．0 貢　 岩 横 長， 先端 ◎一側 縁 背面 加工

9 Ⅴ A － 3　　 d － 3 36 3 7 7．4 44 ．8 9 ．4 4 0 ．0 貢　 岩 一 側線背 面加 工

10 Ⅴ A － 4　　 a － 1 364 2 1．1 19 ．1 4 ．5 2．6 貢　 岩 一 側線背 面， 両側 縁腹 面加 工

11 Ⅴ A － 4　　 a － 5 36 5 28 ．1 45 ．7 10 ．2 12 ．0 貢　 岩 横長 ，先 端背 面加 工

12 Ⅴ A … 4　　 b － 1 366 日 07 ．0 86 ．2 14 ．5 120 ．0 貢　 岩 両側 縁背 面加 工

13 Ⅴ A － 4　　 b － 4 367 57 ．1 64 ．5 12 ．0 57 ．0 貢　 岩 両側 縁腹 面加工

14 Ⅴ A － 4　　 b － 4 368 42 ．2 40 ．5 9 ．7 13 ．6 貢　 岩 一側 線背 面加工 ， 先端欠 損

15 Ⅴ A － 4　　 e － 2 3 69 4 6 ．可　 路 3 1上1 5 ．9 貢　 岩 一側線 背面 加工

16 i Ⅴ A － 4　　 e － 2 3 70 58 ．1 93 ．3 12 ．3 56 ．0 貢　 岩 横 長， 一側 線 ◎先端 背面 加工

17 V A － 4　　 e － 3 3 71 5 5．3 4 3 ．3 13 ．9 2 4 ．5 貢　 岩 一 側線 ，先 端両 面加 工

18 Ⅴ B － 1　 b － 4 3 72 90 ．1 7 0．0 12 ．1 7 7 ．1 貢　 岩 61 一 側線 背面加 工

19 Ⅴ B － 1　 b － 3 37 3 98 ．6 44 ．1 15 ．9 66 ．3 貢　 岩 両 側縁背 面加 工

20 Ⅴ B － 2　　 a － 1 374 64 ．8 4 7．5 14 ．4 39 ．1 貢　 岩 両 側縁腹 面悪 口， 基部 欠 損

2 1 V 、 B 1 2　　 d － 1 375 ！ 34 ．5 23 ．1 8 ．4 6 ．0 貢　 岩 両 側縁両 側加 工

2 2 Ⅴ B － 2　 d － 5 376 5 1．5 4 1．2 13 ．9 33 ．8 チャート 一側 線背 面加 工

23 V B － 2　　 e － 1 377 73 ．0 37 ．5 12 ．0 30 ．5 貢　 岩 一側 線背 面加 工

24 Ⅴ B － 2　　 e － 2 3 78 38 ．9 27 ．1 7 ．3 7 ．0 貢　 岩 両側縁 両面 加 工

25 Ⅴ B … 2　　 e － 4 3 79 4 9 ．4 3 3 ．1 8 ．7 10 ．4 貢　 岩 一側縁 背面 加工

26 Ⅴ B － 2　　 e － 5 38 0 4 1．1 5 9 ．0 11 ．6 33 ．1 貢　 岩 横長， 先端 背面 加工

27 V B … 2　　 e － 5 38 1 5 1．4 34 ．4 i lO ．3 2 0 ．0 貢　 岩 一 側線 背面 加工
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表Ⅳ－24　削器一覧表（2）

No．層位 グ リッ ト名 遣物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

28 Ⅴ B － 3　　 b － 4 382 48 ．9 37 ．9 7 ．5 18 ．0 貢　 岩 ［一側線 背面 加工
［

29 Ⅴ B … 3　　 b － 4 383 48 ．3 26 ．3 12 ．2 i 12 ・7 貢　 岩 一側線 腹面 加工

3 0 Ⅴ B － 3　　 C － 4 384 4 0 ．9 35 ．1 9 ．5 13 ．3 貢　 岩 一 側線 背面加 工

3 1 Ⅴ B － 3　 d － 2 385 51 ．7 26 ．8 10 ．5 12 ．0 貢　 岩 木葉形， 両側 縁 両面加 工

3 2 Ⅴ B － 3　 d … 4 386 4 6 ．8 ！ 3 9 ・0 8 ．5 20 ．0 貢　 岩 両 側縁背 面加 工

33 Ⅴ B － 3　 d － 5 387 77 ．0 3 1．4 6 ．8 16 ．0 貢　 岩 一 側縁両 面加 工

34 Ⅴ B － 4　　 C － 1 38 8 6 2．8 50 ．3 13 ．2 33 ．1 貢　 岩 先 端部片 ，一 側線 背面 加工

35 Ⅴ B － 5　 d － 4 I 38 9 50 ．6 3 2．3 9 ．6 15．0 貢　 岩 両側 縁背 面加 工

36 Ⅴ B － 5　 d － 4 390 53 ．6 32 ．6 5．6 10 ．0 貢　 岩 62 木葉 形， 両側 縁両 面加 工

37 Ⅴ B － 5　 e － 1 39 1 63 ．8 2 上2 7．9 10 ．0 貢　 岩 一側 線背 面 ◎両側 縁腹 面加工

38 Ⅴ B － 6　 e － 2 392 3 上6 26 ．8 8 ．6 6 ．0 貢　 岩 一側 線腹 面 ◎両側 縁背 面加工

39 Ⅴ C － 2　 b － 1 393 29 ．1 35 ．0 5 ．0 3 ．6 貢　 岩 一側 線背面 加 工， 先端 欠損

40 Ⅴ C － 2　 b － 4 394 44 ．1 25 ．5 6 ．0 9 ．1 貢　 岩 一側 線背面 加工

4 1 Ⅴ C － 2　 b － 4 395 52 ．0 43 ．8 9 ．2 15 ．0 貢　 岩 一側 線背面 加工

42 Ⅴ C － 2　　 C － 3 396 4 1．8 33 ．1 10 ．6 10 ．0 貢　 岩 一側 線背面 加工

43 Ⅴ C － 2　 d － 1 397 8 1．8 54 ．8 7 ．5 4 5 ．3 貢　 岩 先端 ◎両側 縁背 面加 工

44 Ⅴ C － 2　　 d － 1 398 47 ．6 33 ．5 7 ．9 13 ．8 貢　 岩 木葉形 ，両 側縁 両面 加工

4 5 Ⅴ C － 2　　 e － 1 399 74 ．9 4 9 ．0 16 ．2 62 ．8 貢　 岩 一側線 背面 加工

4 6 Ⅴ C … 3　 a － 2 400 8 5 ．9 3上4 14 ．4 4 3 ．9 貢　 岩 6 3 一 側線 背面 加工

4 7 Ⅴ C － 3　 b － 1 401 24 ．7 15 ．5 5 ．3 2 ．0 貢　 岩 一 側線背 面 加工

48 Ⅴ C － 3　 b － 2 402 2 9 ．6 2 5 ．8 8 ．9 8 ．5 貢　 岩 側 線部片 ， 背面加 工

49 Ⅴ C … 3　　 b － 3 4 03 4 2 ．0 55 ．6 5 ．4 11 ．5 貢　 岩 一 側線 ◎先 端背面 加工

50 Ⅴ C － 3　 C － 1 4 04 42 ．3 3 5 ．7 8 ．8 16 ．0 貢　 岩 一 側線背 面加 工

5 1 Ⅴ C － 3　　 C － 2 4 05 3 7 ．8 2 2 ．6 8 ．1 7．1 貢　 岩 一 側線 ◎先端 欠損 ，背 面加 工

52 Ⅴ C － 3　 d － 1 4 06 7 1．6 4 5 ．4 13 ．3 48 ．9 貢　 岩 64 一 側線背 面 ◎一側 線腹 面加 工

53 Ⅴ i c － 3　 d － 1 4 07 39 ．0 4 6 ．1 10 ．8 18 ．8 貢　 岩 一 側線背 面加 工

54 Ⅴ C － 3　 d － 2 4 08 5 7．6 4 5．0 4 ．2 15 ．0 頁　 岩 一側 縁背 面加 工

55 Ⅴ C － 3　 d － 3 4 09 35 ．7 22 ．3 9 ．3 10 ．0 貢　 岩 両側 縁腹 面加 工

56 Ⅴ C － 3　 d － 3 4 10 39 ．7 19 ．6 8 ．5 7 ．9 貢　 岩

65

！

66

両側 縁腹面 加 工

57 Ⅴ C － 3　　 e － 2 4 11 39 ．5 28 ．9 8 ．8 9 ．0 貢　 岩 一側 線背面 加工

58 Ⅴ C … 4　　 C － 1 4 12 30 ．0 56 ．2 7 ．9 20 ．0 貢　 岩 先端 両面加 工

59 Ⅴ C － 4　　 a － 1 4 13 42 ．3 22 ．8 8 ．5 8 ．0 貢　 岩 両側 縁背面 ◎一 側線 腹面 加工

60 Ⅴ C － 4　 C － 2 414 55 ．0 26 ．7 5 ．1 6 ．9 貢　 岩 靴形， 両側 縁両 面加 工

61 Ⅴ C － 4　 d － 1 415 45 ．6 35 ．9 7 ．0 16 ．9 貢　 岩 両側縁 腹面 加工

62 Ⅴ C － 4　 d － 4 416 44 ．1 25 ．4 11 ．4 16 ．2 貢　 岩 一側線 背面 加工

63 Ⅴ C － 5　　 a － 1 417 72 ．7 66 ．3 12 ．3 79 ．6 貢　 岩 一側線 背面 加工

64 Ⅴ C － 5　　 a － 2 418 72 ．8 58 ．6 14 ．3 68 ．6 貢　 岩 一側線 ◎先 端腹 面加 工

65 Ⅴ C － 5　　 a － 3 419 50 ．7 35 ．7 7 ．7 11 ．9 貢　 岩 両側縁 背面 加工

66 Ⅴ C － 5　　 a － 3 420 50 ．6 24 ．3 9 ．5 10 ．0 貢　 岩 一 側線 背面 加工

6 7 Ⅴ C － 5　 a － 3 4 21 78 ．2 54 ．2 18 ．5 10 0 ．0 貢　 岩 一 側縁 背面 加工

68 Ⅴ C － 5　 d － 2 4 22 6 1 ．6 3 3 ．8 2 0 ．0 3 6 ．8 貢　 岩 一 側線 背面 加工

69 Ⅴ C － 5　　 e － 1 4 23 64 ．5 3 7 ．8 9 ．1 22 ．3 貢　 岩 一 側線 背面 加工

70 Ⅴ C － 5　　 e － 1 4 24 4 6 ．9 25 ．8 7 ．9 7 ．4 貢　 岩 両 側縁背 面 加工

7 1 Ⅴ C － 6　　 e － 1 4 25 i 53 ．0 3 1 ．2 14 ．3 2 2 ．4 貢　 岩 一 側線背 面加 工

72 Ⅴ D － 1　 a － 3 4 26 58 ．7 4 1 ．6 9 ．5 28 ．0 貢　 岩 一 側線背 面加 工

73 Ⅴ D － 1　 d 1 3 4 27 68 ．1 6 5 ．8 15．3 64 ．0 貢　 岩 一 側線背 面加 工， 基部 欠損

74 Ⅴ D － 2　　 b － 2 4 28 26 ．4 17．9 7．8 4 ．0 貢　 岩 木 葉形， 一側 線両 面加 工

75 Ⅴ D － 2　　 C － 2 42 9 103 ．5 68 ．1 14 ．9 102 ．0 安 山岩 67 一 側線腹 面加 工

76 Ⅴ D － 2　　 C － 4 43 0 27 ．0 18 ．0 7．0 3 ．0 貢　 岩 切 り出 し状， 両側 縁両 面加 工

77 Ⅴ D － 2　　 C － 4 43 1 67 ．6 43 ．3 13 ．1 33 ．6 貢　 岩 一 側縁腹 面加 工

78 Ⅴ D － 2　　 d － 4 432 70 ．5 63 ．0 15 ．6 97 ．0 貢　 岩 一側 線背 面加 工

79 Ⅴ D － 3　　 C － 4 433 89 ．1 76 ・1 1 9 ．4 74 ．1 安 山岩 一側 縁腹 面加 工

80 Ⅴ D － 3　　 C － 4 434 35 ．8 35 ．8 14 ．7 20 ．0 貢　 岩 一側 線背 面加 工

81 Ⅴ D － 3　　 e － 3 435 55 ．4 24 ．1 5 ．3 8 ．0 貢　 岩 靴形 ，側 線背 面加 工
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表Ⅳ－25　削器一覧表（3）

No．層位 ダ リッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

82 Ⅴ D － 4　　 d － 1 436 4 1．6 5 1．6 9 ．4 16 ．2 貢　 岩 先端背 面加 工

83 Ⅴ D － 4　　 C － 5 437 58 ．0 43 ．2 13 ．4 38 ．5 貢　 岩 一 側線 腹面 加工

84 Ⅴ D － 4　 d － 2 4 38 44 ．2 38 ．7 9 ．4 22 ．0 貢　 岩 一 側線 背面 加工

85 V D － 5　 e … 1 4 39 72 ．5 ！ 69 ．1 15 ．1 74 ．0 安 山岩 三 叉状， 両 面加工

8 6 V D － 5　 a － 5 4 40 32 ．0 28 ．8 5 ．4 10 ．0 頁　 岩 両 側縁背 面加 工

8 7 V D － 5　 e － 2 44 1 4 9 ．1 56 ．1 12 ．0 38 ．0 安 山岩 両 側縁腹 面 ◎先端 背面 加工

88 V D … 6　　 a － 1 44 2 9 7 ．8 66 ．1 18 ．9 9 6 ．0 安山岩 両側 縁背 面加 工

8 9 V E － l　 b － 1 44 3 77 ．4 9 6 ．8 13 ．7 6 6 ．8 貢　 岩 横長 ，両 側縁 背面 加工

90 V E － l　 d － 4 444 28 ．2 51 ．0 9 ．0 15．0 貢　 岩 一側 線背 面加 工

9 1 Ⅴ E － 2　 b － 3 44 5 4 2 ．3 3 7 ．4 12 ．1 19 ．0 貢　 岩 両側 縁背面 加工

92 V E － 3　 b － 1 446 6 7．0 60 ．2 1 13 ．4 62 ．0 安 山岩 一側 線腹面 加工

93 Ⅴ E ～ 3　 b － 3 447 55 ．9 32 ．1 6 ．9 15 ．0 貢　 岩 一側 線両面 ◎一 側線 腹面 加工

i 94 Ⅳ A － 4　 e － 3 4 48 85 ．4 i 4 1．4 13 ．5 49 ．7 貢　 岩 一側線 背面 加工

！95 Ⅳ A － 4　　 e － 4 4 49 83 ．0 61 ．8 10 ．3 61 ．4 貢　 岩 一 側線 背面 ◎一 側線腹 面 加工

！96 Ⅳ A － 5　 a － 2 4 50 6 上2 47 ．6 11 ．3 43 ．9 チャート 両 側縁 背面 加工

97 Ⅳ A 1 6　 d － 3 4 51 56 ．5 37 ．4 7 ．2 17 ．4 チャート 一 側線 背面 加工

9 8 Ⅳ A － 6　 d － 3 4 52 73 ．8 30 ．0 10 ．6 2 2 ．3 貢　 岩 一 側線背 面 ◎一側 線腹 面加工

！9 9 Ⅳ A － 6　 d － 3 4 53 54 ．6 37 ．5 7 ．9 16 ．0 貢　 岩 両 側炎背 面加 工　　　　 」

恒 0 Ⅳ A － 6　 d － 3 45 4 48 も5 2 6 ．5 8 ．5 10．4 貢　 岩 両側 縁背 面加 工， 先端 欠損

10 1 Ⅳ A － 6　 d … 3 45 5 3 1 ．6 5 2 ．1 11．2 16．1 貢　 岩 横長 ，先 端背 面加 工

10 2 Ⅳ B … 2　　 a － 2 45 6 53 ．1 2 5．8 10 ．5 13 ．1 貢　 岩 両側 縁両 面加 工

103 Ⅳ B － 4　　 a － 4 45 7 28 ．7 2 5．5 6 ．2 4 ．4 貢　 岩 両側 縁 ◎先端 背面 加工

恒 4 ］Ⅳ B － 5　 d － 4 ［458 36 ．6 25 ．4 9 ．5 8 ．7 頁　 岩 両側 縁背 面加工

恒 5 Ⅳ B － 5　 d － 5 459 38 ．6 33 ．6 9 ．4 19 ．0 貢　 岩 一側 線背面 加工

恒 6 Ⅳ B － 5　　 e － 5 460 ［ 70 ．2 1 35 ．2 i 1 主9 ［ 31 ．1 貢　 岩 i ！一側線 背面 加工　　　　　　　 －

恒 7 Ⅳ B － 6 4 6 1 61 ．7 45 ．6 14 ．0 36 ．6 貢　 岩 68 一 側線 背面 加工

108 Ⅳ C － l　 a 一一 2 4 62 77 ．4 62 ．7 12 ．5 4 7 ．2 頁　 岩 一 側線 背面 加工

109 IV C － 1　 d － 4 4 63 52 ．0 37 ．7 27 ．1 50 ．0 貢　 岩 一 側線 背面 加工

110 Ⅳ C － 2　　 e － 2 4 64 91 ．1 55 ．6 15 ．0 79 ．2 貢　 岩 ！

［6 9

！

】

！

7 0

i

71 I

l

l

l

l

両 側縁 背面 加工

111 Ⅳ C － 3　　 d … 1 46 5 3 2 ．4 5 上7 6．3 11 ．1 貢　 岩 靴 形， 両側縁 両面 加工

1 12 Ⅳ C －．3　 e … 3 46 6 4 6 ．0 2 4 ．6 8 ．5 13 ．4 安 山岩 両 側縁両 面加 工

1 13 Ⅳ C － 4　　 a － 1 46 7 38 ．9 44 ．0 6 ．9 1 5．0 貢　 岩 一側 線背 面加 工

114 Ⅳ C － 4　　 a － 1 468 5 1．5 40 ．8 8 ．5 20 ．0 貢　 岩 先端 背面 加工

115 Ⅳ C － 5　　 a … 3 469 48 ．6 26 ．6 5 ．4 8 ．0 貢　 岩 両側 縁背 面加 工

116 Ⅳ C … 5　 a － 4 470 49 ．3 93 ．7 1上6 67 ．7 泥　 岩 横長 ，先 端背 面加工

117 Ⅳ D － 2　　 C － 5 47 1 43 ．6 32 ．6 8 ．1 18 ．0 貢　 岩 一側 線両面 加工

118 Ⅳ D － 3　　 C － 5 4 72 70 ．3 50 ．2 14 ．4 48 ．0 安 山岩 一側線 背面 加工

119 Ⅳ D － 3　　 e － 1 4 73 149 ．9 98 ．4 15 ．8 2 25 ．0 安 山岩 一 側線 腹面 加工

120 Ⅳ D － 3　　 e － 2 4 74 28 ．3 4 6 ．4 9 ．8 13 ．7 貢　 岩 先 端背 面加 工

12 1 Ⅳ D － l　 d － 1 4 75 60 ．3 10 3 ．6 12 ．8 10 8 ．0 安 山岩 横 長， 先端 腹面 加工

12 2 Ⅳ D － 1　 d － 1 4 76 51 ．7 2 0 ．6 5 ．4 6 ．2 貢　 岩 両 側縁 両面 加工

123 Ⅳ E － 1　 b － 2 4 77 75 ．9 4 2 ．4 13 ．1 5 0 ．0 チャート 一 側線 背面 加工

124 Ⅳ E － l　 c － 2 4 78 4 2 ．5 2 5 ．2 6 ．5 6 ．9 貢　 岩 靴 形， 両側縁 背面 加工

125 Ⅳ E － 2　　 C … 4 4 79 5 3．4 28 ．5 6 ．8 6 ．7 貢　 岩 一側 縁背 面， 一側 線腹 面加 工

126 i Ⅳ E － 3　　 a － 2 480 105 ．2 73 ．0 30 ．8 178 ．0 チャート 一側 線背 面加 工

127 I Ⅳ E － 4　　 a － 2 48 1 54 ．2 74 ．9 4 ．9 56 ．2 安 山岩 一側 線背 面加 工

128 ！Ⅳ ！E － 4　　 a － 2 482 70 ．4 83 ．5 7 ．0 62 ．0 貢　 岩 一側 線先 端背 面加 工

129 i 可 E － 4　　 b － 2 4 83 r 83 ．3 66 ．2 15 ．7 77 ．8 安 山岩 一側 線背 面加 工

1叫 Ⅳ ！E － 4　　 C － 2 4 84 85 ．7 70 ．7 14 ．9 96 ．0 安 山岩 一側 線背面 加工　　　　　 ！

1叫 Ⅳ ！F － 4　 b － 3 4 85 114 ．4 57 ．0 13 ．5 100 ．0 安 山岩 両側 縁背面 加工

1叫 Ⅲ ！A － 1 48 6 64 ．1 39 ．5 8 ．3 2 2 ．0 貢　 岩 先 端背 面加 工

1叫 Ⅲ ！A － 1　 b － 4 48 7 4 3 ．6 15 ．0 4 ．7 3 ．6 貢　 岩 切 り出 し状 ，両 面縁 両面 加工

1叫 Ⅲ ！A － 2　　 d － 2 48 8 18 ．1 18 ．1 3．4 1 ．6 貢　 岩 靴 形， 両側 縁背 面加 工

1叫 Ⅲ ！A － 2　　 C － 4 48 9 48 ．2 2 6．2 6 ．5 9．0 貢　 岩 一 側線 背面 加工

99



表Ⅳ－26　削器一覧表（4）

No．層位 グ リッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 ー厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

136 Ⅲ A － 4　　 a － 3 4 90 64 ．7 2 7 ・2 i 13 ・2 20 ．7 貢　 岩 一側 線背面 加工

137 Ⅲ A － 4　 b － 1 49 1 40 ．0 18 ．0 6 ．5 4 ．0 メノウ重責岩 基部 欠損， 両側 縁両 面加 工

138 Ⅲ A － 4　 b － 3 492 34 ．2 2．4 ．0 4 ．4 3 ．8 貢　 岩
［

基部 欠損， 両面 加工

139 Ⅲ A － 4　 d － 3 493 40 ．4 30 ．3　　　 4 ．5 5 ．5 貢　 岩 一 側線 ◎先 端背 面加 工

140 Ⅲ A － 7　 e － 1 494 35 ．5 24 ．3 5 ．1 5 ．0 貢　 岩 基 部欠 損， 両側 縁背 面加 工

14 1 Ⅲ B － 1　 C － 2 495 45 ．3 26 ．2 5 ．8 8 ．8 貢　 岩 基 部欠 損， 両側 縁背 面加 工

142 Ⅲ B － 3　 b － 1 496 35 ．6 21 ．1 3 ．9 3 ．3 頁　 岩 基 部欠 損， 両側 縁背 面加工

143 Ⅲ B － 3　　 C － 2 497 25 ．7 3上2 5 ．7 6．1 貢　 岩 基 部欠 損， 両側縁 両面 加工

144 Ⅲ B － 3　 C － 5 498 52 ．5 24 ．0 6 ．7 9 ．3 頁　 岩 7 2 木 葉形， 両 側縁両 面加 工

145 Ⅲ B － 4　 a － 3 4 99 3 5 ．5 19 ．5 4 ．5 2 ．0 貢　 岩 一 側線両 面加 工

146 Ⅲ B － 4　 a － 3 5 00 4 2 ．5 25 ．6 ！ 9．0 8 ．1 貢　 岩 一 側線両 面加 工

14 7 Ⅲ B － 4　 b － 4 5 01 54 ．0 軋 5 i 8 ．8 18 ．6 頁　 岩 横 長，先 端背 面加 工

14 8 Ⅲ B － 4　 C － 5 50 2 52 ．9 6 1 ．2 10 ．8 37 ．5 貢　 岩 一 側線背 面加工

14 9 Ⅲ B … 4　 e － 2 50 3 77 ．8 6 3．2 15 ．2 70 ．0 貢　 岩 一 側線背 面加工

150 Ⅲ B － 4　 e － 3 504 46 ．2 36 ．3 10 ．2 20 ．0 頁　 岩 一側 線 ◎先端背 面加 工

151 Ⅲ C － 2　 b － 2 50 5 40 ．1 2 6．7 5 ．3 7 ．2 貢　 岩 73 木葉 形，両 側縁 両面 加工

152 Ⅲ C － 2　　 C － 5 50 6 50 ．3 2 5．5 4 ．0 6 ．0 貢　 岩 一両側 線背面 加工

153 Ⅲ C － 3　 a － 5 50 7 28 ．1 20 ．0 2 ．5 2 ．1 黒曜 石 両側 縁両面 加工

154 Ⅲ C － 3　 a － 5 508 54 ．5 2 7．0 4 ．8 9 ．2 頁　 岩 両側 縁両面 加工

155 Ⅲ C － 3　 C － 5 50 9 30 ．4 20 ．4 i 6 ．7 4 ．0 貢　 岩 側線 部片， 背面 加工

156 Ⅲ C － 3　 d － 1 5 10 8上6 33 ．6 10 ．8 3 6 ．3 安 山岩 一側線 腹面 加工

157 Ⅲ C － 4　 a － 3 51 1 80 ．7 38 ．0 8 ．8 2 7 ．2 貢　 岩 74 木葉形 ，両 側縁 両面加 工

158 Ⅲ C － 4　　 a － 4 512 4 6 ．2 29 ．6 10 ．0 15 ．8 貢　 岩 一 側線 背面 加工

159 Ⅲ C － 4　 b － 2 513 36 ．6 i 32 ．0 8 ．3 8 ．8 チャート 一 側線 先端背 面加 工

160 Ⅲ C － 4　 b － 3 514 62 ．7 39 ．2 13 ．3 30 ．3 貢　 岩 一 側縁 腹面加 工

16 1 Ⅲ C － 4　 e － 4 5 15 4 7 ．7 32 ．8 7．6 12 ．9 貢　 岩 基 部欠 損，一 側線 背面 加工

162 Ⅲ C － 4　 e － 4 5 16 30 ．2 2上9 5 ．4 5 ．0 貢　 岩 一 側線 両面加 工

163 Ⅲ C － 5　　 e － 1 5 17 4 6 ．3 2 8 ．2 10 ．8 12 ．6 頁　 岩 一 側線 両面加 工

164 Ⅲ D － 1　 C － 5 5 18 4 5．6 3 0．5 7 ．9 9 ．0 貢　 岩 ［

！

75 ！

先 端欠損 ，両 側縁 両面 加工

165 Ⅲ D － 1　 d － 2 5 19 76 ．1 28 ．6 6 ．5 15 ．9 安 山岩 一 側線背 面加 工

16 6 Ⅲ D … l　 d － 2 5 20 53 ．5 29 ．1 5 ．3 8 ．3 メノウ室頁岩 靴 形，両 側縁 両面 加工

16 7 Ⅲ D － 2　　 d － 2 52 1 49 ．5 39 ．0 5 ．0 12 ．0 頁　 岩 76 】

i

77 ！

！

l

i

l

［

1

】

！

78

i

i

i

l

l

両側 縁両 面加 工

168 Ⅲ D － 3　 d － 2 52 2 6 1．8 35 ．9 10 ．7 30 ．0 貢　 岩 一側 線腹面 加 工

16 9 Ⅲ D － 3　　 C － 3 523 63 ．4 2 7．6 7 ．3 16 ．0 貢　 岩 両側 縁両面 加工

170 Ⅲ D － 3　　 C － 3 524 60 ．2 22 ．2 10 ．4 10 ．0 貢　 岩 一側 線背面 ◎一 側線 腹面 加工

17 1 Ⅲ D － 3　　 C － 3 52 5 96 ．1 48 ．4 7 ．6 4 0 ．0 安 山岩 切 り出 し状 ，一 側線 腹面 加工

172 Ⅲ D － 3　 e － 3 526 64 ．9 62 ．7 10 ．9 4 1 ．6 安 山岩 一側線 背面 加工

173 Ⅲ D － 4　　 a － 4 52 7 78 ．4 48 ．4 20 ．7 8 2 ．0 貢　 岩 一 側縁 背面 加工

174 Ⅲ D － 4　 b － 3 528 28 ．5 17 ．8 4 ．9 2 ．0 貢　 岩 一 側線 背面 ◎一 側線 腹面 加工

175 i Ⅲ D － 4　　 b … 4 529 38 ．9 22 ．2 5 ．7 4 ．0 頁　 岩 基 部欠 損， 両側 縁両 面加 工

176 Ⅲ D － 4　 b － 3 530 72 ．2 70 ．7 10 ．7 6 2 ．1 貢　 岩 一 側線 背面 加工

177 Ⅲ D － 4　　 b － 3 531 65 ．8 71 ．2 11 ．2 3 7 ．0 貢　 岩 先 端背 面加工

178 Ⅲ D － 4　　 b － 4 532 114 ．1 57 ．3 2上1 16 2．0 安 山岩 一 側線 腹面加 工

179 Ⅲ D － 4　　 e … 1 533 59 ．9 33 ．3 6 ．3 16 ．0 貢　 岩 両 側縁 背面加 工

18 0 Ⅲ D － 4　　 e － 1 534 4 9 ．2 2 3 ．2 6 ．0 10 ．8 貢　 岩 両 側縁 両面加 工

18 1 Ⅲ D － 4　　 e － 1 5 35 38 ．8 16 ．5 4 ．1 2 ．0 貢　 岩 両 側縁 背面加 工

18 2 Ⅲ D － 4　　 e － 3 5 36 8 1．4 4 9 ．8 9 ．7 38 ．0 安 山岩 一 側縁 腹面 ◎一側 縁背 面加 工

18 3 Ⅲ D － 5　　 C － 3 5 37 99 ．5 54 ．3 14 ．1 82 ．0 安 山岩 一 側縁 ◎先端 腹面 加工

184 Ⅲ l D － 5　　 C － 3 5 38 59 ．7 3 3 ．5 7．2 17 ．0 貢　 岩 木 葉形， 両側 縁両 面加 工

18 5 Ⅲ D － 5　　 C － 3 53 9 60 ．3 7 7 ．2 11．2 5 1．5 安 山岩 一 側線 ◎先端 背面 加工

186 Ⅲ D － 5　　 C － 4 54 0 65 ．4 4 7 ．4 18 ．6 46 ．5 貢　 岩 先 端腹面 加工

18 7 Ⅲ D － 5　　 C ～ 4 54 1 120 ．0 108 ．1 18 ．0 106 ．0 安 山岩 両側 縁背 面加 工

188 Ⅲ D － 5　　 d － 3 54 2 123 ．8 38 ．3 1 ．両 90 ．0 安 山岩 一側 線背 面 ◎一側 縁腹 面加 工

189 Ⅲ E － 2　　 a － 1 543 68 ．1 14 ．9 44 ．1 41 ．3 安 山岩 一側 線背 面 ◎一側 線腹 面加 工
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表Ⅳ－27　削器一覧表（5）

No．層位 ダ リッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

19 0 Ⅲ E － 2　 b － 3 54 4 70 ．0 102 ．8 13 ．1 8 7 ．6 安 山岩 横長， 一 側線 背面 加工

19 1 Ⅲ E － 2　 b － 3 54 5 128 ．4 55 ．4 19 ．9 13 9．0 貢　 岩 79 両 側縁 背面 加工

19 2 Ⅲ E － 2　 d － 4 54 6 54 ．5 60 ．0 1 1．5 34 ．3 ！貢　 岩
I

一 側線 腹面 加工

193 Ⅲ E － 2　 d － 5 i 54 7 38 ．6 29 ．7 10 ．5 9 ．5 黒 曜岩 一 側縁 背面 加工

194 Ⅲ E － 2　　 d － 5 548 42 ．9 29 ．7 4 ．9 6 ．6 頁　 岩 80 一 側線 ◎先 端両 面加工

195 Ⅲ E － 3　　 a － 2 549 55 ．3 102 ．2 1 1．1 67 ．4 安 山岩 一 側線 背面 加工

196 Ⅲ F － 2　　 C － 2 550 43 ．8 36 ．5 5 ．5 7 ．2 貢　 岩 8 1 靴 形， 両側 縁 ◎先端両 面加 工

197 Ⅲ F － 2　　 C － 2 55 1 73 ．5 4 9 ．0 6 ．1 23 ．1 黒 曜岩 8 2 靴 形， 両側 縁 ◎先端両 面加 工

198 Ⅱ A … 2　　 b － 4 552 60 ．5 39 ．4 12 ．4 40 ．0 貢　 岩 両 側縁 ◎先 端 に波状刃

199 Ⅲ A … 2　　 b － 5 553 30 ．1 20 ．8 8 ．3 3 ．3 貢　 岩 一側 線背 面 加工

200 Ⅲ A － 2　 d － 2 554 60 ．1 17 ．5 8 ．6 8 ．9 貢　 岩 一側 縁背 面加 工

201 Ⅲ A － 2　　 e － 5 555 66 ．1 24 ．8 12 ．5 12 ．6 貢　 岩 切 り出 し状， 両側 縁背 面加工

2 02 Ⅲ A － 3　　 a － 2 556 54 ．6 2 5．3 8 ．1 11 ．0 貢　 岩 靴形 ，両 側縁 背面 加工

2 03 Ⅲ A … 3　　 a － 5 557 3 6 ．7 2 2．3 7 ．2 6 ．0 頁　 岩 一側 線背 面加 工 ◎先端 欠損

20 4 Ⅲ A － 3　　 C － 4 558 8 1 ．0 8 2．3 12．4 5 9 ．8 安 山岩 先端 腹面 加工

20 5 I 丑 A － 3　　 C － 5
I

5 59 5 3 ．3 19．8 8 ．4 7 ．0 貢　 岩 切 り出 し状， 両側 縁背 面加工

i20 6 Ⅱ A － 3　　 e － 4 56 0 64 ．1 3 5．3 8 ．0 2 2 ．0 貢　 岩 両側 縁背 面加 工

20 7 Ⅲ A － 4　　 b － 2 56 1 58 ．8 4 1．5 5．4 19 ．0 貢　 岩 83 ！木葉 私 両側 縁両面 加工

！208 Ⅲ A － 4　　 b … 2 56 2 5 5．9 36 ．9 6 ．7 16 ．8 貢　 岩 一側 線 ◎先端 に波状 刃

i209 Ⅲ B － 2　　 a － 5 56 3 44 ．3 38 ．7 4 ．7 lL 6 貢　 岩 両側 縁両 面加 工，基 部欠 損

210 Ⅲ B － 3　　 a － 5
l

564 i1 43 ．9 29 ．1 4 ．3 6 ．7 貢　 岩 84 両側縁 両 面加 工

21 1 Ⅲ B － 3　　 d … 1 56 5 53 ．6 3 上8 6 ．8 12 ．1 頁　 岩 両側縁 両面 加 工

212 皿 B … 3　　 d － 4 566 49 ．8 17 ．3 6 ．3 7．8 貢　 岩 両側縁 両面 加工

213 Ⅲ B … 3　　 d … 4 56 7 44 ．5 22 ．1 5 ．7 6 ．2 貢　 岩 両側縁 両面 加工 ，先 端欠 損

i214 TT山 B － 4　　 b － 2 ！568 ； 28 。1 17 ．2 i　 5 ．0 l　 イカ I 頁　 岩 ； l 両側縁 両面 加工

215 Ⅲ B … 4　　 C － 1 569 31 ．9 57 ．5 7 」 17 ．2 貢　 岩 横 長， 基部 背面 の先 端腹 面加 工

216 Ⅲ B － 4　 d － 3 570 86 ．2 36 ．9 10 ．2 24 ．6 貞　 岩 木 葉形 ，両 側縁 両面 加工

217 Ⅲ C － l　 c － 3 57 1 27 ．2 2上9 5 ．7 5 」 ・頁　 岩
l

l 両 側縁 両面 加工

218 Ⅲ C － l　 c － 4 572 33 ．6 24 ．9 6 ．0 5 ．0 貢　 岩 】

i

l

［ ［

8 日

l

i

［

l

i

i

1

86 i

i

！

8 7 i

両 側縁 両面 加工 ，先 端欠損

2 19
圭

Ⅲ C － l　 c － 4 573 4 9 ．3 4 0 ．6 7 ．2 14 ．2 貢　 岩 両 側縁 両面加 工 ，基 部欠損

22 0 Ⅲ C …r2　　 d － 5 574 3 6 ．9 15 ．4 7 ．1 3 ‥8 頁　 岩 一 側線背 面加 工

22 1 Ⅲ C … 2　　 e … 4 575 34 ．3 3 5 ．7 7 ．2 10 ・4 －頁　 岩 両 側縁両 面加 工

22 2 山 C － 3　　 d － 4 5 76 6 1．4 38 ．3 7 ．0 15 ．4 貢　 岩 靴形 ，両 側縁 両面 加工

223 Ⅲ C － 4　　 b － 1 5 77 2 7．8 33 ．2 6 ．6 i 7 ．0 貢　 岩 両側 縁両 面加 工

224 Ⅲ C － 4　　 b － 3 5 78 4 5．7 20 ．8 6 ．5 6 ．0 安 山岩 両側 縁両 面加 工， 基部 欠損

225 Ⅲ C … 4　　 C － 2 5 79 65 ．0 84 ．6 9 ．2 48 ．6 安山岩 横長 ，一 側線 背面 加工

226 Ⅲ C － 5　　 a － 5 58 0 78 ．5 52 ．6
ま

13 ．6 44 ．2 安山岩 一側 線背 面加 工

227 i Ⅲ C … 5　　 C － 3 58 1
l

52 ．5 i 32 ．0 9 ．4 18 ．2 貢　 岩 両側 縁背 面加 工

228 ！Ⅲ C － 6　　 a － 2 58 2 67 ．7 83 ．9 9 ．3 46 ．0 貢　 岩 横長 ，先 端背 面加 工

229 Ⅱ D 1－ 2　　 a － 1 583 47 ．3 29 ．6 7 ．6 7 ．9 貢　 岩 一側 線両 面 ◎一側線 背 面加工

230 Ⅱ D － 2　　 a － 2
l

584 63 ．2 ！ 37 ．7 11 ．2 24 ．5 チャート 両側 縁両面 加 工

2 31 i Ⅱ D － 2　　 b … 4 585 38 ．9 21 ．4 5 ．9 6 両 貢　 岩 両側 縁両 面加 工

2 32 Ⅱ D － 2　　 d － 3 586 2上0 20 ．5 3 ．7 上6 ［黒 曜岩 両側 縁両 面加 工

2 33 Ⅱ D － 3　　 a … 5 587 63 ．9 21 ．4 9 ．3 12 ．0 1 貢　 岩 一 側 線背面 加 工

2 34 Ⅱ C － 3　　 b … 4 588 42 ．1 25 ．9 10 ．0 11 ．9 巨 ノウ 一 側 線背面 加工

23 5 Ⅱ D － 4　　 C － 1 589 j 77 ．2 109 ．8 22 ．4 100 ．O i 安 山岩 横 長， 先端 腹面 加工

23 6 Ⅱ D － 4　　 C － 3 590 ！ 4 3 ．9 15 ．8 7 ．3 4 ．0 極　 岩 両 側縁 両面 加工

23 7 Ⅱ D … 4　　 d － 1 5 91 38 ．6 20 ．4 6 ．8 5 ．0 ！貢　 岩 両 側縁 両面 加工

238 Ⅱ D … 4　　 e － 4 5 92 3 3 ．9 2 6 ．7 5 ．0 5 ．1 】貢　 岩 靴 形， 両側 縁両 面加 工

239 Ⅱ D － 4　　 e － 5 5 93 58 。5 4 2 ．2 8 ．2 22 ．3 日 ノウ質頁岩 88 木 葉私 両 側縁 両面 加工　　 l

240 Ⅱ E － 2　　 b － 5 5 94 4 3 ．7 44 ．2 7 ・1 i 18 ．9 i 貢　 岩 両 側縁 ◎先 端両 面加 工

24 1 Ⅲ E － 2　　 b － 5 5 95
i

58 ．3 2 5 ．6 10．0 15 ．日 安 山岩 一 側線 背面 ◎一 側線 腹面 加工　　 －

242 Ⅱ E － 4　　 a － 2 59 6 2 7．1 18 ．8 4 ．3 2 ．O i 貢　 岩 両 側縁 ⑳先 端背 面加 工

2 43 Ⅱ ！E － 4　　 b － 2 59 7 40 ．6 22 ．5 6 ．1 6．6 ！貢　 岩 一側 線両 面 ◎一側 線 背面加 工

力男



表Ⅳ－28　削器一覧表（6）

No．層位 ダ リッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

24 4 Ⅱ lE － 4　　 e － 1 598 5 1．5 18 ．2 7 ．0 7 ．0 頁　 岩 8 9 南側縁 両面 加工

24 5 Ⅲ F － 4　 a － 1 59 9 55 ．7 28 ．0 7 ．6 11 ．3 貢　 岩 9 0 両 側縁 両面 加工

246 Ⅱ F － 4　　 C － 1 600 101 ．9 63 ．9 16 ．2 128 ．0 安 山岩 9 1 両 側縁 ，先 端背 面加 工

247 Ⅱ F － 4　　 C － 4 60 1 78 ．4 54 ．3 7 ．2 38 ．4 安 山岩 9 2 両 側縁， 先 端背 面加 工

248 ‡ A － 3 602 47 ．4 22 ．台 5 ．8 9 ．0 貢　 岩 両 側縁背 面 加工

249 I B － 2 603 30 ．9 17 ．5 5 ．8 3 ．2 貢　 岩 両 側縁両 面加 工 ，基部 欠損

250 I B － 6 604 79 ．5 4 5 ．7 8 ．8 42 ．0 貢　 岩 両 側縁両 面加 工

2 51 ‡ C － 1 6 05 3 0 ．0 3 1．5 5 ．5 5 ．9 貢　 岩 一側 線背 面加 工

2 52 I C － 1 6 06 34 ．6 17．4 3 ．4 2 ．0 貢　 岩 両側 縁背 面加 工

2 53 I C － 1 60 7 38 ．2 24 ．8 6 ．0 6 ．1 貢　 岩 一側 線両面 加工

254 I C － 2 608 86 ．4 85 ．2 14 ．2 109 ．4 安 山岩 93 一側線 背面 ◎一 側線 腹面 加工

25 5 I C － 2 609 46 ．5 30 ．6 8 ．2 12 ．4 チャート 一 側線 背面 加工

256 I C － 3 610 3 1．3 14 ．2 4 ．5 2 ．0 メ ノウ 両 側縁 背面 加工

25 7 I D － 2 61 1 38 ．5 33 ．4 9 ．8 9 ．0 貢　 岩 両 側縁 両面 加工 ，基 部欠 損

258 I F － 3 612 68 ．6 37 ．3 6 ．8 2 1 ．2 貢　 岩 94 靴 形，両 側 縁， 先端 両面加 工

259 I F － 5 613 75 ．3 35 ．7 5 ．8 19 ．0 貢　 岩 95 両 側縁両 面 加工

260 表　　　 採 614 67 ．1 40 ．8 12 ．1 34 ．7 貢　 岩 一 側線両 面 ◎一側 線背 面加 工

261 表　　　 採 6 15 10 6 ．5 2 7．3 1

1
10 ．3 2 7．1 チャート 96 縦長 ，両 側縁 両面 加工

掻器

89点が出土している。石質は貢岩69点，黒曜石8点，チャート7点，メノウ1点，メノウ質貢岩2点

である。形態的にはラウンドスクレイパー，靴形のスクレイパーが多い。本遺跡で特徴的なものは太い

柄部の作出されている靴形のものであり24点が出土している。靴形のものは削器に分類したものと似た

形態のものが多く明瞭な区別をLがたいが，加工が片面のみで剥片が反り，あるいはねじれているもの

を掻器に分類した。この他剥片の縁辺や先端に刃部をもっものを，それぞれサイドスクレイパー，エン

ドスクレイパーとした。

靴形を呈する掻器は刃部が右に傾いているものが多い。また，片面加工のため器体が反ったりねじれ

たりしているものが多い。これらは柄部をもって使用すると切ることを目的とした前後運動では刃部は

物に接しにくく，削器としては不適当な形態である。これに対し上下運動は刃部の対象物に接するため

上下運動に適した形態であるといえる。

99◎120◎103◎106◎107◎109◎112～114◎116～118◎121⑳126◎127◎131～135　は靴形を呈するも

のである。これらの中で109が刃部が左に傾いている以外の全てが刃部が右に傾いている。

また109◎116⑳121◎126など7点を除く11点は反りあるいはねじれのある剥片を使用している。靴形

のなかで柄の部分の明瞭のものは103◎106◎109◎116◎117⑳127◎130◎133などであり，不明瞭なもの

は99◎102◎112⑳114◎121◎131◎132◎134◎135などである。刃部の形態がほぼ直線を呈するものは99◎

109◎115◎127◎132⑳135，刃部が弧状を呈するものは107◎110◎112⑳116◎121◎126⑳128◎130⑳131◎

133であり，刃部が木葉形を呈するものは103◎106である。102は刃部を再生したもの9134は未製品で

ある。
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図Ⅳ－37　包含層出土石器（8）
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表Ⅳ－2g　掻器一覧表（1）

く二二二二＝＞　　123

ミニ二
r「‾：ゝ

127

′二二＼　130　　　　∠＝ゝ　131

133　　∠＝ゝ　134

図Ⅳ－38　包含層出土石器（9）

N（1 層位 グ リ ッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図 番 備　　　　　 考

1 Ⅵ A － 4　 e － 2 6 16 64 ．6 25 ．1 8 ．6 16 ．0 チャート 一 側 線 背 面 ・一 側 線 腹 面 加 工

2 Ⅵ B － 3　 C － 2 6 17 104 ．8 42 ．9 16 ．7 90 ．0 頁　 岩 97 両 側 縁 ・先 端 背 面 加 工

3 Ⅵ B － 3　 e － 1 6 18 54 ．2 40 ．2 1 1．0 26 ．0 貢　 岩 一 側 線 背 面 加 工

4 Ⅵ C － 2　 C － 1 6 19 43 ．9 24 ，9 15 ．6 15 ．8 貢　 岩 両 側 縁 背 面 加 工

5 Ⅵ C － 6　 b － 1 6 20 39 ．8 3 1．5 1 1．7 16 ．0 貞　 岩 一 側 縁 背 面 加 工

6 VI D － 4　 b － 1 6 21 28 ．1 35 ．2 8 ．2 10 ．0 頁　 岩 一 側 縁 背 面 加 工

7 Ⅴ D － 5　 a － 3 6 22 39 ．8 29 ．0 7．1 9 ．1 貢　 岩 両 側 縁 背 面 加 工

8 Ⅴ F － 2　 b － 3 6 23 5 5．2 30 ．8 8 ．3 14 ．1 貢　 岩 一 側 線 背 面 加 工

9 Ⅴ F － 2　 b － 3 6 24 3 9 ．4 19 ．6 8 ．8 10 ．0 チャート 98 一 側 線 ・先 端 背 面 加 工

10 Ⅴ A － 1　 a － 3 6 25 4 3 ．4 19 ．3 5 ．8 5 ．4 貢　 岩 9 9 靴 形 ， 両 側 縁 ・先 端 背 面 加 工

11 Ⅴ B － 4　　 e － 3 6 26 4 7 ．1 15 ．0 4 ．7 4 ．6 メノウ質頁岩 10 0 両 側 縁 両 面 ・先 端 背 面 加 工

12 Ⅴ B － 5　 C － 3 6 27 3 6 ．6 16 ．3 12 ．0 8 ．0 頁　 岩 両 側 縁 背 面 加 工

13 Ⅴ B － 5　 e － 2 6 28 44 ．8 3 1 ．2 10 ．4 13．0 頁　 岩 一 側 縁 背 面 加 工

14 Ⅴ B － 6 6 29 70 ．4 2 1 ．1 9 ．0 15．9 頁　 岩 10 1 一 側 縁 先 端 背 面 加 工

15 Ⅴ C － 2　 C － 2 6 30 3 9 ．2 16 ．6 8 ．9 4 ．5 頁　 岩 10 2 靴 形 ， 両 側 縁 背 面 加 工

16 Ⅴ C － 5　 b － 4 6 31 21 ．9 8 ．8 4 ．5 1 ．2 黒 曜 石 一 側 線 背 面 加 工

17 Ⅴ C － 5　 C － 4 6 32 27 ．9 13 ．1 7 ．4 3 ．0 黒 曜 石 両 側 縁 背 面 加 工
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表Ⅳ－30　掻器一覧表（2）

No．層位 グ リッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

18 Ⅳ D － 4　　 c l－ 1 633 6 4 ．3 2 8 ．8 15 ．4 32 ．0 貢　 岩 両 側縁 背面 加工

19 Ⅲ A － 1　 C － 2 634 3 6 ．9 18 ．9 11 ．3 9 ．8 貢　 岩 10 3 靴 形， 両側 縁両 面加工

20 Ⅲ A － 1　 C － 5 6 35 5 0．9 3 5．7 10 ．3 2 0 ．0 貢　 岩 104 一 側線 ◎先 端背 面加工

2 1 Ⅲ A － 1　 e － 3 ′ヽ‘ヽ′ヽO JO 2 7．8 ！ 3 上7 8 ．7 10 ．6 貢　 岩 105 一側 線 ◎先端 背 面加工

22 Ⅲ A － 1　 e － 5 63 7 63 ．4 46 ．4 8 ．1 20 ．8 貢　 岩 両側 縁 ◎先端 背面 加工

23 Ⅲ A － 4　　 a － 2 638 5 1．3 2 1．0 8 ．1 6 ．0 貢　 岩 両側 縁背 面加 工

24 Ⅲ A － 4　 d － 3 639 46 ．3 42 ．1 7 ．1 1 7．4 貢　 岩 一 側縁 両面 加工

25 Ⅲ A － 4　 e － 2 640 40 ．7 15 ．2 4 ．6 4 ．0 黒 曜石 両 側縁 背面 加工

26 Ⅲ A － 6　 d － 2 64 1 4 8 ．8 19 ．7 10 ．6 1 1．0 貢　 岩 一 側線 背面 加工

27 Ⅲ B － l　 a － 2 642 6 5 ．2 26 ．4 9 ．6 19 ．3 チャート 106 靴 形， 両側縁 両 面加 工

28 Ⅲ B － l　 a － 5 6 43 3 5．4 24 ．0 7 ．1 6 ．0 黒 曜石 一 側線腹 面加 工

2 9　 Ⅲ B － 2　　 a － 2 6 44 39 ．9 2 3 ．7 8 ．2 10 ．0 貢　 岩 107 靴 形，両 側縁 ◎先 端背 面加 工

3 0 Ⅲ B － 2　　 d － 2 6 45 39 ．0 22 ．8 10 ．3 10 ．0 頁　 岩 一 側線背 面加 工

3 1 Ⅲ B － 3　　 C － 2 64 6 5 1．5 16 ．4 7．7 5 ．9 頁　 岩 108 両 側縁背 面加 工

32 Ⅲ B － 4　　 a － 5 64 7 6 上5 35 ．1 14 ．3 28 ．9 チャート 一側 線背 面加 工

33　 Ⅲ C － 3　 b － 5 648 27 ．7 18 ．0 4 ．9 2 ．0 貢　 岩 両側 縁両 面加 工

34 Ⅲ C － 4　　 C － 2 649 13 ．6 23 ．7 4 ．8 1．8 黒 曜石 両側 縁 ◎先端 背面加 工

35 Ⅲ D － 2　　 C － 3 650 29 ．0 23 ．3 6 ．4 4 ．8 貢　 岩 両側 縁 ◎先端 背面加 工

！36 Ⅲ D － 3　　 C － 3 65 1 36 ．2 23 ．7 10 ．1 10 ．0 頁　 岩 109 靴形 ，両 側縁 背面加 工

！3 7 Ⅲ D － 4　　 C － 2 652 5上4 15 ．4 11 ．4 10 ．0 貢　 岩 110 靴 形， 両側 縁 ◎先端 背面 加工

！3 8 Ⅲ D － 4　　 d － 2 6 53 30 ．5 30 ．2 10 ．1 10 ．6 頁　 岩 両 側縁 背面 加工

i3 9 Ⅲ D － 4　　 b － 3 6 54 88 ．3 4 0 ．日 8 ．1 20 ．5 泥　 岩 一 側線 背面 加工

！40 Ⅲ E － 2　　 a － 4 6 55 4 1．9 18 ．0 6 ．1 4 ．4 メノウ質貢岩 1 11 両 側縁 背面 加工

恒 1
Ⅲ E － 2　　 b … 4 6 56 35 ．1 28 ．4 4 ．9 4 ．1 貢　 岩 両 側縁 ◎先 反背面 加 工

i 42 Ⅲ E － 2　　 b － 5 65 7 28 ．9 20 ．0 4 ．8 3 ．0 貢　 岩 一側 線背 面加 工

再 3 Ⅲ E － 2　　 b … 5 558 39 ．5 2 1．9 9 ．1 5 ．9 貢　 岩 一側 線背 面加 工

再 4
Ⅲ E － 2　　 C － 5 558 58 ．3 24 ．5 8 ．5 11．2 貢　 岩 1 12 靴私　 両 側線 背面 加工

！45 Ⅲ E － 2　　 e － 5 659 60 ．2 48 ．0 8 ．2 1 7．8 メ ノ ウ 一側 線背 面加工

！4 6 Ⅲ E － 4　　 b － 3 660 44 ．3 32 ．2 7 ．2 10 ．0 貢　 岩 先端 背面 加工

恒 7 Ⅱ A － 1　 b － 3 66 1 30 ．2 15 ．6 6 ．4 4 ．0 貢　 岩 両側 縁背 面加工

48 Ⅲ A － 3　　 a － 2 6 62 4 2 ．8 22 ．7 6 ．3 8 ．0 チャート 113 靴 形， 両 側縁 ◎先端 背面 加工

49 Ⅲ A － 3　　 a － 2 6 63 75 ．2 17 ．5 7 ．9 12 ．0 貢　 岩 114 靴形，一側線両面 ◎一側線背面加工

50 序 A … 3　　 b － 1 6 64 2 7．0 19 ．2 8 ．2 5 ．0 貢　 岩 115 両 側縁 ⑳先 端背 面加 工

5 日 Ⅱ A － 3　　 b － 4 66 5 26 ．8 2 2．0 7 ．8 4 ．8 貢　 岩 116 靴 形， 一側 線 ◎先端 背面 加工

52 i Ⅱ A … 3　　 C － 4 66 6 35 ．5 14 ．3 7．2 4 ．3 貢　 岩 117 靴形 ， 両側 縁背 面加 工

53 序 A － 3　　 C － 4 66 7 37 ．7 28 ．6 7．4 10 ．0 貢　 岩 先端 背面 加工

5中 正 A － 3　　 C － 5 668 34 ．5 14 ．0 6 ．3 4 ．3 貢　 岩 両側 縁背 面加 工

55 序 A － 3　 d － 2 669 32 ．9 17 ．8 7 ．9 4 ．8 貢　 岩 両側 縁両 面加 工

56 序 A … 3　　 d ノー 2 670 60 ．6 12 ．1 9 ．5 8 ．0 貢　 岩 両側 縁背 面加 工

5 7 序 A － 3　　 e … 3 671 36 ．5 23 ．3 7 ．8 6 ．3 貢　 岩 一側 線背 面加 工　　　　　 ！

叫 Ⅱ B … 2　　 b … 5 6 72 6 4 ．6 27 ．8 ！ 6 ．4 13 ．4 貢　 岩 118 靴形 ，両 側縁 背面加 工　　 i

59 i Ⅱ B … 2　　 C － 5 6 73 3 6 ．1 15 ．3 i 6 ．2 4 ．0 貢　 岩 両側縁 背 面加 工　　　　　 i

60 Ⅱ B － 3　 d つ i 6 74 4 7．2 2 9 ．7 ！ 7 ．3 7 ．5 貢　 岩 両 側縁 背面 加工

6 日 Ⅱ B … 3　 d － 4 i 6 75 4 3．9 18 ．3 】 10 ．0 6 ．9 貢　 岩 119 両 側縁 背面 加工

62 ！Ⅱ B － 3　 e － 5 I 6 76 30 ．6 24 ．4 ！ 7 ．5 6 ．0 黒曜 石 】120 両 側縁 ◎先 端背 面加 工

63 i Ⅱ B － 3　 e － 5 ！67 7 ！ 姓 O i 27 ．2 ！ 9 ．5 10 ．8 貢　 岩 ！ 両 側縁 背面 加工

64 座 B － 4　 d － 3 i 678 ！ 27 ．3 】 19 ．4 ！ 8 ．7 ！ 6 ．O i 貢　 岩 ！12 1 靴形 ， 両側縁 ◎先端 背面 加工

6 5 ！Ⅲ B － 4　 d － 5 i 679 ！ 36 両 31 ．4 ！ 10 両 10 ．6 ！貢　 岩 ！122 i 木葉 形， 一側 線背 面 加工

66 ！Ⅲ C つ　 b － 5 I 680 ！ 35 ．8 ！ 24 ．5 1 6 ．4 ！ 6 ．8 ！黒 曜石 ！ i 両側 縁背 面加 工

6 中 正 C － 3　 d － 2 i 6 81 ！ 4 5 ．5 1 4 0 ．8 i 11 ．6 】 20 ．6 貢 一岩 l 123 一側 線背 面加 工

68 ！Ⅲ C － 4　 a － 1 i 6 82 i 4 2 ．4 ！ 32 ．7 ！ 10 ．3 i 11 ．0 チャート i 両側 縁背 面加 工　　　　　 i

69 i E D － 2　 a … 4 ！68 3 i 56 ．6 i 3 6 両 7 ．5 ！ 15 ．1 貢　 岩 ［124 一側 線背 面加 工　　　　　 i

70 序 D － 2　 b － 1 i 68 4 ！ 3 6 ．5 ！ 2 7 ．6 i 6 ．2 ！ 4 ．2 貢　 岩 ！ 一側 線 ◎先端 背面加 工　　 ！

可 Ⅱ D － 3　 a － 5 i 68 5 ！ 3 1．3 ！ 20 ．5 ！ 10 ．7 ！ 10 両 貢　 岩 ！ 両側 縁 ◎先端 背面加 工
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表Ⅳ－31掻器一覧表（3）

Nは 層位 ダ リッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図 番 備　　　　　 考

72 Ⅱ D －Y・・〃・・M 3　 b － 1 686 38．3 23．7 7．6 6．1 貢　 岩 125 靴 形， 両側 縁 ◎先端 背面 加工

73 Ⅲ D － 3　 b － 2 687 4 6．0 21．1 5．0 4．5 黒曜 石 一 側線 ◎先 端背 面加 工

74 Ⅲ D － 3　 b － 5 688 4 3．1 2 2．8 6．1 9．0 チャート 両 側縁 背面 加工

75 Ⅱ D － 3　　 C － 5 68 9 3 2．7 24 ．6 7．2 6．0 貢　 岩 先 端背面 加 工

76 Ⅲ D － 3　 e － 1 6 90 2 7．3 16．4 ！　 7．3 4 ．0 貢　 岩 126 靴 形，両 側 縁背 面加 工

77 Ⅱ D － 3　 e － 5 6 91 3 9．9 19．4 6．9 6．0 貢　 岩 両 側縁背 面加 工

78 Ⅱ D － 4　　 C － 1 69 2 44 ．5 19．4 8．4 8 ．0 貢　 岩 127 靴 形，両 側縁 ◎先端背 面加 工

79 Ⅱ D － 4　 C － 1 69 3 5 1．0 20．2 8．3 6．6 メノウ質頁岩 一 側線背 面加 工

8 0 Ⅱ D … 5　 b － 4 694 50．5 19．4 7．6 8．2 貢　 岩 128 両側 縁背 面加 工

8 1 Ⅲ E － 1　 b － 2 69 5 40．5 24．7 7．9 6．6 貢　 岩 129 靴形 ，両 側縁 背面 加工

8 2 Ⅱ E － 1　 b － 5 696 34．9 27．5 8．0 8．0 貢　 岩 130 一側 線背 面加 工

8 3 Ⅱ E － 2　 b － 5 69 7 37．2 15．7 4．4 3．5 貢　 岩 両側 縁背 面加 工

84 Ⅱ E － 3　 a － 3 698 34．1 26．8 9．1 8．7 貢　 岩 131 靴形 ，両 側縁 背面 加工

8 5 Ⅱ E － 3　　 a － 5 699 56．3 26．3 8．5 1上8 貢　 岩 132 靴形 ，両 側縁 ◎先 端背 面加工

86 Ⅱ E － 4　 b － 1 700 4 1．9 28．3 9．2 10．3 貢　 岩 133 靴形 ，両 側縁 背面 加工

8 7 Ⅲ F － 4　　 a － 1 70 1 35．0 20．7 6．7 4．0 貢　 岩 一側 縁背 面加 工

88 I C － 2 702 52．5 27．7 13．6 21．1 貢　 岩 134 靴形， 両側 縁 背面加 工

89 I D － 1 703 39．7 33．3 10．9 10．9 貢　 岩 135 靴形， 先端 背 面加工

Rフレイク

398点が出土している。石質は貢岩306点，チャート22点，黒曜石15点，安山岩42点，メノウ質貢岩4

点，泥岩4点，メノウ1点である。不定形な剥片で二次加工が一部に施されているもの，あるいは器種

を特定できない各種石器の末製品◎破損品を含む。全体的には剥片の縁辺に二次加工を施したものが最

も多い。この中には安山岩製のものが他の器種と比較して多く含まれている。削器に分類したものに剥

片の縁片を加工した安山岩製のものがあるが，このRフレイクはこの安山岩製の削器と同一の目的で利

用された可能性がある。

∪フレイク

45点出土している。石質は貢岩38点，チャート3点，黒曜石◎安山岩各2点，メノウ質貢岩1点であ

る。いずれも剥片の縁片に刃こぼれ状の剥離の見られるものである。

表Ⅳ－32　Rフレイク一覧表（1）

No．層位 グ リッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

1 Ⅵ B － 3　 d － 3 704 105．0 80．0 17．1 138．0 泥　 岩 一側 線背面 加 工

2 Ⅵ C － 2　　 b － 5 705 58．4 39．1 12．2 26．0 貢　 岩 一側 縁背面 加 工

3 Ⅵ C － 2　 d － 3 706 44．8 27．2 7．4 9．0 貢　 岩 一側線 背面 加 工

4 Ⅵ D － 2　　 C － 2 707 73．6 38．7 7．1 20．0 貢　 岩 一 側線 背面 加工

5 Ⅵ E － 1　 b － 2 708 64．2 4 5．0 7．3 30．0 貢　 岩 両側縁 背面 加工

6 Ⅵ E － 1　 b － 2 709 67．0 4 1．1 10．0 37．0 貢　 岩 両 側縁 背面 加工

7 Ⅵ F － 4　　 a － 2 710 93．8 36．5 14．0 4 3．4 貢　 岩 両 側縁 背面 加工

8 V I F － 4　　 b － 4 711 4 9．6 34．7 3．9 11．8 貢　 岩 一 側縁 ◎基 部腹 面加 工

9 Ⅴ A － 1　 d 1 4 712 61．5 4 9．8 10．2 29．5 貢　 岩 一 側線 背面 ◎先 端面 加工

10 Ⅴ A － 1　 e － 5 7 13 3 5．9 16．6 3．4 2．0 チャート 一 側縁 両面 加工

11 Ⅴ A － 3　　 C － 2 7 14 3 2．6 18 ．6 4 ．3 2．0 貢　 岩 一 側縁 背面 加工

12 Ⅴ A － 3　　 d － 3 7 15 4 5．3 2 7．0 4 ．8 10．0 チャート 一 側線 背面 加工

13 Ⅴ A － 4　 b － 4 7 16 5 5．1 5 1．0 18．2 4 1．7 貢　 岩 一 側線 両面 加工

14 Ⅴ A － 4　　 b － 4 7 17 4 2．3 3 5．7 7．3 12．5 貢　 岩 一 側線 背面 ′◎一 側線 腹面 加工
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表Ⅳ一33　Rフレイク一覧表（2）

Nは 層位 ダ リッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 右　 質 図 番 備　　　　　 考

15 Ⅴ A ～ 4　　 C 一一一一一一V2 718 4 5 ．0 26 ．4 7 ．7 10 ．0 貢　 岩 一側 線背 面加工

16 Ⅴ A － 4　　 C － 2 719 7 上3 3 6．7 10 ．9 3 0．0 貢　 岩 一側 線両面 加工

17 Ⅴ A － 4　 b － 1 7 20 58 ．5 43 ．3 8 ．3 1 7．0 貢　 岩 一側線 両面 加工

白 8 v i B － 1　 d － 5 l r7nl l
／∠⊥

［1 月i
日．4 Jn　n40 ．∠ ′ヽ　　√ヽ ′ヽ　′‘1　　／「l ′ナ→＿l＿　山女 日石O ．∠ ∠b ．U －側斉家宵 ［釘肌」一

白8 I v ！B － 1　 d －5 l r7nl
／∠⊥

l　　r71　4
1⊥．4

i　　Jn　n
40．∠

l ′ヽ　　√ヽ
；　　　O．∠r

l　　　r、′ヽ　′ヽ∠b．U
！．てい＿上山
女川石

l ［　　′n．．ムコ」レナ⊥＿＿＿戸　　　　　　　　　 ‾‾‾‾‾‾‾－ ‾‾‾‾…‾‾‾‾「
－側斉家宵［釘肌」一

19 Ⅴ B － l　 d －5 72 2 3上1 20．3 1 1．9 5．0 貢　 岩 一側線腹面加工

20 Ⅴ B － 2　　 e … 1 723 97．2 67．0 14．5 74．3 安山岩 一側線 ◎先端背面加工

21 V B － 2　　 e … 2 724 37．3 25．4 5．3 4．7 貢　 岩 一側線背面加工

22 Ⅴ B 1 3　 b － 1 725 26．1 4 6．2 10．3 14．0 チャート 両側縁背面加工

23 Ⅴ B －3　 b － 1 726 24．8 3上1 6．3 6．0 貢　 岩 一側線腹面加工

24 Ⅴ B －3　 b 1 5 727 31．2 2 7．7 8 ．0 7．5 貢　 岩 両側縁背面加工

25 Ⅴ B －3　　 C －2 728 73．3 4 5．7 13．0 3 9．1 貢　 岩 両側縁背面加工

26 ・Ⅴ B －3　　 C －2 729 30．3 2 1．8 6．7 3．0 貢　 岩 両側縁両面加工

27 Ⅴ B － 3　　 C －3 73 0 47．3 5 1．2 10．4 30．0 貢　 岩 一側線背面加工

28 Ⅴ B － 3　　 d －5 73 1 39．8 52．0 13．5 30．0 頁　 岩 一側線背面加工

29 Ⅴ B － 3　　 e － 3 73 2 45．9 38．9 1 1．6 28．0 貢　 岩 先端背面加工

30 V B － 3　　 e － 4 733 58．2 24．8 7．7 12．0 貢　 岩 一側線背面加工

31 Ⅴ B －4　　 a － 1 734 42．2 22．4 4．4 3．6 貢　 岩 一側線両面加工

32 Ⅴ B －4　　 a － 1 735 38．0 21．1 5．5 4．0 貢　 岩 両側縁両面加工

33 Ⅴ B －4　　 a … 1 736 29．2 料 4 10．8 4．0 貢　 岩 両側縁両面加工

34 Ⅴ B －4　　 C － 1 737 2 0．3 14 ．2 2．2 0．6 貢　 岩 一側線両面 ◎一側線背面加工

35 Ⅴ B －5　　 e － 1 738 4 6．3 40．0 16．0 3 0．0 貢　 岩 一側線背面加工

36 V B － 5　　 e －5 73 9 34．8 20．1 2．4 2．0 貢　 岩

I
一側線背面 ◎一側縁腹面加工

37 Ⅴ B － 6　　 e －2 74 0 49．2 3 1．3 8．9 10．3 頁　 岩 両側縁背面加工

38 Ⅴ B － 6　　 e … 2 74 1 2 1．0 30．8 7．1 6．0 チャート 一側線背面加工

i39 l V I C － 2　　 C － 5 l　　　　　　　l74 2 19．6 ！　　　　　　　　　　　　116．3 7．0 i　　　　　　　　　　　　　l2．0 頁　 岩 ！　　　　　　　　　l両側縁両面加工

再0 Ⅴ C － 2　　 e － 1 743 67．9 52．4 13．6 44．6 頁　 岩 先端腹面加工

極 V C …2　　 e － 1 744 23．3 21．9 3．1 2．0 黒曜石 両側縁両面加工

42 V C － 3　　 a － 5 745 17．5 15．3 4．1 上4 貢　 岩 一側線背面加工

43 V C － 3　 b … 1 756 53．3 4 1．4 8 ．7 22．8 貢　 岩 一側線背面加工

恒4 Ⅴ C －3　　 C － 1 757 24．5 4 7．0 6 ．3 8．0 貢　 岩 一側線背面加工

45 V C －．3　　 C － 1 758 3 9．3 2 1．6 4．9 5．0 貢　 岩 両側縁背面加工

46 V C － 3　　 C －2 759 5 1．9 40．1 8．7 22．0 貢　 岩 一側線背面加工

47 Ⅴ C － 3　　 e － 1 76 0 2 1．5 20．8 3．3 2．0 貢　 岩 一側線両面加工

48 V C － 3　　 C － 2 76 1 15．8 10．9 4．8 1．4 黒曜石 両側縁両面加工

49 V C － 3　　 e － 2 762 28．4 43．5 9．3 8．6 貢　 岩 先端腹面加工

50 Ⅴ C －4　　 b － 1 763 45．4 23．9 8．0 10．0 貢　 岩 一側線背面加工

51 V C － 4　　 C － 3 764 43．6 3上8 11．6 l L 2 貢　 岩 両側縁背面加工

52 V C － 4　　 e － 2 765 31．0 24．6 11．2 5．4 貢　 岩 一側線背面加工　　　　　 i

53 V C － 5　　 a －2 766 26．0 2 0．0 5．0 2．1 貢　 岩 両側縁両面加工

54 Ⅴ C －5　　 a －3 767 48 ．8 2 3．2 6．6 7．7 チャート 一側線背面加工

55 Ⅴ C －5　　 b －2 768 24．7 20．3 3．7 2．0 貢　 岩 一側線両面加工　　　　　 l

56 Ⅴ C － 5　　 C －1 76 9 43．9 33．3 4．8 7．4 貢　 岩 一側線背面加工

57 Ⅴ C － 5　　 C － 1 77 0 52．9 34．9 12．0 20．0 貢　 岩 一側線腹面加工

58 iⅤ C … 5　　 d … 2 77 1 19．1 35．9 3．2 3．2 貢　 岩 一側線背面加工

59
き

Ⅴ C －5　　 e － 2 772 42．3 37．8 6．4 15．5 貢　 岩 先端背面加工

60 iⅤ C －5　　 e － 3 773 59．7 53．7 10．9 26．6 貢　 岩 一側線背面加工

61 Ⅴ C －5　　 e － 5 774 43．5 16．6 3．5 2．2 貢　 岩 一側線腹面加工　　　　　 ！

62 Ⅴ C …6　　 b …2 775 ！ 35．6 2 0．1 9．0 6．0 貢　 岩 一側線両面加工

63 Ⅴ C －6　　 e － 1 776 】 26．7 28 ．8 ［ 7．6 6．0 貢　 岩 一側線背面加工

64 Ⅴ D － 1　 e －4 777 ！ 31．6 23．1 i 4．8 2．9 貢　 岩 一側線背面 ◎一側線腹面加工

65 V i D － 2　　 a － 2 778 ！ 54．5 i 86．O i 1 7．9 7 1．4 】貢　 岩 先端背面加工

66 V i D － 2　 a － 2 ！779 ！ 2上3 25．1 ！ 8．4 5．3 1貢　 岩 両側緑背面 ◎先端腹面加工　 ！

67 1 V i D － 2　 a － 2 l 780 】 40．7 25．2 i 1 1．8 10．O iチャート 両側縁背面加工　　　　　 ！

68 ！Ⅴ ！D －2　 b － 1 i 78 1 ［ 45．3 33．6 ！ 8．1 14．O i貢　 岩 ！一側線背面加工　　　　　 l

躇7



表Ⅳ－34　Rフレイク一覧表（3）

Nn 層位 グ リッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

69 Ⅴ D － 2　　 b － 2 3 78 4 4．2 3 9．0 5．5 13．3 チャート 一側 線背面 加 工

70 Ⅴ D － 2　 d － 3 3 79 4 1．2 3 2．0 6．2 9．0 貢　 岩 両側 縁背面 加工

71 Ⅴ D － 2　 d － 3 78 4 3 6．4 28．4 1上4 12．0 貢　 岩 両側 縁背面 加工

72 Ⅴ D － 2　 d － 3 78 5 73．2 50．0 14．7 62．0 貢　 岩 一側線 背面 加工

73 Ⅴ D － 2　　 e － 3 78 6 6 9．3 42．9 8．2 19．0 頁　 岩 一側線 背面 加工

74 Ⅴ D － 2　 e － 5 78 7 33．2 3上9 7．3 9．0 安 山岩 両側縁 腹面 加工

75 Ⅴ D － 3　　 a － 1 78 8 68．4 4 1．1 11．6 33．0 貢　 岩 一 側線 腹面 加工

76 Ⅴ D － 3　 a － 1 78 9 30．3 39．7 ！ 7．6 8．0 貢　 岩 両 側縁 背面 加工

7 7 Ⅴ D － 3　 a － 1 79 0 103．1 50．7 16 ．7 8 5．0 貢　 岩 一 側線 背面 加工

78 Ⅴ D － 3　 b － 1 79 1 39．9 4 8．6 11．4 4．0 貢　 岩 一 側線 背面 加工

79 Ⅴ D － 3　 b － 4 792 3上6 19．5 5．3
l

4 ．0 貢　 岩 一 側線 両面加 工

80 Ⅴ D － 3　 C － 4 793 32．5 16．2 3．8 2．0 貢　 岩 両 側縁背 面加 工

8 1 Ⅴ D － 3　 C － 4 794 35．9 48 ．9 8．1 18．0 貢　 岩 一 側線背 面 ◎一側 線腹 面加工

82 Ⅴ D － 3　 d － 1 795 71．4 5 7．4 】 16．7
】

74．0 貢　 岩 一側 線 ◎先端 腹面 加工

83 Ⅴ D － 3　 d － 3 796 4 4．7 26．0 ii　 9．2 10．0 貢　 岩 一側 縁背面 ◎一側 線腹面 加工

84 Ⅴ D － 3　 d － 3 797 71．4 60．4 ［ 12．4 50．0 貢　 岩 先端 両面加 工

85 Ⅴ D － 3　　 e － 4 798 2 3．6 17．9 ！　 3。6 2．0 貢　 岩 基部 両面 ◎一 側埠 背面加 工

86 Ⅴ D － 4　　 a － 2 7 99 4 7．6 39．1 10．3 16．0 チャート 両側 縁 ◎先 端背 面加 工

87 Ⅴ D － 4　　 a － 3 80 0 4 9．3 2 1．5 lL 2 10．0 貢　 岩 一側 線背面 加工

8 8 Ⅴ D － 4　 a － 3 80 1 3 6．3 30．1 6．8 6．0 貢　 岩 両側 縁背面 加工

8 9 Ⅴ D － 4　 d － 1 80 2 5 7．8 6 1．可 17．4 4 2．0 貢　 岩 一側 線背面 加工

9 0 Ⅴ D － 4　 b － 2 80 3 60．8 40．4 8．5 26．0 チャート 一側 線背面 加工

9 1 Ⅴ D － 4　 b － 5 804 72．2 69．6 15．4 8 0．0 貢　 岩 一側 線背面 加工

9 2 Ⅴ D － 5　　 a － 3 80 5 33．2 13．5 5．7 3．0 黒 曜石 両側縁 背面 加工 、焼 け

93 Ⅴ D － 5　 b － 5 806 55．8 57．1 12．2 4 2．0 貢　 岩 一 側線 背面 加工

94 Ⅴ D － 5　 d － 1 807 33．0 28．4 5．4 4．0 黒 曜石 両 側縁 両面 加工

95 Ⅴ D － 5　　 e － 5 808 20．8 26．1 6．2 4．0 貢　 岩 一 側線 背面加 工

96
l

Ⅴ D － 6　 a － 1 8 09 8 L 6 63．2 19．1 8 4．1 貢　 岩 一 側線背 面加 工

97 Ⅴ E － 1　 b － 2 8 10 93．2 4 4．9 12．5 4 6．0 貢　 岩 先 端背面 加工

98 Ⅴ E － 1　 b － 2 8 1 1 44．1 4 8．5 11．4 28．0 貢　 岩

】

！

i

i

先 端腹面 加工

99 Ⅴ E － 2　　 C － 4 8 12 34．8 2 5．3 9．7 10．0 貢　 岩 一 側線背 面加 工

100 Ⅴ E － 3　 b － 4 8 13 102．3 4 2．6 8．9 4 2．0 安 山岩 先 端腹面 加工

101 Ⅴ E － 3　 b － 4 8 14 39．6 34．2 9．5 14．0 安 山岩 一側 線背 面加 工

102 Ⅴ E － 4　　 e － 1 8 15 34 ．1 13．6 3．5 1．8 貢　 岩 両側 縁両 面加 工

103 Ⅴ E － 4　　 e － 1 8 16 3 5．0 30．4 7．9 9．1 安 山岩 一側 線腹 面加工

104 Ⅴ F － 1　 b － 5 8 17 29．9 15．4 2．4 1．2 貢　 岩 両側 縁背 面加工

105 Ⅴ F － 1　 C － 5 8 18 53．4 4 1．3 7．4 20．0 貢　 岩 両側 縁背 面加工

106 Ⅴ F － 1　 C － 5 8 19 49．7 33．7 9．0 1 1．7 チャート 一側 線背面 加工

107 Ⅴ F － 1　 C － 5 82 0 29．2 16．6 5．8 3．0 貢　 岩 両側 縁両面 加工

10 8 Ⅴ F － 1　 C － 5 82 1 17．7 25．6 4．7 2．6 貢　 岩 － 両側 縁両面 加工

10 9 Ⅴ F － 2　　 a － 1 82 2 48．0 35．9 13．8 17・9 貢　 岩 一側 線背面 加工

110 Ⅴ F － 2　　 b － 5 82 3 90．0 41．0 9．7 4 0．b 貢　 岩 l 一側線 背面 ◎一 側線 腹面 加工

1 11 Ⅴ F － 2　　 C － 1 824 36．6 44．1 13．8 26．5 チャート 一側線 ◎基 部両 面加 工

1 12 Ⅴ F － 2　　 C － 1 825 41．5 25．9 8．5 8．7 貢　 岩 一側線 両面 ◎一 側線 腹面 加工

1 13 Ⅳ A － 1　 b － 4 826 29．4 25．7 9．7 6．0 貢　 岩 一 側線 腹面 加工

1 14 Ⅳ A － 1　 d － 3 827 50．9 32．4 7．7 12．0 メトウ質頁岩 一 側縁 両面 加工

115 Ⅳ A － 1　 e － 2 8 28 33．7 23．1 4 ．2 4．2
l

貢　 岩 一 側線 背面 加工

116 Ⅳ A － 1　 e － 2 8 29 27．9 21．1 6．3 4．0 貢　 岩 一 側縁 背面 加工

117 Ⅳ A － 1　 e － 2 8 30 40．1 3 4．8 7．6 10．0 貢　 岩 一 側線 ◎先端 背面 加工

118 Ⅳ A － 2　　 C － 2 8 31 55．7 6 9．7 8．4 2 3．2 貢　 岩 一 側線 背面加 工

119 Ⅳ A － 4　　 a － 2 8 32 38．2 2 7．5 7．1 6．0 貢　 岩 一 側線 両面加 工

120 Ⅳ A … 4　　 a － 2 8 33 23．2 14．2 4．9 2．0 貢　 岩 一 側線背 面加 工

121 Ⅳ B － 2　　 a － 1 8 34 4 5．6 26．4 12．0 10．0 チャート 一側 線背 面加 工

122 Ⅳ B － 4　　 e － 3 83 5 5 5．1 34．3 10．2 22・2 】チャート 一側 線背 面加 工
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表Ⅳ－35　Rフレイク一覧表（4）

No．層位 ダ リッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

12 3 Ⅳ B － 5　　 e － 2 l 836 28．9 30．8 4．6 6．0 頁　 岩 両 側縁 両面 加工

124 Ⅳ B － 5　　 e … 5 837 40．3 34．7 8．4 11．6 貢　 岩 一 側線 背面 加工

125 Ⅳ B … 6 838 44．6 30．4 ！ 9．2 12．0 貢　 岩 一 側線 背面加 工
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i i一 側線両 面加 工　　　　　　　 ［

127 Ⅳ B － 6 840 27．4 6．4 4．3 上0 貢　 岩 一 側線両 面加 工

128 Ⅳ C … 1　 a － 2 8 4 1 3 1．9 34．5 9．9 12．0 貢　 岩 両側 縁両 面加 工

129 Ⅳ C － l　 C － 3 8 42 3 3．9 4 7．4 10．6 13．3 頁　 岩 一側 線背 面加 工

130 Ⅳ C … l　 C － 3 8 43 3 3．9 21．7 3．9 3．6 黒曜 石 両側 縁背 面加 工

131 Ⅳ C … 1　 d － 3 84 4 6 1．2 3 9．5 12．7 26．0 安 山岩 一側 線背 面加 工

132 Ⅳ C … l　 d － 3 84 5 4 5．5 4 9．7 10．9 3 2．0 貢　 岩 一側 線両 面加 工

133 Ⅳ C － 2　　 a … 5 84 6 48．1 3 7．1 6．1 15．7 安 山岩 一側 線腹 面加 工

13 4 Ⅳ C － 2　　 a － 5 84 7 6 1．7 5 6．8 14 ．4 35．4 安 山岩 一側 線背 面加 工

13 5 Ⅳ e － 3　　 a － 1 848 19．2 15．7 6．1 2．0 頁　 岩 両側 縁背 面加 工

13 6 Ⅳ C － 3　　 a － 2 849 56．0 28．7 12．2 20．0 頁　 岩 一側 線背面 ◎一側線 腹面 加工

13 7 Ⅳ C － 3　　 C … 3 849 17．7 1 1．9 2．4 0．9 頁　 岩 両 側縁 両面 加工

138 Ⅳ C － 3　　 e － 4 850 43．0 42．1 10．7 20．0 貢　 岩 一 側線 背面 加工

139 Ⅳ C … 3　 e － 5 85 1 65．1 39．3 13．7 35．5 安 山岩 一 側線 背面 加工

140 IV C － 3　　 e － 5 852 32．7 19．5 4．3 2．0 貢　 岩 － 両 側縁 背面 加工

14 1 Ⅳ C － 4　　 e － 2 853 34．7 2上4 7．5 6。5 貢　 岩 両 側縁 両面 加工

142 Ⅳ C … 4　　 C － 3 8 54 57．4 36．1 8．5 16．0 貢　 岩 両 側縁 背面 加工

143 Ⅳ C － 4　　 e － 2 8 55 34．4 4 2．9 7．8 17．0 貢　 岩 先 端背 面 ◎一側線 腹面 加工

i144 …Ⅳ C － 5　　 b － 3 8 56 4 7．5 36．4 12．5 19．8 安 山岩 一 側線背 面 ⑳一 側線腹 面加 工

145 Ⅳ C － 5　　 d … 4 8 57 3 1．6 15．9 7．9 4．7
ー
貢　 岩 一 側線腹 面加 工

14 6 Ⅳ C － 6　　 b － 4 8 58 2 5．2 2 0．3 4．4 3．0 貢　 岩 両 側線両 面加 工

l。．【l
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Ⅳ I D － 1　 e － D i （r（ l
祝は

（（（！
3 3．Z

（ハ　ハl
3 8．Z 9．7 一ハ　r l

lU．b 貢　 岩 基 部腹面 加工［一　Jlrワ廿射 －Ⅳ ーD － 1　 e － D I　　′ヽ　r′ヽ祝は l　　　　　　　（　（　　　′－ヽ3 3．Z l　　　　　　　′ヽ′－ヽ　　′・ヽ3 8．Z －　　 9．7 I　　　　　　　一　′、　　r一一lU．b ー貢　 岩 ‡ 一基 部腹面 加工

14 8 Ⅳ D － 2　　 a － 2 8 60 12上1 68 ．4 8 ．2 6 2．1 安 山岩 両 側縁背 面加 工

i14 9 Ⅳ D － 2　　 a － 3 86 1 79．6 44 ．4 12．7 54 ．0 安 山岩 一側 線 ・先端 背 面加工

15 0 Ⅳ D － 2　　 C － 3 86 2 35．5 20．0 6．5 4．2 安 山岩 一側 線両 面加 工

は5 1 Ⅳ D － 2　　 d － 5 86 3 27．7 19．6 8．2 5．0 貢　 岩 両側 縁背 面加 工

15 2 Ⅳ D … 3　　 a l l 864 46．5 25．2 8．2 7．2 貢　 岩 一側 線背 面加 工

153 Ⅳ D －．3　 a － 1 86 5 49．1 33．8 7．9 20．0 貢　 岩 一側 縁 ・先端 背面 加工

l
154 Ⅳ D － 4　　 d － 1 866 7 L l 45．7 13．0 28．0 頁　 岩 両側 緑背 面加 工

155 Ⅳ D － 4　　 d － 2 867 l 30．6 13．5 4．5 2．0 i貢　 岩 i l両側 縁両 面加 工

156 Ⅳ i D … 4　 d － 2 868 56．4 74．3 19．8 80．0 チャート 一側 線背 面加工

157 Ⅳ D － 4　　 d 一一 2 869 42．4 26．5 9．9 7．3 頁　 岩 一側線 両面 加工

158 Ⅳ D － 4　　 d － 3 8 70 5上7 28．7 7．4 10．2 貢　 岩 一 側線 背面 加工

159 Ⅳ D … 4　　 e － 1 8 71 109．4 94．0 15．3 172．0 安 山岩 一 側線 背面 ◎一 側線 腹面 加工

160 Ⅳ D － 4　　 e － 1 8 72 －　 3 8・7 12．4 5．7 3．0 貢　 岩 両 側縁 背面 加工

161 Ⅳ D － 4　　 e － 2 8 73 4 5．1 6 3．6 1上5 18．0 貢　 岩 先 端背 面加 工

16 2 Ⅳ D － 4　　 e － 3 8 74 5 1．3 4 5．2 4 1．1 20．0 貢　 岩 一 側線 腹面 加工

16 3 Ⅳ E －1 1　 b － 5 8 75 18 ．2 15．4 4．7 上2 貢　 岩 両 側縁 両面 加工

164 Ⅳ E － 1　 d － 4 8 76 58 ．8 3 9．0 8 ．7 2 6．0 貢　 岩 一 側線 背面加 工

16 5 Ⅳ l E … 2　　 a － 3 8 77 23．9 15．9 5．2 2．1 黒曜 石 両 側縁 両面加 工

166 Ⅳ E － 2　　 b － 2 878 63．3 88．2 11．8 5 5．3 安 山岩 一 側線 両面加 工

167 Ⅳ E － 2　　 b － 4 87 9 50．1 36．4 5．7 8 ．9 貢　 岩 先 端背面 加工

168 Ⅳ E － 4　　 a － 1 880 37．3 27．7 10．9 12．0 貢　 岩 両側 縁両 面加 工

169 Ⅳ E － 4　　 a － 1 88 1 49．3 29．1 15．6 2 1・5 lチャート 両側 縁両 面加 工

170 Ⅳ E － 4　　 a － 1 882 55・7 1 60．3 12．6 53．4 安 山岩 一側 線背 面加 工

171 Ⅳ E － 4　　 a － 1 8 83 55．9 48．5 15．2 28。0 安 山岩 先端 腹面 加工

172
l
Ⅳ E － 4　　 a － 1 8 84 26．0 13．1 4．1 上4 安 山岩 両側 縁両 面加 工

173 Ⅳ E － 4　　 C － 2 8 85 4 5．1 34．4 11．1 22．0 安 山岩 一側 線背 面加 工

174 lⅣ F － 3　　 a － 5 8 86 39．6 21．3 5．4 4．0 貢　 岩 一側 線背 面加 工

17 5 Ⅳ F － 4　　 a － 4 8 87 52．9 32．4 11．8 20．0 貢　 岩 一 側線 両面 加 工

176 Ⅳ F … 4　　 b － 2 88 8 3 8．1 6 6．7 15．8 50．0 貢　 岩 一 側線 背面 加工
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表Ⅳ－36　Rフレイク一覧表（5）

No．層位 グリッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 I図番 備　　　　　 考

17 7 Ⅳ F － 4　　 C － 3 ‘8 89 4 2．0 30．8 6．2 10．0 貢　 岩 一側線両面 ◎先端背面加工

178 Ⅳ F － 4　 d － 2 8 90 27．7 4 0．9 8．8 10．0 貢　 岩 先端背面加工

179 Ⅲ A － 1　 a － 2 8 91 3 3．7 2 9．4 6．6 10．0 メノウ 一側線両面加工

180 Ⅲ A － 1　 a － 3 8 92 6 1．4 22．5 4．7 7．6 貢　 岩 一側線背面加工

181 Ⅲ A － l　 a － 4 89 3 3 7．4 42．9’ 7．1 14．0 チャート 両側縁両面加工

182 Ⅲ A － 1　 a － 4 894 42．8 26．2 5．6 8．0 頁　 岩 両側縁両面加工

18 3 Ⅲ A － 1　 C － 3 89 5 38．9 44．5 10．5 19．3 貢　 岩 両側縁両面加工

184 Ⅲ A － 1　 C － 4 896 32．1 18．0 3．6 2．0 貢　 岩 両側縁背面加工

恒 5 Ⅲ A － 2　 C － 3 897 38．7 34．8 6．9 2 0．0 チャート 一側線腹面加工

186 Ⅲ A － 2　　 C － 4 898 29．7 25．7 7．7 6．0 貢　 岩 一側線両面加工

187 Ⅲ A － 3　 b － 5 8 99 32．0 15．1 2．6 3．0 貢　 岩 両側縁背面加工

188 Ⅲ A － 5　 b － 2 9 00 24 ．7 15．6 6．0 2．0 貢　 岩 一側線両面加工

189 Ⅲ A － 6　 a － 4 90 1 58．7 34．4 9．3 10．6 貢　 岩 一側線背面加工

190 Ⅲ
l

A － 6　 d － 2 90 2 3 1．6 23．2 8．3 6．0 貢　 岩 l両側縁両面加工

191 Ⅲ A － 6　 e － 5 90 3 25．1 16．5 5．3 2．1 貢　 岩 一側線両面 ◎一側線背面加工

192 Ⅲ A － 6　 d － 3 904 26．1 17．4 6．2 2．5 貢　 岩 一側線両面 ◎一側線腹面加工

193 Ⅲ A － 6　　 e － 5 905 27．7 30．9 9．3 4．5 貢　 岩 先端背面加工

194 Ⅲ A － 7　 d － 1 906 52．7 23．8 4．9 6．0 貢　 岩 一側線背面加工

19 5 Ⅲ B － l　 b － 2 907 63．8 32．7 9．8 19．0 貢　 岩 一側線背面加工

196 Ⅲ B － 1　 e － 2 908 34．1 16．9 7．0 4．9 黒曜石 先端両面加工

恒 7 Ⅲ B － 2　　 a － 5 9 09 4 8．1 21．9 6．9 6．9 貢　 岩 両側縁両面加工

恒 8 Ⅲ B － 2　　 b － 1 9 10 76．4 6 1．4 14．8 70．0 貢　 岩 周縁 に粗い加工

恒 9 Ⅲ B － 3　　 C － 1 9 11 2 0．1 19．1 6．5 2．4 貢　 岩 両側縁両面加工

i2 00 Ⅲ B － 3　 d － 1 9 12 4 9．2 26．9 8．9 14．0 頁　 岩 両側縁両面加工

20 1 Ⅲ B － 4　　 a － 4 9 13 68．2 44．6 13．5 40．9 貢　 岩 一側縁背面加工

20 2 Ⅲ B － 4　　 C － 2 914 45．5 1 1．9 6．6 4．0 貢　 岩 一側線背面加工

20 3 Ⅲ B － 4　　 e － 2 915 32．0 22．4 5．1 5．0 貢　 岩 両側縁腹面加工

204 Ⅲ B － 4　　 e － 2 916 68．7 44．1 16．1 26．0 貢　 岩 両側縁背面加工

20 5 Ⅲ C － 1　 b － 2 917 26．0 19．9 5．5 2．0 黒曜石 両側縁両面加工　　　　　 i

206 Ⅲ C － 2　　 a － 4 918 53．4 28．7 13．0 18．0 貢　 岩 両側縁背面加工　　　　　 ！

207 Ⅲ C － 2　 a － 5 919 4 4．6 2 3．6 7．6 9．8 頁　 岩 一側線両面加工　　　　 】

208 Ⅲ C － 2　　 e － 5 9 20 4 5．1 2 7．5 11．1 14．3 貢　 岩 一側線背面 ◎一側線腹面加工　 1

209 Ⅲ C － 3　　 a － 5 9 21 3 9．6 32．3 】

S
8．4 12．0 貢　 岩 － 一側線背面加工　　　　 ！

210 Ⅲ C － 4　　 a － 2 92 2 44．6 ［26．9 12．6 18．0 安山岩 両側縁両面加工

211 Ⅲ C － 4　 a － 3 92 3 43．1 27．9 5．6 5．2 貢　 岩 両側縁両面加工

2 12 Ⅲ C － 4　 b － 3 924 30．1 18．6 7．3 5．0 貢　 岩 一側線腹面加工

2 13 Ⅲ C － 4　 b － 4 925 63．9 48．5 25．5 50．0 貢　 岩 一側線加工

2 14 Ⅲ C － 5　 d － 5 n 926 33．2 19．4 4．9 2．7 貢　 岩 両側縁両面加工

2 15 Ⅲ D － 1　 a － 3 927 20．9 23．3 5．5 3．0 貢　 岩 両側縁両面加工

2 16 Ⅲ D － l　 a － 3 928 22．5 19．4 6．3 3．1 頁　 岩 一側線背面加工

2 17 Ⅲ D － 1　 e － 3 929 26．0 21．7 3．1 1．8 貢　 岩 両側縁両面加工

218 Ⅲ D － 1　 C － 4 9 30 33．6 27．8 10．6 9．9 貢　 岩 一側線両面加工

219 Ⅲ i D － 1　 e － 1 9 31 4 7．0 16．0 6．2 3．0 貢　 岩 一側線背面加工

220 Ⅲ l D － 1　 e － 1 9 32 4 7．0 19．7 6．9 8．0 貢　 岩 側線部片 ◎両側加工

221 Ⅲ 】D － 1 e 二 5 9 33 ！ 3 5．8 2 5．9 6．1 9．0 貢　 岩 先端背面加工

2 22 正 I D － 2　　 C － 2 934 30．8 2 1．7 5．9 4．7 貢　 岩 両側縁両面加工

2 23 Ⅲ D － 2　　 C － 3 93 5 44．1 33．2 9．4 13．7 貢　 岩 両側縁両面加工

2 24 Ⅲ ！D － 2　　 C － 3 936 58．7 37．5 9．9 24．0 貢　 岩 両側縁両面加工

22 5 Ⅲ ！D － 2　　 C － 3 93 7 73．3 27．3 14．0 23．O i貢　 岩 先端背面加工　　　　　 i

226 Ⅲ ！D － 2　 d － 2 938 44・2 i 24．3 10．3 ！ 12．9 】貢　 岩 両側縁背面加工　　　　　 】

227 可 D － 3　 a － 2 939 24．5 14．7 ！ 6．0 ！ 1．7 ！貢　 岩 両側縁両面加工

228 Ⅲ i D － 3　 b － 3 940 ！ 62．日 37．8 ！ 8．9 ！ 2 4．O i安山岩 一側縁背面加工

229 Ⅲ ！D － 3　 b － 4 i 941 ！ 4 7．6 ！ 65両 7．8 1 3 2．0 ！安山岩 先端背面加工

230 Ⅲ ！D － 3　 C － 2 ！94 2 ！ 59．3 1 3 5．1 i 9．5 ！ 18 ．0 1安山岩 一側線背面加工
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長野一37，薫ルイク一覧表（6）

No．層位 グ リット名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

231 Ⅲ D － 3　　 d － 1 943 17．8 2 2．3 4．1 2．0 頁　 岩 両側縁両面加工

一側線腹面加工
232 Ⅲ D － 3　 d － 5 944 5 5．4 39．8 7．2 20．0 安山岩

233 Ⅲ D － 3　　 e －5 94 5 56．3 3 1．7 ［ 9．2 1上7 チャート 一側線背面加工

一側線背面加工　　　　　　　 －
1234 m ∩－　つ　　　p　－　に I n4ご 】 61 つ （）∩　（1 1　ノt　′ヽ n n　′ヽ ‾7丁　　　山⊥l且 ⊥ノ　　　　LJ　　　　L　　　　U JL士∪ 上．J dU．0 ⊥4．0 ∠J．U 貝　　 石

235 Ⅲ D － 3　 e － 5 94 7 33．0 17．3 4．4 2．0 貢　 岩 両側縁背面加工

236 Ⅲ D － 4　 a － 2 948 54．4 111．7 13．9 74．9 安山岩 一側線 ◎先端背面加工

237 Ⅲ D － 4　 a － 3 949 30．5 4 2．1 9．1 18．0 メノウ質頁岩 両側縁両面加工

238 Ⅲ D － 4　 a － 4 9 50 28．7 19．6 3．1 2．0 t黒曜石 一側線両面 ◎一側線腹面加工

239 Ⅲ D － 4　 C － 3 95 1 23．8 30．3 4．8 4．0 貞　 岩 両側縁両面加工

240 Ⅲ D － 4　 C － 4 95 2 40．8 30．7 3．9 6．0 貢　 岩 一側線両面加工

241 Ⅲ D － 4　 d － 1 953 37．3 4 1．7 11．4 25．0 貢　 岩 一側線両面加工

242 Ⅲ D － 4　　 e － 1 954 4 4．8 3 9．4 8．3 17．7 貢　 岩 一側線両面加工

243 Ⅲ D … 4　　 e － 1 955 39．2 11．8 5．5 4．0 貢　 岩 両側縁背面加工

244 Ⅲ D － 4　　 e －2 956 34 ．7 2 0．6 6．4 4 ．0 頁　 岩 両側縁背面加工

245 Ⅲ D － 4　　 e －2 9 57 3 5．2 4 1．8 8．4 14．0 貢　 岩 両側縁両面加工

246 Ⅲ D － 4　　 e － 2 958 4 1．8 28．7 5．2 10．0 安山岩 一側線背面加工

247 Ⅲ D － 4　　 e － 2 959 40．＿4 29．1 8．5 10．0 貢　 岩 一側線背面加工

248 Ⅲ D － 4　 e － 3 960 4 9．6 30．9 9．6 10．7 寒山岩 一側線背面加工　　　　　 ！

249！

2叫

25 1

252

Ⅲ D － 4　 e … 3 961 2 9．8 5 9．2 8．7 10．2 泥　 岩 一側線背面加工　　　　　 i

Ⅲ D － 4　 e － 4 9 62 3 3．1 23．5 6．3
l

5．0 安山岩 両側縁両面加工　　　　　 ！

Ⅲ D －4　 C － 3

D － 5　 b － 4

96 3 4 1．4 25．6 12．2 12．0 泥　 岩 一側線背面加工　　　　　 ！

Ⅲ 964 93．5 136．7 24．5 246．0 安山岩 一側線背面加工

253 Ⅲ D … 5　 b － 4 965 66．0 72．8 18．1 108．0 安山岩 一側線背面加工　　　　　 ！

254 Ⅲ D － 5　 b － 5 966 118．7 79．9 2 0．5 190．0 安山岩 一側線背面加工
i（rr l
Z DD

Ⅲ 1 n　　　 r　　 ，　　　　　 1
」」－　D　　 D －　D ノヽ　′ヽ　　【Ub．！ 74．8 4 0．2 】11．1 ！16．0 安山岩 － I一側線背面加工　　　　　　　　 ！l′‾ヽ　r　r序〇〇1　　1rm．山 l　　n　　　　　　　l．・．l．－　　　　　　　　1」」－　D　　 D －　D l　　　ノヽ　′ヽ　【Ub．！’　 74．8 －　 40．2 】 11．1 ！ 16．0 ま安山岩 ま l

一側線背面加工
i25 6 Ⅲ D － 5　　 C －3 9 68 57．6 5 0．0 16．2 4 2．0 安山岩 一側線背面加工

i25 7 Ⅲ D … 5　　 C －4 96 9 35．1 2 1．5 7．4 6．0 貢　 岩 基部 ◎先端腹面加工

i258 Ⅲ E … 1　 a － 4 ．97 0 35．6 13．3 4．5 2．2 貢　 岩 一側線両面加工
i259

Ⅲ E － 2　　 a － 1 97 1 45．5 38．9 13．4 20．8 貢　 岩 両側縁両面加工

260 Ⅲ E － 2　　 a － 1 972 29．0 28．7 6．5 6．0 貢　 岩 両側縁 ◎先端背面加工

261 Ⅲ E － 2　 a － 1 973 53．5 3 6．2 6．1 15．0 貢　 岩 一側線両面加工

262 Ⅲ E － 2　 b － 2 9 74 4 7．6 26．5 7．9 8．9 貢　 岩 両側縁背面加工

263 Ⅲ E － 2　 b － 4 9 75 15．0 28．7 3．6 1．8 貢　 岩 一側線背面 ◎一側線両面加工
！264 Ⅲ E － 2　 b － 5 97 6 26．2 20．0 6．4 3．6 メノウ質頁岩 一側線背面加工

265 Ⅲ E － 2　 b － 5 97 7 51．6 32．4 8．8 19．1 安山岩 一側線背面加工

i266 Ⅲ E － 2　 b － 5 978 46．0 35．5 6．0 10．0 貢　 岩 両側縁 ◎先端背面加工
庫 7 Ⅲ E － 2　 e － 5 979 52．6 6 7．0 10．4 29．0 貢　 岩 一側線背面加工
i268 Ⅲ E － 3　 a － 1 98 0 4 7．6 3 0．9 10 ．7 14．8 貢　 岩 一側線両面 ◎一側線背面加工

！269 Ⅲ E － 3　 a － 4 98 1 3上7 15．7 3．4 1．7 チャート 一側線両面加工

270 Ⅲ E － 3　 a － 4 982 27．3 42．1 10．4 13．0 貢　 岩 両側縁背面加工

271 Ⅲ E － 4　 a － 3 983 8．5 7．8 5．9 0．3 黒曜石 両側縁両面加工

272 Ⅲ E － 4　 a － 3 984 】 24．7 12．0 8．9 2．2 黒曜石 両側縁両面加工

273 Ⅲ E － 4　 b － 2 9 85 65．1 23．6 1上4 18．0 貢　 岩 一側線背面加工

274 Ⅲ E － 4　 b － 3 98 6 2 5．3 19．7 9．0 4．2 安山岩 両側縁両面加工

275 Ⅲ E － 4　 b － 3 98 7 3 1．6 14．1 6．9 2．3 貢　 岩 両側縁両面加工

276 Ⅲ E － 4　　 b － 4 988 25．4 15．1 4．1 2．0 貢　 岩 両側縁両面加工

277 Ⅲ E － 4　 b － 4 989 26．8 20．6 2．9 2．0 チャート 一側線背面加工

278 Ⅲ E － 4　 C － 3 990 27．1 22．6 4．6 4．0 貢　 岩 一側線 ◎先端背面加工

279 Ⅲ E － 5　 d － 1 9 91 34．8 23．4 7．3 5．8 貢　 岩 一側線両面加工

280 Ⅲ E － 5　 d － 1 9 92 2 1．8 15．5 5．0 上3 貢　 岩 両側縁両面加工

281 Ⅲ F － 3　 b － 4 99 3 4 1．4 17．4 7．0 4．0 貢　 岩 両側縁両面加工

282 Ⅲ F … 3　　 C － 1 994 30．8 2上9 5．2 4 ．0 貢　 岩 一側線背面加工

283 Ⅲ F － 4　 a － 2 995 80．6 48．3 2 1．2 5 5．2 貢　 岩 一側線両面加工

284 Ⅱ A － 1　 b － 3 996 40．2 25．4 11．4 6．9 貢　 岩 両側縁両面加工
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表土＼7－誹　誓プレ／クーh覧哀（了）

No． 層位 ダ リ ッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図 番 備　　　　　 考

28 5 Ⅱ A … 2　 b － 1 99 7 50 ．0 38 ．3 7 ．6 15 ．0 貢　 岩 両 側 縁 両 面 加 工

28 6 Ⅱ A － 2　　 b … 2 99 8 2 2．9 13 ．5 5 ．4 2 ．0 貢　 岩 一 側 線 ◎先 端 背 面 加 工

28 7 Ⅱ A － 2　　 C － 5 99 9 2 7．0 2 1．2 4 ．6 3 ．0 貢　 岩 一 側 線 背 面 加 工

288 Ⅱ A － 2　　 C － 5 10 00 35 ．5 2 1．6 5 ．5 4 ．0 貢　 岩 一 側 線 背 面 加 工

289 Ⅱ A － 2　　 e － 5 10 01 48 ．6 36 ．8 14 ．3 22 ．3 貢　 岩 一 側 縁 背 面 加 工

290 Ⅱ A － 3　 a － 2 10 02 28 ．0 10 ．1 3 ．0 1．4 頁　 岩 両 側 縁 両 面 加 工

29 1 Ⅱ A － 3　 a － 5 100 3 38 ．2 32 ．8 8 ．2 12 ．3 貢　 岩 一 側 線 両 面 加 工

29 2 Ⅱ A － 3　 a － 5 1004 54 ．7 37 ．8 1 1．5 18 ．0 チャート 一 側 線 背 面 加 工

29 3 Ⅱ A － 3　 b － 1 100 5 27 ．9 19 ．0 10 ．7 6 ．0 貢　 岩 一 側 線 腹 面 加 工

29 4 Ⅲ A － 3　 b － 1 100 6 32 ．7 18 ．0 2 ．9
［

2 ．1 貢　 岩 一 側 線 背 面 加 工

29 5 Ⅱ A － 3　 b － 4 100 7 30 ．6 19 ．7 5 ．8 2 ．0 頁　 岩 一 側 線 背 面 加 工

29 6 Ⅱ A － 3　 b － 4 1008 22 ．2 22 ．0 5 ．1 3 ．0 貢　 岩 一 側 線 背 面 ⑳一 側 線 腹 面 加 工

29 7 Ⅱ A － 3　 C － 4 100 9 88 ．9 74 ．7 30 ．4 17 ．0 貢　 岩 周 縁 に 粗 い 加 工

298 丑 A － 3　 C － 4 10 10 39 ．3 23 ．4 6 ．0 7 ．0 貢　 岩 一 側 線 両 面 加 工

299 Ⅱ A － 3　　 C … 5 10 11 48 ．9 48 ．9 16 ．8 50 ．0 貢　 岩 一 側 線 ◎先 端 腹 面 加 工

300 Ⅱ A － 3　　 C － 5 10 12 60 ．1 37 ．3 8 ．8 20 ．0 貢　 岩 両 側 縁 両 面 加 工

30 1 Ⅱ A … 3　　 C － 5 10 13 38 ．1 30 ．0 4 ．3 6 ．3 貢　 岩 両 側 縁 両 面 加 工

302 Ⅱ A － 3　　 C － 5 10 14 25 ．4 13 ．3 4 ．8 1．6 貢　 岩 両 側 縁 両 面 加 工

303 Ⅱ A － 3　 d － 2 10 15 料 4 15 ．4 3 ．2 上4 貢　 岩 両 側 縁 背 面 加 工

66 ．3 33 ．7 9 ．7 24 ．0 貢　 岩 一 側 線 両 面 ◎一 側 線 背 面 加 工304 Ⅱ A － 4　　 C － 2 10 16

貢　 岩 一 側 線 背 面 加 工30 5 Ⅱ A － 4　 C － 2 1b 17 26 ．3 47 ．3 16 ．2 20 ．0

30 6 Ⅱ A － 4　 d － 4 10 18 23 ．9 2 上9 6 ．2 4 ．0 貢　 岩 一 側 線 背 面 加 工

30 7 Ⅲ A － 4　 e － 3 10 19 27 ．7 19 ．6 7 ．0 4 ．1 黒 曜 石 両 側 縁 両 面 加 工

308 廿 A … 4　 e － 5 1020 22 ．0 27 ．1 8 ．3 4 ．0 貢　 岩 上 側 縁 背 面 加 工

30 9 Ⅱ A － 2　 a － 5 102 1 55 ．0 38 ．5 14 ．9 27 ．6 貢　 岩 両 側 縁 両 面 加 工

3 10 Ⅱ B － 2　　 a － 5 10 22 28 ．1 29 ．2 4 ．5 6 ．0 貢　 岩 両 側 縁 両 面 加 工

3 11 Ⅱ B － 2　　 a － 5 10 23 52 ．4 26 ．8 14 ．3 20 ．0 貢　 岩 一 側 線 背 面 加 工

3 12 Ⅱ B － 2　　 b － 3 10 24
l

4 1．8 19 ．7 5 ．1
l

3 ．3 貢　 岩 i 両 側 縁 背 面 加 工

3 13 Ⅱ B － 2　　 b － 3 10 25 30 ．3 2 1．2 5 ．8 4 ．0 黒 曜 石 両 側 縁 両 面 加 工

3 14 Ⅱ B － 2　　 b － 5 10 26 15 ．6 19 ．0 5 ．0 2 ．0 貢　 岩 両 側 縁 両 面 加 工

3 15 Ⅱ B － 2　　 C － 4 10 27 30 ．5 23 ．5 6 ．6 5 ．0 貢　 岩

l

l

l

i

！

両 側 縁 両 面 加 工

3 16 Ⅲ B － 2　　 C － 4 1028 4 1．8 30 ．2 6 ．4 7 ．0 貢　 岩 両 側 縁 背 面 加 工

3 17 Ⅱ B － 2　　 C － 5 102 9 70 ．5 45 ．4 1 1．4 28 ．8 貢　 岩 一 側 線 両 面 加 工

3 18 Ⅱ B － 3　　 C － 1 1030 33 ．9 23 ．9 6 ．2 6 ．0 貢　 岩 両 側 縁 両 面 加 工

3 19 Ⅱ B － 3　　 C － 3 103 1 34 ．7 9 ．6 2 ．9 1．0 貢　 岩 両 側 縁 背 面 加 工

320 Ⅱ B － 3　 d l l 103 2 75 ．6 49 ．6 14 ．1 46 ．4 貢　 岩 両 側 縁 両 面 加 工

32 1 Ⅱ B － 3　 d － 1 103 3 35 ．9 49 ．5 1上7 20 ．0 貢　 岩 一 側 線 背 面 ◎一 側 線 腹 面 加 工

32 2 Ⅱ B － 3　 d － 1 10 34 54 ．9 43 ．7 14 ．2 39 ．9 貢　 岩 周 縁 に粗 い 加 工

323 Ⅱ B － 3　 d － 2 10 35 25 ．5 16 ．3 7 ．8 3 ．0 黒 曜 石 一 側 線 背 面 ◎一 側 線 腹 面 加 工

324 Ⅱ B － 4　　 C － 1 10 36 53 ．5 28 ．4 10 ．7 1 7．0 貢　 岩 一 側 縁 背 面 加 工

325 Ⅱ C － 4　 b － 4 10 37 53 ．0 3 1．3 7 ．2 12 ．6 貢　 岩 両 側 縁 両 面 加 工

326 Ⅱ C － l　 c － 3 10 38 28 ．1 3 ．0 3 ．4 2．0 貢　 岩 一 側 線 背 面 加 工

32 7 Ⅱ C － l　 c － 3 10 39 3 1．3 19 ．6 4 ．8 3 ．0 貢　 岩 一 側 線 両 面 加 工

328 Ⅱ C － 3　 e － 3 104 0 58 ．1 4 7．9 12 ．3 46 ．0 貢　 岩 両 側 縁 両 面 加 工

329 Ⅱ C － 2　　 C － 1 104 1 4 上4 3 1．0 6 ．3 8 ．0 安 山 岩 一 側 線 腹 面 加 工　　　　　 ！

330 Ⅱ C － 3　　 a － 4 104 2 3 7．2 2 7．2 7 ．2 7．0 貢　 岩 両 側 縁 両 面 加 工

33 1 Ⅱ C － 4　 C － 1 104 3 30 ．6 23 ．8 10 ．5 6 ．9 貢　 岩 一 側 線 背 面 加 工

33 2 Ⅱ C － 6　 C － 1 1044 56 ．2 47 ．7 22 ．3 4 5．0 泥　 岩 一 側 線 背 面 加 工

333 Ⅱ C － 6　 e － 1 104 5 19 ．6 3 1．2 6 ．8 4 ．6 貢　 岩 一 側 線 両 面 加 工

334 Ⅱ D － 2　　 a － 5 104 6 28 ．7 13 ．8 4 ．2 2 ．2 貢　 岩 両 側 縁 両 面 加 工

335 Ⅱ D － 1　 C － 2 104 7 24 ．9 19 ．1 5 ．7 4 ．0 黒 曜 石 両 側 縁 両 面 加 工

336 Ⅱ D … 1　 C － 3 1048 72 ．5 53 ．7 12 ．0 53 ．0 安 山 岩 一 側 線 背 面 加 工

337 Ⅱ D － 2　　 e － 3 104 9 52 ．5 3 1．6 16 ．5 10 ．0 貢　 岩 両 側 縁 ◎先 端 両 面 加 工

338 Ⅱ D － 2　　 e － 4 10 50 40 ．5 36 ．8 5 ．1 9 ．8 貢　 岩 一 側 縁 両 面 ◎一 側 線 背 面 加 工
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表Ⅳ－39　Rフレイク一覧表（8）

No．層位 ブ リッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

33 9 Ⅲ D － 3　 b － 5 105 1 39．9 24．5 5．9 6．0 貢　 岩 両側縁 背 面加工

340 Ⅱ D － 3　 d － 1 1052 58．4 80．4 15．5 66．6 貢　 岩 先 端背 面加 工

34 1 Ⅲ D － 3　　 e － 5 1053 47．8 20．8 6．9 6．0 安 山岩 一 側縁 背面 加工

342 ［Ⅲ D － 4　 d － 1 1054 i 20．6 i　 ln　r7
1J．′

】　 4．4 j　　　 l n
⊥．J 青　　　 山貝　 石

l 一 側線 両面加 工　　　　　　 l

343 Ⅱ D － 4　 d … 2 1055 4 5．5 24．2 6．4 10．0 安 山岩 両 側縁両 面加 工

344 Ⅱ D － 5　 a － 4 1056 94．2 4 9．2 16．1 64．0 安 山岩 先 端背面 加工

345 Ⅲ D － 5　 C － 3 1057 32．3 2 0．0 4．7 4 ．6 貢　 岩 両 側縁背 面加 工

34 6 Ⅲ D － 6　 a － 1 10 58 6 L 6 34 ．6 9．2 14 ．5 貢　 岩 一 側線背 面加 工

34 7 Ⅱ D － 6　 a － 1 10 59 4 0．4 14．1 3．7 2．0 安 山岩 一 側線両 面加 工

34 8 Ⅲ E － l　 b － 5 10 60 2 1．6 15．6 4．4 1．4 貢　 岩 両側 縁両 面加 工

34 9 Ⅱ E － 2　　 C … 4 106 1 32．4 2 2．5 2．7 2．0 貢　 岩 一側 線背 面加 工

35 0 Ⅱ E － 2　　 d － 4 106 2 26．5 4 1．2 10．9 10．0 貢　 岩 一側 線背 面加 工

35 1 Ⅱ E － 3　 a － 2 1063 48．1 30．5 13．2 20．4 チャート 両側 縁 ◎先端 背面加 工

352 Ⅱ E － 3　　 a － 2 1064 13．8 33．6 4．1 1．0 頁　 岩 一 側線 背面 加工

353 Ⅱ E － 3　 a － 3 1065 23．6 12．1 5．5 上3 貢　 岩 一 側線 両面 加工

354 Ⅱ E － 3　　 a － 5 1066 51．9 4 3．2 12．0 22．0 貢　 岩 一 側線 両面 加工

355 Ⅱ E － 4　　 a － 1 10 67 29．1 22．4 6．3 2．9 貢　 岩 両 側縁両 面加 工

356 Ⅱ E － 4　　 a … 1 10 68 24 ．6 2 1．3 6．2 3．5 貢　 岩 両 側縁両 面加 工

357 Ⅱ E … 4　　 a － 3 10 69 5 3．1 5 3．3 11．5 22．0 頁　 岩 一 側線背 面 ◎一側 線腹 面加 工

3 58 Ⅱ E － 4　　 a … 4 10 70 3 9．9 2 7．1 8．6 8 ．4 貢　 岩 一 側線背 面加 工

35 9 Ⅱ E － 4　　 a － 2 10 71 30．6 2 1．5 4．9 3．0 貢　 岩 両 側縁 ・先端 背面加 工

36 0 Ⅱ E 1 4　　 b － 2 10 72 30．4 16．6 5．9 3．0 頁　 岩 一線 縁背 面加 工

36 1 Ⅱ E － 4　　 b － 4 10 73 3 7．5 26．4 9．0 6．0 頁　 岩 先端 背面 加工

362 Ⅱ E － 4　　 C － 1 1074 45．6 3 1．8 9．1 14．0 貢　 岩 一側 線背 面加 工

［　　　　】363 】Ⅱ lE － 4　　 C － 3 l1075 42．7 ！ 30．9 － l5．2 l7．7 貢　 岩 】 】一側 線 ◎先端 背面加 工　　　　　 －i363 Ⅱ E － 4　　 C － 3 1075 42．7 30．9 5．2 7．7 ’貢　 岩 一側 線 ◎先端 背面加 工

i364 Ⅱ E － 4　　 d － 1 1076 ！ 39．4 24．1 7．8 10．0 貢　 岩 両側 縁両 面加 工

365 Ⅱ E － 4　　 d － 2 1077 58．6 40．0 10．1 19．0 貢　 岩 一 側縁 背面 加工

366 Ⅱ E － 5　　 a － 2 1078 53．3 31．6 10．1 11．7 貢　 岩 一 側線 ◎基 部両 面加 工

367 Ⅱ E － 5　　 a － 2 1079 38．9 20．6 7．6 3．5 貢　 岩 一 側線 ◎基 部両 面加 工

3 68 Ⅱ E － 5　　 a － 3 1080 6 5．3 4 1．3 17．3 34．0 貢　 岩 一 側線 腹面 加工

3 69 Ⅱ E － 5　 d － 1 10 81 2 3．9 24 ．9 7．6 5．0 貢　 岩 両 側縁 両面 加工

3 70 Ⅱ F … 4　　 a － 1 108 2 46 ．2 26 ．4 9．6 10．0 貢　 岩 一 側線 両面加 工

3 71 Ⅱ F － 4　　 a － 1 108 3 48．0 46．9 1 1．2 3 0．0 貢　 岩 両 側縁 両面加 工

372 Ⅱ F － 4　　 a － 1 1084 34．0 2 1．7 2．9 3．0 貢　 岩 両 側縁 背面加 工

373 Ⅲ F － 4　　 a － 1 108 5 35．6 17．4 7．4 6．0 貢　 岩 一 側線 両面加 工

374 Ⅱ F － 4　　 b － 1 1086 56．3 35．8 18．1 27．0 貢　 岩 一側 線背 面加 工

375 Ⅱ F － 4　　 C － 4 108 7 33．6 25．2 13．5 16．0 貢　 岩 一側 線背 面加 工

376 I A － 1 1088 40．2 25．4 1 1．4 6．9 貢　 岩 両側 縁両 面加 工

3 77 I B … 3 1089 69．0 35．9 13．8 30．3 貢　 岩 両側 縁背 面加工

3 78 I B － 5 1090 32．9 24．8 7．2 6．0 貢　 岩 両側 縁背面 加工

3 79　 I C － 1 10 91 31．7 24．9 9．5 9．3 貢　 岩 一側 線両面 加工

38 0 I C － 1 10 92 3 0．1 2 4．0 8 ．2 8．2 貢　 岩 一 側 線背面 ◎一 側線 腹面 加工

38 1 ‡ C － 1 10 93 24 ．0 15．3 3．5 L 3 安 山岩 両 側縁 両面 加工

382 I C － 1 10 94 2 0．2 12．6 2．7 1．4 貢　 岩 一 側線 ◎先 端背 面加 工

383 I C － 2 10 95 2 6．5 12．6 3．7 1．6 貢　 岩 一 側線 両面 ◎一 側線 背面 加工

384 I C － 3 109 6 59．7 3 1．1 19．3 3 0．0 貢　 岩 一 側線 腹面 加工

385 I C － 3 109 7 28．0 24．6 4．5 3．0 貢　 岩 一 側線 両面 加工

386 中 C － 3 1098 52．8 24．0 8．9 1P．0 貢　 岩 両 側縁 背面 加工

3 87 I C － 5 1099 33．7 29．7 5．3 5．9 貢　 岩 一側 線背 面加 工

38 8 I C － 5 1100 30．3 14．5 4．4 2．0 メノウ質頁岩 両側 縁両 面加 工

38 9 I E － 4 110 1 49．5 32．4 9．2 16．2 貢　 岩 両側 縁背 面加 工

39 0 I F … 3 1102 32．2 26．8 9．6 6．0 貢　 岩 先端 背面 加工

39 1 表　　　 採 1103 4 8．9 36．3 lL 8 20．0 貢　 岩 一側 線腹 面加 工

392 表　　　 採 1 104 8 8．1 6 2．7 2 6．5 100．0 貢　 岩 両側 縁両 面加 工
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表Ⅳ一40　Rフレイク一覧表（9）

No．層位 ブリット名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

393 表　　　 採 1105 30．6 15．7 6．3 2．0 貢　 岩 一側線背面加工

394 表　　　 採 1106 23．3 35．7 5．0 3．6 ー貢　 岩 一側線背面加工

395 表　　　 採 1107 35．5 14．4 1．2 2．1 貢　 岩 一側線両面加工

396 表　　　 採 1108 39．2 29．1 11．2 12．0 貢　 岩 両側縁両面加工

表Ⅳ－41∪フレイク一覧表

No．層位 グ リット名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ ！重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

1 Ⅴ A －4　 a － 1 1109 3 2．4 21．0 5．2 4．0 貢　 岩 一側線に刃 こぼれ状の剥離

2 Ⅴ A －4　 C －2 1111 48 ．7 47．2 15．5 ！ 34．2 貢　 岩 一側線 ◎先端 に刃 こぼれ状剥離

3 Ⅴ B －4　 a －3 1111 4 9．3 30．3 8．8 6．2 貢　 岩 一側線 ◎先端 に刃 こぼれ状剥離

4 Ⅴ B －4　 d － 1 1112 60．6 28．9 10．5 16．5 貢　 岩 一側線に刃 こぼれ状の剥離

，5 Ⅴ B －4　 e － 2 1113 3 7．8 22．1 4．5 4．0 貢　 岩 両側縁に刃 こぼれ状の剥離

6 Ⅴ C －3　 e － 4 1114 53．3 32．9 11．5 20．0 頁　 岩 一側線に刃こぼれ状 の剥離

7 V C … 4　 a － 3 1115 9 1．2 61．7 15．5 i l14・0 メノウ質頁岩 一側線に刃こぼれ状の剥離

8 Ⅴ C － 5　　 a … 3 1116 59．9 27．9 6．5 10．8 チャート 一側線 に刃こぼれ状の剥離

9 Ⅴ C － 5　 b － 3 1117 5 1．9 42．1 7．9 20．0 貢　 岩 一側線 に刃 こぼれ状の剥離

10 V C － 5　 d － 2 1118 4 1．5 21．0 9．9 10．0 貢　 岩 一側線 に刃 こぼれ状の剥離

11 V C － 6　 C － 2 1119 59．5 26．2 13．6 20．0 貢　 岩 一側線に刃 こぼれ状の剥離

12 Ⅴ D －4　 e － 3 1120 ！ 28．1 28．5 7．8 4 ．0 貢　 岩 一側線 ◎先端に刃こぼれ状剥離

13 Ⅴ D －4　 b － 1 1121 28．1 20．5 7．4 2．0 黒曜石 両側縁に刃 こぼれ状の剥離

14 Ⅳ A －4　 d －3 1122 ！ 24．4 47．7 10．9 10．2 貢　 岩 一側線に刃 こぼれ状の剥離

15 Ⅳ A … 6　 d －3 1123 5 1．3 40．3 8．6 20．0 貢　 岩 一側線 ◎先端 に刃 こぼれ状剥離

16 Ⅳ B 1 2　　 a －5 口 124 4 0．0 26．9 8．7 10．0 貢　 岩 一側線に刃 こぼれ状の剥離

17 Ⅳ B －2　　 a －5 1125 3 1．5 20 ．8 5．5 4．0 貢　 岩 一側線に刃 こぼれ状の剥離

18 ］Ⅳ C －4　 C －1 112 6 17．5 23．7 5．2 2．0 貢　 岩 一側縁 ◎先端 に刃 こぼれ状剥離。

19 Ⅳ C …6　 a － 1 1127 4 7．1 34．7 18．O i 犯 0 貢　 岩 一側線に刃こぼれ状の剥離

20 Ⅳ C － 6　　 b － 1 1128 36 ．6 35．1 9．8 10．6 貢　 岩 一側線に刃こぼれ状の剥離

21 IV E － 2　　 a － 1 112 9 44．5 58．8 10．9 26．0 安山岩 一側線 に刃 こぼれ状 の剥離

22 Ⅳ E － 4　　 a － 1 1130 40．5 67．1 11．5 22．4 安山岩 一側線 に刃 こぼれ状 の剥離

23 Ⅳ E － 4　　 b － 1 113 1 l 22．9　 17．9 5．0 2．4 貢　 岩 先端に刃 こぼれ状の剥離

24 Ⅲ A － 2　　 C － 4 1132 51．7 35．6 6．0 10．0 貢　 岩 一側線 に刃 こぼれ状の剥離

25 Ⅲ A － 4　　 b － 1 1133 38．9 19．6 8．0 6．0 貢　 岩 一側線 に刃 こぼれ状の剥離

26 Ⅲ B － 4　　 e － 2 1134 42．8 41．9 10．4 20．2 チャート 先端に刃 こぼれ状の剥離

27 Ⅲ C － 3　 a － 3 1135 37．7 35．7 7．8 8．6 貢　 岩 一側線 ◎先端に刃 こぼれ状 の剥離

28 Ⅲ D － 1　 d －3 1136 26．8 23．2 3．7 4．0 貢　 岩 両側縁に刃 こぼれ状の剥離

29 Ⅲ D － l　 d －3 1137 17．1 17．4 2．9 1．0 黒曜石 両側縁に刃 こぼれ状の剥離

30 Ⅲ D － 2　 b － 1 1138 3 0．8 】 34 ．6 11．0 8．7 貢　 岩

l

l

i

！

l

i

l

先端に刃 こぼれ状 の剥離

31 Ⅲ D －4　　 d －1 1139 75．8 42．3 6．5 20．0 貢　 岩 先端に刃 こぼれ状 の剥離

32 Ⅲ E －2　　 b －4 114 0 4 7．4 52．1 15．4 25．0 貢　 岩 一側線に刃 こぼれ状の剥離

33 Ⅲ E －3　 d － 4 114 1 2 6．2 18．1 3．4 1．3 貢　 岩 － 両側縁 ◎先端 に刃 こぼれ状剥離

34 Ⅲ E －4　 d － 4 114 2 28．1 17．7 3．6 2．0 貢　 岩 一側線に刃 こぼれ状の剥離

35 Ⅱ B －2　　 d － 1 114 3 40．5 29．5 8．0 6．4 貢　 岩 一側線に刃 こぼれ状の剥離

36 Ⅱ D － 1　 e － 5 1144 48．9 23．9 9．6 10．0 貢　 岩 一側線に刃 こぼれ状の剥離

37 Ⅲ D － 4　 d － 1 1145 38．5 21．9 11．2 9．6 貢　 岩 先端に刃 こぼれ状の剥離

38 Ⅱ E － 3　 a － 2 1146　　 46．9 22．7 7．6 5．2 貢　 岩 一側縁に刃こぼれ状の剥離

39 Ⅱ E － 4　　 a － 1 1147　　 25．6 18．2 3．5 2．0 貢　 岩 両側縁に刃こぼれ状 の剥離

40 Ⅱ E － 4　　 a －4 1148　　 38．3 15．9 4．8 2．0 貢　 岩 一側線に刃こぼれ状 の剥離

41 Ⅱ E －4　　 a －4 1149　　 37．7 22．3 9．0 8．0 貢　 岩 一側線 に刃 こぼれ状 の剥離

42 Ⅲ E － 5　 b －3 1150　　 55．5 34．2 2．8 8．0 貢　 岩 一側線 ◎先端に刃 こぼれ状の剥離

43 Ⅱ F －4　　 a －2 1151　　 42．1 18．4 3．5 4．0 貢　 岩 一側線に刃 こぼれ状の剥離

44 I A －2　　 a －5 1152　　 48．9 23．8 4 ．8 4．8 貢　 岩 一側線に刃 こぼれ状の剥離

45 I B －5 11叫　 39．3 ！ 65．6 5．7 10．8 チャート 先端に刃こぼれ状の剥離
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石核

29点が出土している。石質はいずれも頁岩である。不定形な剥片を剥離するものであり，特定の技法

などは確認できない。

石製品

5点が出土している。石質は黒曜石4点，チャート1点である。いずれも剥片を細かく調整した異形

石器と呼ばれているものである。138は本来半円状のものであったと考えられる。

表Ⅳ－42　石核一覧表（1）

図Ⅳ－39　包含層出土石器（10）

No． 層位 グ リ ッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図 番 備　　　　　 考

1 Ⅴ D － 3　 e － 1 11 5 4 3 9 ．9 63 ．1 49 ．8 12 4 ．0 頁　 岩 二 面 に 原 石 面 を 残 す

2 Ⅴ D － 5　　 b － 5 11 5 5 5 1 ．7 72 ．6 59 ．3 3 1 0 ．0 頁　 岩 三 面 に 原 石 面 を 残 す

3 Ⅴ E － 3　　 C － 5 11 5 6 4 2 ．2 5 2 ．0 3 0 ．5 118 ．0 貢　 岩 三 面 に原 石 面 を残 す

4 IV D － 4　　 b － 2 11 5 7 3 2 ．6 5 2 ．7 3 1．1 64 ．0 貞　 岩 三 面 に原 石 面 を 残 す

5 IV E － 3　 b － 4 11 5 8 4 4 ．8 4 5 ．8 48 ．2 20 0 ．0 頁　 岩 一 面 に原 石 面 を 残 す

6 IV F － 4　 b － 2 1 1 5 9 2 7 ．8 3 5 ．5 36 ．6 72 ．0 頁　 岩 二 面 に原 石 面 を 残 す

7 Ⅱ A － 1　 C － 3 11 6 0 12 ．9 5 1．4 13 ．4 15 ．2 頁　 畠 一 面 に原 石 面 を 残 す

8 Ⅲ A － 1　 C － 3 11 6 1 4 9 ．2 56 ．0 2 1．3 43 ．0 貢　 岩 一 面 に原 石 面 を 残 す

9 I江 A － 4　 a － 3 11 6 2 4 6 ．2 62 ．2 53 ．8 22 3 ．0 頁　 岩 二 面 に原 石 面 を 残 す

10 Ⅱ C － 2　　 b － 5 11 6 3 5 3 ．1 87 ，5 39 ．2 2 2 6 ．0 頁　 岩 三 面 に 原 石 面 を 残 す

1 1 Ⅲ D － 3　 b － 3 11 6 4 4 6 ．4 74 ．4 4 4 ．6 3 7 6 ．0 頁　 岩 二 面 に 原 石 面 を 残 す

12 Ⅱ D － 4　 C － 5 11 6 5 4 2 ．1 55 ．0 2 2．6 7 0 ．0 貢　 岩 二 面 に 原 石 面 を残 す
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表Ⅳ－43　石核一覧表（2）

No．層位 ダ リッ ト名 極 嫡号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 憧 憬 備　　　　　 考

13 Ⅲ D － 4　　 d － 3 1166 4 4 ．5 9上8 i 3私8 103 ．0 貢　 岩 一面 に原右面 を残 す

14 Ⅲ D － 5　 b － 4 1167 26 ．9 4 8 ．O i 2 1 ．7 38 ．7 頁　 岩 一面 に原 右面 を残 す

15 Ⅲ R r 3　 b － 2 1168 38 ．0 5 0 ．2　　 5 上6 39 2 ．0 頁　 岩 ［ 二面 に原 石面 を残 す

つ 6 甘甘且且 C － l　 d － 3 1169 ii 28 ・8 賂 8 ［ 2 アサ1 ！ 6 0．0 j 責　 岩 上 面 に原石 面 を残 す　　　　 …

17 皿 C － 4　 C － 1 1170 53 ．9 8針勘 3 「0 200 ．0 頁　 岩 二面 に原石 面 を残 す

18 Ⅱ C － 4　 d － 1 117 1 40 ．8 52 ．6 3 L 4 123 ．0 貞　 岩 一 面 に原石 面 を残 す

19 皿 C － 5　　 c l 2 117 2 58 ．8 軋 可　 4肌 154 ．0 貞　 岩 三 面 に原石 面 を残 す

20 丑 D － 3　 d － 3 1173 10 1．0 99 ．O i 63 。9 6 90 ．0 貢 、岩 二 面 に原石 面 を残す

21 丑 D － 4　　 C － 1 1174 43 ．4 44 ．9 3 4 ．3 60 ．0 頁　 岩 四面 に原 右面 を残 す

22 Ⅱ D － 4　 d － 1 1175 70 ．5 8 6 ．3 3 2 ．7 15 0 ．0 頁　 岩 一 面 に原 石 面 を残 す

23 Ⅱ D － 4　 d － 1 1176 3 6 ．6 4 8 」 2 6 ．2 8 8 ．0 頁　 岩 ∴面 に原 石 血を残 す

2 4 Ⅱ D － 4　 d － 2 1177 60 ．1 54 ．0 2 5．6 8 5 ．0 頁　 岩 三面 に原 石面 を残 す

2 5 丑 D － 4　 d － 4 1 178 30 ．0 3 3。0 ！ 36 。3 7 5．0 頁　 岩 13 6 二面 に原 右面 を残 す

2 6 Ⅲ E － 3　 a － 3 1 179 82 ．2 1 19．4 72 ．5 35 上0 頁　 岩 13 7 二面 に原石 面 を残 す

2 7 丑 F － 4　　 C － 1 1 18 0 52 ．7 62 ．7 6 上2 444 ．0 頁　 岩 二面 に原石 血 を残 す

28 亙 D － 5 118 1 28 ．0 43 ．2 15 ．8 26 ．0 頁　 岩 二 面 に原石 面 を残 す

29 亙 F － 5 118 2 26 ．3 55 ．6 34 ．0 64 ．0 頁　 岩 一 面 に原右 面 を残す

表Ⅳ－44　石製品一覧表

Nn 層位 ダ リッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

且 Ⅴ B － 4　　 a － 1 1183 2 L 7 18．7 7．9 2．0 黒曜 石 J 異形 石器

2 V D － 4　　 a － 1 1 184 19．8 30．9 5．7 3．0 黒曜 右 贋 形 石器　　　　　　　　 i

3 Ⅴ E － 1　 d － 2 1 18 5 30．6 17．7 9．7 4．0 黒曜 石 異形 石器

4 Ⅱ A － 1　 d － 5 118 6 43．4 32．0 14．8 16．0 黒曜右 異形 石器

高 一－ i
Ⅱ

E … 4　 a … 5 i一J（＿1
118’！

24．3 i J＿　〈［
1十6

5．8 1 へ　＿［
2．b

チャー‖ 一　州几　i
138 異形石 器　　　　　　　　　 i

石斧

27点が出土している。石質は緑色泥岩23点き　安山岩2点である。形態は扁平なものが多く9　その多く

の刃部は片刃である。139◎144⑳145⑳147～149◎153は扁平片刃のものであり9点出土している。

また，基部が傾斜しているものもあり6点が出土している。142◎146は安山岩製の打製石器と考えら

れるものであり9　いずれも安山岩の縁片を剥離加工したものである。Ⅳ0。2には擦り切り痕が残る。

すり石

3点が出土している。石質は安山岩2点撃　花崗閃緑岩1点である。156は半円状扁平打製石器であり9

且54は北海通式石冠であり機能面が広いものである。155は断面三角形のものである。

砥石

4点が出土している。石質は砂岩3点，泥岩1点である。蟻はⅤ字断面の溝状の使用痕を持っ。157◎

158は二面を使用しているものであり，158は角柱状を呈する。
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図Ⅳ－40　包含層出土石器（11）
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図Ⅳ一41包含層出土石器（12）
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〔つ
図Ⅳ－42　包含層出土石器（13）

表Ⅳ－44　石製品一覧表

159

lNo．層位 グリット名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

白 Ⅵ C －2　　 e －5 1188 92．7 33．0 9．4 48 緑色泥岩 139 偏平片刃

】2 Ⅴ D －1　 a －3 1189 37．7 27．5 6．8 10 緑色泥岩 石斧片，擦り切り痕残る

3 Ⅴ D －1　 d －2 1190 68．7 36．5 11．2 40 緑色泥岩 140 片刃，敲打調整痕残る

4 Ⅴ D －3　 C 1 4 1191 37．6 39．1 8．1 20 緑色泥岩 両刃

5 IV B －5　 e 1 5 1192 72．0 37．7 16．4 76 緑色泥岩 141 両刃

6 Ⅳ D －2　 d －4 1193 170．6 68．2 17．0 182 安山岩 142 打製石斧

】7 Ⅳ D －3　 C －5 1194 60．6 26．2 11．5 30 緑色泥岩 143 両刃，剥離調整痕残る

［8 IV E －4　 b －4 1195 25．9 13．8 2．6 2 緑色泥岩 石斧片

9 IⅡ A － 1　 d － 5 1196 28．5 17．2 4．6 3 緑色泥岩 石斧片

10 Ⅱ B － 1　 C －2 1197 44．3 43．4 8．4 17 緑色泥岩 石斧片

11 Ⅲ C －2　 a －5 1198 103．9 54．4 13．9 140 緑色泥岩 144 偏平片刃

12 Ⅲ D －3　 a － 1 1199 28．2 23．4 5．6 5 緑色泥岩 石斧片

13 Ⅲ D －3　 a －1 1200 93．4 32．3 13．8 64 緑色泥岩 145 偏平片刃

14 I江 D － 3　 C － 2 1201 103．2 43．1 15．7 88 安山岩 146 打製石斧

15 Ⅱ D － 3　　 C －4 1202 113．2 53．5 14．0 170 緑色泥岩 147 偏平片刃，剥離調整痕残る

16 Ⅲ F －2　 C － 3 1203 62．1 40．4 9．6 50 緑色泥岩 基部欠損，偏平片刃

17 Ⅱ A －3　 e － 5 1204 76．2 40．8 10．4 70 緑色泥岩 偏平片刃

18 Ⅱ A －4　 b －3 1205 80．5 37．5 19．2 110 緑色泥岩 先端欠損

19 Ⅱ B －1　 C －2 1206 24．6 42．4 26．5 290 緑色泥岩 148 偏平片刃

20 Ⅱ B －3　 C －3 1207 82．9 64．2 40．6 366 緑色泥岩 擦り切り残片

21 Ⅱ B － 3　 d － 1 1208 101．3 48．0 16．8 158 緑色泥岩 149 偏平片刃

22 Ⅱ B －5　 d － 2 1209 54．6 33．4 14．2 42 緑色泥岩 150 両刃，円刃

23 Ⅱ D － 1　 C － 2 1210 92．2 31．3 14．6 80 緑色泥岩 151 片刃

24 Ⅱ D － 1　 d － 2 1211 100．9 52．5 21．9 162 緑色泥岩 152 両刃，剥離調整痕残る

25 Ⅱ E －3　　 a －1 1212 57．8 41．6 20．3 84 緑色泥岩 基部片

26 Ⅱ E －4　 C － 1 1213 93．6 46．6 14．5 112 緑色泥岩 偏平片刃

27 I E － 4 1214 124．3 65，7 27．6 462 緑色泥岩 153 偏平片刃，敲打調整痕残る
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表Ⅳ－46　すり石一覧表

No．層位 グ リッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図 番 備　　　　　 考

1 Ⅳ E － 3　 b － 2 12 15 121 ．3 94．2 73．6 15 00 安山 岩 154 白 ヒ海道 武石 冠

2 Ⅲ E 1 3　 b － 4 12 16 120 ．5 59．3 4 2．0 4 00 祁摘録岩 15 5 断 面三 角形

3 Ⅱ C － 4　　 C － 3 121 7 147 ．0 9 4．5 3 0．1 6 20 安山岩 156 半 円状 偏平 打製 石器

表Ⅳ－47　砥石一覧表

No．層位 グ リッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

1 Ⅲ D － 3 1218 36 5．0 25 5．0 8 7．8 78 00 砂　 岩 158

2 I旺 F － 2　 C － 3 1219 18 5．0 9 3，7 6 0．9 174 0 泥　 岩 159

3 Ⅱ B － 1　 d － 5 1220 4 3．5 3 7．4 25．6 5 50 砂　 岩 破 片，三 面 に使 用痕

4 Ⅱ D － 1　 d － 2 122 1 132．4 6 1．6 4 7．5 3 72 砂　 岩 15 7 Ⅴ字状 の使 用痕

たたき石

22点が出土している。石質は花崗閃緑岩19点，泥岩3点である。162～164は端部を使用しているもの

で12点，160・166は面部を使用しているものである。側縁を使用しているものは5点，168は面・側縁

に使用痕をもつものである。165・167は端部・側線に使用痕をもつものである。161はくぼみ石とよば

れるものである。

石錘

安山岩製のものが1点出土している。全面が敲打調整されている。また，胴部に溝状の加工が成され

ているものである。形状は北海通式石冠に類似する。

12（フ
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‥

図Ⅳ－43　包含層出土石器（14）
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図Ⅳ－44　包含層出土石器（15）

表Ⅳ－48　たたき石一覧表（1）

No．層位 グ リッ ト名 遺物番号 良　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図 番 備　　　　　 考

1 Ⅵ F － 4　　 b － 4 122 3 119 ．7 97 ．3 52 ．5 89 0 欄 閃緑岩 160 一 面 に敲打 痕

2 Ⅴ A － 4　　 e － 2 1224 108 ．7 86 ．2 39 ．3 47 0 泥　 岩 16 1 くぼ み石

3 Ⅳ A 1 5　　 e － 3 1225 142 ．8 69 ．7 44 ．2 73 0 花麟 緑岩 163 一 端 に敲打痕

4 IV B － 4　　 a － 3 1226 100 ．9 59 ．3 43 ．6 370 花崗閃緑岩 両 端 に敲打痕

5 IV B － 5　　 d － 4 1227 8 2 ．1 64 ．4 56 ．5 440 泥　 岩 164 両 端 に敲 打痕

6 IV C － 4　　 C － 2 1228 9 2 ．4 70 ．9 4 2 ．8 360 花離 源岩 両端 に敲打痕
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表Ⅳ一49　たたき石一覧表（2）

No．層位 グ リッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図 番 備　　　　　 考

7 Ⅲ B － 4　 d － 3 1229 79 ．4 60．8 55．2 38 0 花醐 緑岩 側線 に敲打 痕

8 Ⅱ C － 1　 C － 2 1230 73 ．2 62．7 5 4．9 3 50 花崩閃緑岩 162 一 端 に敲打 痕

9 Ⅲ C － 4　 a － 2 1231 74 ．6 72．2 5 2．3 44 0 花崗閃緑岩 側 線 に敲打 痕

10 Ⅲ C － 4　 e － 3 1232 118 ．0 76．3 4 9．3 66 0 花崗閃緑岩 両 即縁 に敲 打痕

11 Ⅲ E － 1　 a － 4 1233 18 5 ．0 94．9 8 1．4 225 0 花即拍岩 165 一 端 ・両側 縁 に敲打痕

12 Ⅱ A － 2　 b － 1 1234 78 ．6 59．9 33．6 2 10 花醐 緑岩 166 両 面 に敲 打 痕

13 Ⅱ A － 3　 b － 1 1235 76 ．8 64．8 44．1 30 0 花離隔岩 一 端 に敲 打痕

14 Ⅱ A － 4　 b － 3 1236 85 ．1 64．4 60．5 48 0 花崗閃緑岩 一 端 に敲 打痕

15 Ⅱ A － 4　 d － 1 1237 74 ．0 86．6 55．1 64 0 花崗閃緑岩 168 両面 ・両 側縁 に敲 打痕

16 Ⅱ A － 4　 d － 4 12 38 87 ．8 53．1 4 7．9 33 0 花崗閃緑岩 側線 に敲 打痕

17 Ⅱ C － 5　 b － 5 1239 75 ．4 55．3 38．2 230 花醐 緑岩 両端 に敲 打痕

18 Ⅱ D 1 2　 b － 3 1240 100 ．3 65．1 5 1．1 520 花崗閃緑岩 側縁 に敲 打痕

19 Ⅱ D － 4　 b － 1 124 1 65 ．8 60．4 4 0．7 250 花崗閃緑岩 両端 に敲 打痕

20 Ⅱ E － 1　 b － 5 1242 83 ．0 74．9 53．5 4 20 泥　 岩 16 7 一 端 ・両側 縁 に敲打痕

21 Ⅱ E － 4　 B － 1 1243 83 ．2 68．3 6 3．2 5 10 花崩閃緑岩 側 線 に敲打 痕

22 表　　　 採 1244 93 ．7 62．8 2 9．7 2 10 花崗閃緑岩 一 端 に敲打 痕

表Ⅳ－50　石鍾一覧表

No．層位 グ リッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

1 C － 4　 C － 3 1222 9 7．8 86．4 5 1．5 74 0 安 山岩 169

石皿

4点が出土している。石質は花崗閃緑岩3点，安山岩1点である。いすれも擦り凹んだ使用痕をもっ

ものである。

図Ⅳ－45　包含層出土石器（16）
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図Ⅳ－46　包含層出土石器（17）

表Ⅳ－49　たたき石一覧表（2）

No．層位 ブリッ ト名 遺物番号 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 質 図番 備　　　　　 考

1 Ⅵ C － 2　　e － 1 1245 240 165 52 2140 花崗閃緑岩 170 一面に擦 り凹み

2 Ⅱ D － 4 1246 348 195 85 6 500 安山岩 171 一面に擦 り凹み

3 F － 3 1247 260 200 53 2 580 花崗閃緑岩 一面に擦 り凹み

4 表　　　 採 124 8 122 97 58 8 10 花郁職岩 一面に擦 り凹み

台石

18点が出土している。石質はいずれも花崗閃緑岩である。明瞭な使用痕はみとめられないが出土の状

況から台石とし，平坦な面を使用面とした。
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図Ⅳ－49　包含層出土石器（18）



表Ⅳ－52　台石一覧表

Nn 層位　　 ダ リッ ト名 遺物番号 長　 さ i 幅 厚　 さ 重　 量 ま右　 質 図番 備　　　　　 考

且 V　 C － 2　　 C － 1 12 49 20両　 は0 5 3 1760 花抽 緑岩 一面 に使 用痕

2 V　 C － 2 12 50 324 i 240 360 15000 花崗閃緑岩 一 面 に使用 痕

3 Ⅳ 「鞋 二 鞋 」 ㌣ 当 日 12 51 240 i 173 70 4 500 花崗閃緑岩 一 面 に使用 痕

4
i ㌣　i

m r　　T　－　4
且W i 且′　　　㌣　　　　　　　　　 ！

10にり
⊥ム∪ムi

り即日　　 14に
上目JU i　　　 ⊥1hJ i

⊂0
JU i

00nn
J UUU i

摘据 針
！ L且目し斗監JH 男二婆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

I　4
㌢と

lmr
⊥Y

I T　－　4
i 且′　　㌣

ilOにり
⊥ムtJ∠J

l　　　Oつ∩
ムLlU

1　　 14に
⊥LlU

l　　　　E0
JU

1　　00nn
JUUU

周摘鵜結 i ［＿一高～ザ梯附、r青
L且目し斗監JH男二婆

5 Ⅲ C － 4　 b － 5 1253 178 107 51 1370 花崗閃緑岩 一面に使用痕

6 Ⅲ C －4　 d － 4 1254 300 194 85 5500 花柄緑岩 一面に使用痕

7 Ⅲ D － 3　 b － 5 1255 278 195 27 2030 花献源岩 一面に使用痕

8 Ⅲ D － 3　 C －4 1256 500 320 100 13500 花納緑岩 一面に使用痕

9 Ⅲ D －4 1257 233 158 130 ！ 5580 花南関粧 一面に使用痕

10 Ⅲ E －3 1258 133 122 41 ［ 810 花崗閃緑岩 一面に使用痕

拍 丑 B －3 1259 345 120 107 5800 花崗閃緑岩 一面に使用痕

12 Ⅱ C －3　 a … 1 1260 224 210 86 6700 花崗閃緑岩 一面に使用痕

13 Ⅱ D －1　 b － 1 1261 165 113 78 1530 花崗閃緑岩 一面に使用痕

14 Ⅱ D － 1　 e － 5 1262 295 155 123 8800 花崗閃緑岩 一面に使用痕

15 Ⅲ E －4 1263 415 150 85 5500 花崗閃緑岩 172 一面に使用痕

16 可 E －4　　a －3 1264 260 150 72 2550 花崗閃緑岩 一面に使用痕

17 Ⅱ E －4　　d －2 1265 133 103 68 1450 花崗閃緑岩 一面に使用痕

18 Ⅱ E －4　 d －2 1266 370 238 】 叫 5300 花納緑岩 一面に使用痕

19 丑 C － 1 1267 234 112 81 2050 花納緑岩 一面に使用痕

ノ2〃
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第暫車　関　連　科　学

青苗団遺跡お、転出±－』た炭化種芋臆C詔齢に貯

＊吉崎昌一◎＊＊椿坂恭代

1）遺跡の調査の概要

遺跡の名称：青苗B遺跡

遺跡の所在地：奥尻町字青苗

調　査　期　間：平成9年5月6日～同年7月4日

調　査　主　体：奥尻町教育委員会

担　当　者：木村　哲朗

遺跡の年代：縄文時代後期，縄文時代晩期，続縄文時代初頭～前葉，擦文時代。

2）扱った資料

分析資料として依頼された炭化植物は，続縄文時代初頭から前葉に編年される大狩部式，兜野式，恵

山式を伴う骨片集中地点B－10◎11◎13に関連するものである。これらの地点は，いずれも砂丘状に位

置しているため，間層を挟んで上下に明確に異なった土器形式の差を認めることは困難であるらしい。

検出された各骨片集中遺構からは土壌は採取され，フローテーション法で処理されている。その後，

第1次選別作業で種子以外のものを除去し，残りの植物種子が分析用として送付されてきた。これを分

類し，実態顕微鏡と走査型電子顕微鏡で観察と撮影をおこなった。各遺構から出土した炭化種子は極め

て少量であった。伴出遺檻　層準，時期，種類，数量などの情報を加えて一覧表に作成しておいた（図

Ⅴ－1）。

3）分析結果

分析に耐えた植物種子は図Ⅴ－1に示すように，破片を入れて15個しかない。形態その他で分類して

みると，ヒエ属Echinochloa Beauv。種子がB－11から1粒，マタクビ属ActinidiaIindl．種子の破片が

B－13から1点，ウルシ属Rhus L．の種子の破片がB－11から1点，ブドウ属Vitis L。の完形のものが

B－11から1粒と破片が10点，他に破片がB－10から1片抽出された。

ヰ）ヒエ属種子の問題

検出されたヒエ属の種子（図版－1，1a～C）を見ると，形態的にはイヌビエEchinochloa crus－

galliBrauv．と異なり，胴部が膨らんだタイプで，側面から観察するとその厚さはイヌビエより厚い。

資料は1例しかないので明確な結論を得るのは難しいかも知れぬが，形態的にはいわゆる縄文ヒエよ

り後世のヒエEchinochioa utilis Ohwiet Yabuno．に類似するものである（椿坂：1993）。大きさは長

さ1．5m恥　幅は1．3m恥　厚さは0．7mmを計る。同属のヒエは，北海道埋蔵文化財センターが発掘した渡島管

内の上磯町茂別遺跡で続縄文時代前半のものに伴出した（吉崎◎椿坂：1998）。東北地方では，北海道

の大狩部式相当期の直前と思われる土器形式（砂沢式土器，東北地方の専門家は弥生文化に属する，と

考えている）を出土した青森県八戸市八幡遺跡12号住居においてイネ，アワ，キビ，コムギ，オオムギ

などの栽培種とともに検出されている（吉崎：1992）。こうした状況を考慮すれは，北海道西南部の続

帯2



縄文文化は言ヒ辺の弥生文化として位置ずけられるのではないか。土器の形態や文用の類似などからも，

そう考えるのが合理的である。

続縄文文化や北辺の弥生文化の実態分析を通じて，概念の再検討が必要なのであろう。
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表Ⅴ…　　藩薗B遺跡出土炭化種子蔑

土 壌 採 取 遺 構 層　　 位 時　　　　 期
ヒエ属　 マタクビ属

（粒）　 （片）

ウルシ属

（片）

ブ ド　ウ属　 ［
［

（粒）　 （片） ［

［
骨片集中範囲－10 （石組炉） Ⅱ層下位 縄文時代初頭～前葉 i

言

［
！骨片集中範囲つ 1

Ⅱ　　 層 縄文時代初頭～前葉 1 1 1　　　　 1

骨片集中範囲一13 Ⅲ　　層 縄文時代初頭～前葉 巨

［　　　　　 ⊥ 1　　　　1 1
iI

l　　　　H
i

プ34



1a　ヒエ属背面 1b　ヒエ属腹面

2a　ブドウ属背面　　2b　腹面

1C　ヒエ属側面
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三二享　二＿ 活

本遺跡からは，極めて多くの遺構◎遺物が出土した。そこで，各時代毎にその状況を見てゆきたい。

頂。縄文時代中期

本遺跡に於て最も古い時期の遺物として円筒上層の図Ⅳ－1の1が認められるが　摩耗が著しく，も

ともとこの地点にあったものであるかどうかは疑わしい。それに対し，明らかに当地点に持ち込まれた

ものとしては図Ⅳ－1の3がある。この土器は実感文と内面に施された縄文を特徴とするもので北筒式

ないし余市式に近いものと考えられる。時期的にはノダップⅢ式～レンガ台式などに相当するものと考

えられる。当該期の遺跡である青首遺跡C地区，F地区では多義のノダップⅢ式，レンガ台式など在地

系の土器が検出されているが，本遺跡では破片で2◎3点ほどしか出土していない。遺跡全体からすれ

ば一部分の調査のためで明確なことは言えないが，この土器の所有者が何らかの理由で伝統的な生活の

場である段丘上を避け，砂丘上に住み分けするかたちで居住していた可能性がある。

望。縄文時代後期

この時期は前葉では遺物は数少なくラ　入江式の破片が散見される程度であるが，中葉になると俄かに

遺物量が増える。図Ⅳ－1の14は手稲式と考えられる土器で底部以外はほぼ完形となったものである。

この他，当時期と考えられるもので16◎17のような円形刺案文を施したものも認められている。

それに続くホッケマ式柏当期ではかなりの遺物がⅤ層を中心に検出されている。Ⅴ層は他の層位と異

なる特徴として石鉢や石錆が多いが，比較的フレイク⑳チップは少ない。また，土器片は多いものの復

元個体は余り多くない。唯一の完形土器は図Ⅳ－2の22がある。この当りを含むE⑳F－4グリットに

は当時期の遺構が残っており，焼土2ヶ所を始め，炭化物集中範囲1ヶ所，台石1点が認められ，周辺

に骨片も散在している。場の状況などから動物を解体加工する作業場の可能性がある。また，遺跡の中

央部を走る沢状の地形の認められる辺り（図Ⅲ－3）からは，多くのホッケマ式土器片や，末製品を含

めた石鍍⑳石錯◎挟入石器が出土している。このことは，当時この地点が狩猟生活における重要なスポッ

トであったことを物語っているものといえよう。

縄文時代後期後葉では，宝林式，御殿山式などが散見されるが，その多くは破片であり少量がⅣ◎Ⅴ

層から検出されている。

詔。縄文時代晩期

当時期では多くの，遺構，遺物が検出されている。その大半が縄文時代晩期前葉の1種，つまり上ノ

国式に属するものである。遺構は5基の骨片集中範囲が確認された。そのうち，4基からは大型の礫が

伴い，それぞれ，台石のような役割を担っていた可能性がある。骨片は比較的細かいものが多い。B－

7では，その南側に接して焼土が1ヶ所検出され，何らかの関わりが考えられる。なお，これらの骨片

集中のなかで最も骨片の遺存度の高かったのはB－6であり，土器も多量に出土，骨片は土器片の下な

どに沢山検出され，一括廃棄したものである可能性がある。出土した骨片の種類はB－1が鳥骨，B－

5◎6がアシカ科の海獣骨，B－7でホッケ骨が多く出土する傾向があり，なんらかの，場の使い分け

がなされていたのかもしれない。なお，これらの遺構は沢状の地形（図Ⅱ－1）に沿って分布しており

（図Ⅵ－1），当時の遺構が沢水と密接に関わっていたことを物語る。

同時期の2種，つまり大洞B式相当の土器も本遺跡では少なからず見っかっている。分布は発掘区体

にまばらに認められ，分布上の偏りは明確に認められない。遺構は明確に判断できるものはないが，P－

7から同2種の破片と考えられる土器が発見されていること，形状が大洞式を伴う土墳墓の形状に似て
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いること，西隣のグリットから図Ⅳ－13の231が出土していることなどから，P－7が2　種に伴う遺構

の可能性がある。

磯。続縄文時代

この時期は遺構，遺物ともに最も多くが検出されている。遺構は土壌5基，骨片集中範囲9ヶ所，フ

レイク◎チップ集中範囲20ヶ所である。当時期の土器はⅣ群a類（青苗B瓦　大狩部式，兜野鼠　卜こ

カ式，東歌別式など）と，b類（砂沢式相当のものや，南川Ⅲ群◎Ⅳ群）であり，遺構もほぼこの時期

に該当するものである。なお，a類とb類の層位的な差は明確に捉えることができなかった。

当時期の特徴は9ヶ所もの骨片集中範囲と20ヶ所ものフレイク◎チップ集中範囲があることで，当時

期のこの地点が海産物や剥片石器類の加工を行う作業場であったことを物語っている。

骨片集中範囲はA－1グリットにB－11，A－3ダリットにB」3，14，15，A－4グリットにBh

8，9，B－1グリットにB－独　E－4グリットにB－3，4が検出されている。特徴的なことは，

沢状の地形を境に南側は7ヶ所が分布し，北側には2基のみである（図Ⅵ－1）ことである。また，南

側では石組の伴うもの1鼠　ほぼ円形の焼土の伴うものが3基認められている。出土した骨片について

も，南側のものからはB－10からはアイナメが，B－11◎13についてはカレイ類が特徴的で，カサゴ類

が少ない。これに対し，北側のB－3は石狼　焼土は認められず，骨片はカサゴ類が目立ち，アイナメ

やカレイ類が認められないという違いがある。カサゴ類が磯魚で沿岸で磯釣りの対象となっているのに

対し，カレイ類が砂底，礫底で捕る魚であることを考えると，南側の骨片集中範囲を遺したのは少なく

とも船をだして漁をする集団である可能性が高いと考えられる。

一方，フレイク◎チップ集中範囲も，沢状の地形を境に分布状況が異なる傾向が認められる。

北側では，F⑳C－1◎3～11⑳14～17が分布する。F◎C－1を除くとD－4～6ダリットやE⑳

F－4グリットに分布が集中し，計14ヶ所もの集中範囲が認められる（図Ⅵ－1）。この地区での各集

中範囲は粗いフレイクが出土する地点から，細かいチップが出土するなど様々な段階のものが存在し，

各集中範囲により場を使い分けていたものと考えられる。各集中範囲のフレイク◎チップは一塊に接合

するものはなく，F◎C－7のものが原石面のあるフレイクを中心に部分的に接合したにすぎなかった。

F◎C－7は原石面を剥がし取る作業を行っていたと考えられるが，他のフレイク◎チップ集中範囲に

おいても一部のフレイクどうLが接合したのみであることから，本遺跡の作業場である程度の調整を行っ

たのち，本体はもち出されたものと考えられる。恐らく，ここで奥尻特産の貢岩の原石を利用しやすい

ように加工し，本体を“輸出”していたものと推測される。なお，この中にあってF⑳C－4は若干状

況が異なる。ここでは細かいチップが多く，貢岩に対し黒曜石の比率が高い。このことから射ま石器の

細部調整をおこなった場所と考えられ，他の地点とは逆に，輸入した黒曜石のフレイクなどから，何ら

かの石器を作っていたと考えられる。また，F◎C－4の属するE－4区やF－4区のⅡ層からは安山

岩製のフレイクが集中て出土している。この安山岩も，奥尻産のものであり，ここで何らかの加工を行っ

ていた可能性がある。D－4～6区やE⑳F－4区は奥尻特産の貢岩や安山岩の原石を加工し，輸入し

た黒曜石を二次加工するなど，石器の素材をめぐる交易と加工の場と位置付けられよう。

一方，南側は，F◎C－12◎13◎19◎21◎22が認められる（図Ⅵ－1）が，F◎C－12は同じ位の大

きさのフレイクが1ヶ所にまとめて置かれていた状況であり，19は極めて小範乱　22は，唯一骨片集中

範囲から復元土器が出土し，一括廃棄場と考えられるなど，石器加工場的な様相を呈する場所が少ない

のが特徴である。

このことは同じ縄文時代初頭～前葉でありながら沢状地形を挟んで異なる作業領域として機能してい

たことを示すものと言える。北側が石器の加工に関わる作業域であるのにたいし，南側は海産物の解体と

加工の領域であると考えらよう。なお，Ⅱ層において掻器と焼礫が南側に，台石と原石が北側に分布が

偏っている。これらも沢状地形を堺にした場の在り方の違いを反映したものと考えられる（図Ⅵ4～8）。
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土器の分布傾向においても，このような場のあり方に柏関するような分布を示すものがある。

図Ⅵ－2及び3はⅣ群土器のうち，復元土器の最大破片もしくは最も破片が出土した小グリットを1

個体につき1箇所点を落とし，各種別に主要な土器の分布傾向を示したものである。

Ⅳ群a類1種はAラインにその分布の中心があり，南側がその分布の中心であるが，北側にも比較的

ランダムに分布しており沢状の地形を境にした場の状況の差は明確に認められない。それに対し，Ⅳ群

a類2種の分布は明らかに南側の“海産物の解体と加工の領域’’と重なり，注目される。

一方，Ⅳ群b類では1種がD～F－4区に分布が偏り，北側の“石器の加工に関わる作業域”とほぼ

一致する。このことからⅣ群a類2種と“海産物の解体と加工の領域”及びⅣ群b類1種と“石器の加

工に関わる作業域”が沢状の地形を境にある種の場の規制のもとで対時していたことを示唆するものと

言えよう。標高からみると，“石器の加工に関わる作業域”は‘‘海産物の解体と加工の領域”よりも標

高が高く海成段丘の斜面に近い。このことは背後に迫る貝塚台地や‘‘沢”を介して石器の原石を採集で

きる内陸へと向かうのに好都合だったからと思われる。一方　標高の低い“海産物の解体と加工の領域’’

は眼前に広がる砂丘を介して海に開かれていたと考えられる。そして，この砂丘を舞台にそれぞれ異な

る系譜に属するひとびとが，自分たちの特技を生かしつつ活動し，活発な交易活動を行なっていたと考

えられるのである。

南川Ⅳ群に相当するⅣ群b類2種土器は，復元土器が3点と少なく，1種に認められるような場の規

制も確認できない（図Ⅵ－3）。この時期では当地点が人間の生活の場として頻繁に利用されなくなっ

てきたことを示すものと言える。理由として，弥生海進の進行の影響による生活域の減少などが考えら

れるかもしれない。

5。凛文時代

当時期の包含層はⅡ層の上位であるが，その殆どは消失しており，遺構もP－3が1基のみである。

P－3の性格は不明である。当時期の出土土器は背後の山本台地や貝塚台地より出土したものと同時期

のものが出土し，両台地より続く擦文時代後期の生活の場があったものと考えられる。
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遺構出土遺物（2）
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包含層出土土器（1）
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図版12
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包含層出土土器（2）



図版13
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包含層出土土器（3）
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包含層出土土器（4）



包含層出土土器（5）
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包含層出土土器（6）



図版17
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包含層出土土器（7）
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包含層出土土器（8）



図版19
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包含層出土土器（9）
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包含層出土土器（10）
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包含層出土土器（11）
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包含層出土土器（12）
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図版23
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包含層出土土器（13）



包含層出土土器（14）
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包含層出土土器（15）
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包含層出土土器（16）
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包含層出土土器（17）



包含層出土土器（18）
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包含層出土土器（19）
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包含層出土土器（20）



図版31
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包含層出土石器（1）
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包含層出土石器（2）
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包含層出土石器（3）
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包含層出土石器（4）



包含層出土石器（5）
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